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先人の精神と容知とを打ち込んだ文化の所産が,時の経過に従って,次ぎから次ぎにと姿

を流してゆく間に在って,蒙境笠岡の石窟群が,千数百年も以前の俳敬重術を,今も術まざま

ざと残存することは,東方文化史上の-大意偏である｡

明治三十五年(1902)我が伊東博士によって,ついで同四十年(1907)俳蘭西のシャヴ./ヌ教

授によって,この石窟群が世に紹介せられ,大同に噛居した時代の北魂の社食に,かゝる牡鹿

夜薮楯の輝いたことが知られてから,普代一般の文化相が新たに施知せられるに至ったこと

を息-ば,世界は貴重なるこの道寅の存在に対して,深い感謝を寄せねばならぬ｡然も惜し

むらくは,この遮寅は僻遠の奥地に位し,一般の観兜に不便な上に,脆弱の砂岩に割出せられ

てあって,白銀の風化作用を受け易く,今までにこれによって被った破壊の箇所も多いことで

あり,今後に放ては一博急速にその鵬を見るであらうこと疑ない｡その上に思慮なき輩の人

名的破壊の手も加はって,損傷の程度は日に月に高まるばかりである｡こゝに於でか畢徒の

間では,一方にはその保有を計り,他方には現状下に放て徹底的に調査研究の歩を進めると

共に,これを息賓に潟虞して,虎く一般に展示する途密語ずることが急務であるとの聾が盛

んになった｡糸しながら,この京大な遊戯を永久に保有する計丑は,方法の上からも経費の

上からも重雄の事であり,賓際についての栴紳な調査や撮影とても,諸種の健件に制せられ

て,容易に資現し難く,空しく長嘆するばかりであったo

かゝる情勢の間に,京都の東方文化研究所員水野清一,長麟敏雄両君は,昭和十一年(1936)

これと類似の響堂山や瀧門の石窟を調査し,奴に公にせられたやうな成績を馨げたので,そ

の知識に基いて,一層精額にして大塊模な雲岡石窟の調査を計遊し,蓬に昭和十三年(1938)

東方文化折究所の事業として,その賓塊に入ることになった｡それ以来両君は,昭和十九年

(1944)に至る七年の間に亙り,毎年三ケ月乃至六ケ月をこの通底に起臥し,一行と共に,この

事に従事した｡時はまさに大戦のさqlに嘗り,平時に放てすら貧窮といはねばならぬ程度

の鮭費を以てしては,所要の券具や資材の不自由は言ふまでもなく,現地に放ける日々の生

活すらも困乏を極める有枚で,その辛菅は想像も及ばぬものがあったと思はれる｡かくして

昭和二十年(1945)終戦の碁が下り,この事業を切り上げねばならなかった時には,箪-洞か

ら範二十洞に至るまでの大石窟は大概調査を了り,滋虞の撮影,賛測国の作製,拓本の打出し

など,至難の工程も一段落を普げ,主要なる石窟の現状を息賓に記鉄する目的は泣憾なく達

成せられてゐたのである｡
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然しながら，かやうにしてこの調査事業に成功した補正去の前には，また新たな難闘が機た

は。てゐた。この成績を出版して庚く一般に提示することがそれである。もしこれを成し得

ないならば，折角懸命の苦心もー竿の意義を失はなければならぬ。然も戦後に於ける図内の

情勢は，この貴重大なる事業を企闘するには徐りに深刻で，百方の宣策も功を奏せず，積み上

げた貴重の姿料を前にして煩悶告と重ねる有様は，深く同情を禁じ能はざるものがあうた。幸

にしてその後，閥情は漸く平静に復L，東方文化研究所も京都大牟人文科率開究所の機構の

中に移って，在来の活動を一府振興すべき機運に向。たので，こ Lにこの出版のことも始めて

光明を認め，政府常局の理解による積極的援助を得て，惑に木訴の刊行を見るを得たのは，

民に欣幸の歪りである。

如上苦心の経過を迎。た本書は，本文倒版各十五巻，合せて三十加・のE:I険で，昭和サ六年か

ら五年に亙。て逐弐刊行の殻定の下に，その中の数怨は飢・に出版せられた。毎谷本文に，こ

の石窟や，;5籍の調査に閲する概論的序章を以て始まり，ついて所牧の各澗について，規模，

彫像，袋飾技術等を詳細に誘惑し，最後にその特徴を論述し，闘)仮は遺蹟の全貌から，彫像岡

文等の各部を細大漏らさずコロタイプ版て印出し，巻末に解訟を附して懇切な説明書己施し

てある。遁じてこれを翻ると，従来事界に後表せられた石窟内一部の彫刻に闘するもの L外

この大小幾百の洞窟について，凡そ設立すべきものは一々新i筏に基本的考古皐的調査や肝

究を施し，また岡事監査極の資ilItlや，苦心惨除たる潟民によって，E見放を能ふ限り忠質におして

あって，この主主貨を現在及び将来に俸ふる上に於て，遺憾なきを得た大著と言はねばならぬ。

願ればこの事業は，清子以来今に~るまで，羽じて十有五年の歳月を経過した。然もこの

間は，我が園間関以来初めて窓越した苦難の時代で，世は移弊たる戦争気分にあほられ，つい

て悲惨な虚脱状態にRF19た。 か hる環境に在りながら，塁手術のために不挽邦腐，あらゆる苦

難を克服して初一念を貫徹し，今後縦令雲岡の地に桑j~~の裂を見るとしても，そこに燦然た

りし北貌文化の光は，永く如資にこの脅によって， 'Ut界に輝くに至らしめた著者の事魂と功

績に鈎しでは，衷心より深い傘敬と感謝を捧げねばならぬ。

余は東方文化前究所の開設雷初からその理事として，ついて所i乏として職者と奉じ，この事

業について詳知する関係から，需められるま誌にその経過の大略と所感の一端とを記して

序文とする。

昭和27flil月

濁岡 亨
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雲岡石窟公刊に際　して

水野長磨両君の七年にわたる雲岡石窟の調査が米を結んで,十五怨の大著作となって公刊

せられることになったo不幸にしてこの堂地を訪れたことがなく,この著書を通じて始めて

偉大な俳敬重術の全貌に接することをみた私には,僻速の寒村における長期の工作がどれ

ほどの困苦を伴ったものであったかを賛感することは出来ないo　この横合に両君から示さ

れた調査の日蝕を重んでみて,少しづゝこの事業の性質がわかりかけてきたばかりであるo

われわれは水野長磨両君の仕事を望岡石窟調査と呼んだが,ほんとはこれは調査といって

すませるものではない｡この調査の途上第九,約十洞前の餌場の畿掘を始めとして幾度か大

小の考古劉勺発掘を行って, ~多くの新車寛を凌見したのであるが,これらの資際の馨堀を含

んだ全能の調査自身が畿堀であり,新登見にみちたものであった.鵜虞の撮影が先づさうで

ある. LAi淵がまたそれである｡石窟円の俳像夜どの上には攻が長年の間に吹き摺って五セ

1/チ以上に競ってゐる｡銘品をとる前に先づこの鮭を掃う工作を必要とした｡また小さな

入口と明窓しか持たない全く暗闇の洞窟の奥深く-鏡によって太陽光級を導き入れねばな

らないし,また十数米の高い洞窟の上部は足場を組み上げねばならないo　最初に茄子した

第六洞の方柱上部の接辞に昔って足場を組んで太陽光線を反射さしたとき,この天竜に連珠

文をもった方格のなかに龍と鳥との浮彫りがあることが見lLljされて,調査員たちを大いに驚

かせたと日記はLるしてゐる｡この工作を進めて行くうちに,このやうな新姿見は糖々と

して判れてきたのであるo

今から五十飴年前伊嵐忠太博士は慧岡石窟の存在を世界の率界に報肯せられ,ついで併

国のシャヴァ./ヌ教授がこゝを訪れたo　伊東博士の発見はこの荘麗な記念物を人類の全い

忘却の底から呼び起したのであった｡水野,長鹿繭君の調査はこの大殿堂の全納部を暗黒か

ら照らし出し,盤境の中から掘り出し,鮮明なコロタイプと完全な拓本,精密な賓測国と詳

細な記述によって全世界に紹介しようとするもので惨るo　この調査は両君が東方文化研究

所の在職時代に同所の事業として行ほれたのであるが,新たに東方文化研究所を合併した

京都大挙人文科学研究rrrがこの成果を刊行する,光柴あるしかし困難な公務を負ふことに

なった｡

全十五嶺の報告の出版は現在の我が国の財政と出版事情の下に瀞いては容易に貿施に移

すことができないことは,我々もよく察知してゐたo Lかし要岡の大石窟の隅み隅みまで

を正碇に報督するのがこの事業の本質である以上,この出版計蓋に大盤更を加えることは
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無意味であると考aへたが故に，敢でこの大計登の賀現に手を染めたのであった。この報告の

出版は昭和十九年の東方文化研F究所の下にbいて企撃され，岡版の一部は刷り上。たのであ

るが，東京の戦火にようて烏有に障したのであった。調査事業に謝したと同じ笑雄的な熱情

をもってこの復興に営られた著者たちの不躍の努力をまのあたり知る私は，いつの日かこれ

に一瞥の力を借し奥へてくれる玉里解者が出て，至難な出版が資現するにちがいないことを

信じて疑はなかった。しかしこの日が案外にも早く来て，この大悲願が成就しようとしてゐ

ることは私の衷心から喜びに堪えないところである。

習re-:::>て考へるとこの雲間石窟の調査の大業は決して水野長庚雨君個人の力でよく完成し

うることではなく，無数の結縁の人々の協力でできたものであうた。雨君を中心とした雲岡

石窟調査闘のなかで，終始潟民撮影に従事して約五千枚に上る原版を製作された初舘易技

手，複雑念資測を行った高柳重雄，北野正男補助手の努は特筆すべきであるが，そのほかに

すでに鬼籍に入られてこの著書を示すに由もない鈴木義孝，成亥一郎諸君の名も忘れよう

として忘れられない。 そればかりでなく現地にお言いでこの事業に好意をもって助力を奥へ

られた華北交誼株式合枇，現地の官吏各位，軍関係の各位，また内地にbいて側面から激励

された雲岡石窟調査後援舎合員の力も大きく働いてゐる。

この書の出版に際しでも，戦火にか1.-:::>た初版の作製を抱合された座右貿刊行合並びに現

在編輯に任じている斎藤菊太郎君の熱窓と， この精巧な印刷を一切携嘗しつ hある日本潟

長印刷株式舎利:の協力は特記しなければならない。 それとともに，この出版の意義を認め，

この賢現に援助を奥へられた内閣総盟大臣官同茂氏，文部大臣天野貞蹴氏，京都大阜商ii率良

烏養利三郎氏をはじめ文部省，京都大事営局，雲岡行窟刊行舎の会合員に厚い感謝を捧げな

ければならない。

著者たちは悌陀の足亦を東から西にたど‘ヲって，併殺美術の起泌を採らうとする大計霊をも

そコてこの雲岡石籍の研究に着手した。 そしてこの大問題は日本だけでなく世界各図の率界

の共Mに解決すべきものであり，その資料の 4つとして提供するために，邦文解説とともに

英文の全課を附することにした。これは出版に二重の負擦を諒するものであるが，最後まで

遂行する決心である。内外の与者がこの書に鈎して忌憾のない批判と助言とを奥へられん

ことを希望してやまない。

昭和27年1月

人文科皐研究所長

貝塚茂樹
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そのころは東方文化研究所の創設(昭和四年)から四,五年の歳月がたってゐた｡ばらばら

の個人研究から,やうやく共同研究に重鮎をうつさうとする時期であった｡それで,われわ

れは共同のテェマとして中開における石窟寺院の調査と研究をとりあげたo　もともと,考古

革の分･野では等閑にされやすい,かういふあたらしい時代の研究をとりあげたのは,われわ

れが,併敬重館に興味をもってゐたからであり,そのころ研究所で『金石琴編』の禽欝などを

やってゐたことも関係があるoもとより,中国の石窟はひじゃうにその数が多く,係数のさか

えた南北朝から惰唐時代にわたって,さかん夜遺構をのこしてゐるo　その研究は,中国の美

術考古学のう-ばかりでなく,沸教史のう-にも大いに寄輿するところがあるoのみならず,

わが国の係数文化を研究するう-にも,是非しらべておかねば怒らぬ分野であるo

昭和十一年(1936)香,われわれが,はじめて中国の石窟調査にでかけようとしたとき,故潰

田耕作先生は,し1ままでに調査されてゐない未知の石窟を調査するやうにといほれた｡それ

で,そのころ手にはいった願撃光の『河朔金石目』『河朔訪碑記』などで,いろいろあたらしい

目的地を物色してみたが,けっきよく治安の確立してゐない中国では無理な注文であった｡

けれども,先生の諸祈兜にみられた烈々たる開拓精神は,たえず,われわれをはげまし,その

後みじかくない石窟研究の退避にあかるい光明をあた-てくれた｡この年は,河北河南の省

境にある南北響堂山石窟と洛陽南郊の龍門石窟とを,おのおの一週間ばかり調査したo

翌年(1937)揺,中国最大の石窟である雲岡石窟の調査をもくろんだけれども,不孝な事壁

の勃蚤によって,中国にわたることはできなくなった｡翌十三年(1938)になって,大同方面の

治安もやゝ安定したので,潟虞には昔時の所員羽舘易氏,昔時飛鳥図にゐた米田太三郎氏,描

本には北京の碑帖輔の徐立宿氏,測竜その他には北京に懸軍中の小野勝年氏の助力をえて,

永野ともに玉名が四月から六月まで雲岡石窟の調査をした.翌十四年(1939)には外務省か

ら特別折党費を支給されたし,華北交通株式禽社からも調査費の一部を援助されたので,羽

鰭,小野両氏,水野のほかに,前年は事故のために参加し夜かった長麿がくはゝり,なは京城

博物館の有光敬一,米田美代治,所員北野正男,岡崎卯-の諸氏があらたに参加して,八人が,

八月一日から十月十五日まで調査した｡その後,京城博物館の杉山信三,京都大軍建築学敬

重の鈴木韮孝,および所員蛭田義秋,山内啓蔵,高柳重雄,戊亥一郎,日比野丈夫諸氏の援助

をえ,昭和十五年(1940)には原田仁氏によって雲岡の地形国がつくられ夜どしたo　また昭和

十八年(1943)からは大同凝錬株式骨社からも調査費の一部が援助された｡昭和二十年(1945)

Ⅹ111



は，戦争がわが問土近傍に必よび，つひに大陸にわたる機合をえなかうたが，高柳氏は十九

年以来一人現地にふみと rま。て調査に事してゐたので，終戦ののち，二十一年(1946)二月

にやっと隙因した。したが。て，大隙にわたてコたのは七岡であるが，調査の年数は八年にわた

oてゐる。月を合すると二十四カ月になり，総長をかぞへると二十一人以上にたる。けれど

も，調査の金計重は完了し左か。た。調査は，はじめから拓本と潟貨と測量闘の三本だてて

あうた。音量掘はむしろ試掘の程度にと rまった。拓本ははじめの三ヵ年で石窟の金成にわ

たり，ほ~--"とほりはをはそコたが，なほ再徐討して追加することを議定してゐた。潟民は中

板約五千枚にのぼり，全域にわた。てゐるが，たほ粗密が不均等で，これで完了したわけては

たかった。 石窟の測量は，第一洞から第二十洞にかよんだが，第十二洞は全然治三Fしなかっ

たし，西方の中小窟にはまったく予がつなかった。そのうへ，調査が終戦後にま?よんだため，

測量闘の一部，たとへば第一洞から第三洞にいたる平岡幽，第五i同，第六洞，第十八洞，第十

九洞等の視tl闘はつひに紛失してしまった。

かうした困難念調査中に，各方面からしめされた有形無形の援助ははかり知れないもの

がある。身はEFa籍にありながらも中図の古典文化にふかい理解をもった人たち，繁忙な公務

に従事しながらもわれわれの調査に充分の理解をもうた人たち，また中闘の民間人であ。て

われわれの誠意をくみとってくれた人たち，さういふ人たちの厚意と援助なしには，たうて

い，かうまで順調にす Lまたかうたかとbもふ。なかでも，黒田重徳，森一郎，佐々木敬介，加

藤新吉，荒木章諸氏の名はわすれることのできたいものがある。

戦争中は率術の研究や調査もしだいに困難となり，研究所の存在があやふまれたことも一

再てなかった。 さいはひ，われわれの率術調査に同情をもてコた多くの人たちによって雲岡石

窟亭術調査後援舎がつくられた。主として奔走されたのは坂野清夫氏であったが，谷川徹三，

児嶋喜久雄，梅原龍三郎，細川護立の諸氏が熱心に支持され，座右寅刊行舎の後藤良太郎，斎

藤菊太郎諸氏もこれをたすけられた。そして調査は，まがりなりにも総行することができ

たし報告書二十巻の出版費用も梅原龍三郎，三浦直彦氏等の斡旋にようて，戦争中にもか L

はらず政府の援助が約束された。それで昭和十九年春から第七洞，第八洞二巻の出版に靖

子したが，日増しにはげしくなった空襲のため，翌二十年三月東京の座右貿刊行舎で製版中

の一切が焼失してしま。た。

その後，終戦後の困難危時期にいろいろ刊行の計翠をたて Lみたけれども，出版の端緒ー

はなかなかえられなかった。それで，やむなく刊行の日を夢みつ L遅々 として包、はあるが，

報告書の作成をつとめてゐた。しかし，その日は，意外にもはやく到来した。それには第一

に，この大きな刊行費を決定された文部省首局の英断に感謝したければならない。またそれ

を斡旋された京都大串営局や，これを側商から援助された公私各方聞の方たちの厚意も，わ
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すれることはできない.いま,計蓋の一部をあらためて全十五奄三十伊とさだめ,その刊行

事業をより容易にするために,あらたに一万田倫登,梅原龍三郎,細川護立,頻朋近,上野精

一,大原組一郎,坂内義雄,中野種一郎,稲田平八郎,鳥牽制三郎諸氏の畿起により雲岡石窟

刊行合がつくられたo　いせこれらの諸氏に勤し,また,かうした刊行倉の成立その他に,目

だゝない,親身の斡旋を焼した,岩井武俊,移柑勇造諸氏に勤しでも,ふかい敬意をはらふも

のである｡

最後に,もと東方文化研究所長政橡本文三郎先生が,われわれの雪間調査のため,はるば

る現地をおとづれられたことや,その他の斡旋に労をおしまれなかったことを想起するとと

もに,東方文化研究所最後の所長として終戦前後の難局を塘昔苧れた羽田亨先生から,この

たび懇篤な序文を賜ったことは,われわれのふかく感銘するところである.なは,いせは亡

き初代所長狩野直菩先生をはじめ,東方文化研究所を育成し,われわれの長期研究を可能に

した外務省骨局に勤し,またわれわれの祈兜にふかい同情をもち,ときに激励し,ときに助

言を惜しまれなかった同僚諸兄に封し,ふかい感謝の念を禁じえないものがある0

1952年1月

水　野　清　一

長　頗　敏　雄
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例　　　　　　日

本書は『怒岡右錨』全十五怨のうち第一雀にあたり,第一洞から第四洞までの調査と研究

とをまとめたものである｡

これらの謝同は,主として昭和十四年(1939),もと所員羽舘易氏が,所員岡崎卯一氏を助手

として撮影した｡たゞ葛城の麻色版一葉は,もと華北交通株式食紅のため坂本万七氏の撮影

したものである｡さいはひ戦災をまぬかれた校正刷と現地の色見本にもとづいて,ふたゝび

こゝに製版したo測量は主として昭和十九年(1944.)高柳重雄,岡崎卯一雨氏,および長鹿,水

野の手によっておこなはれ,製図ははじめ猿谷和現により,のち高柳重雄氏によって完了した｡

たゞ測童原図の一部-第-洞方柱東面,南面,西面固(高柳測)第-洞,第二洞,第四洞平面

図(岡崎測),第三洞牢固固(水野測) -が終戦の際に紛失し,こゝに掲戟できないのは,この

う-もなく遺憾である｡拓本は昭和十三年(1938),徐立宿代が作製した｡懇末の地形国は昭

和十五年(194･0)夏,原田仁氏の測量するところ,昨年のくれ日本地軸協魯森三蔵氏によって

揮苫された｡

本書の記述は著者二人の共同執筆である｡英文飛躍は図1lrl-_博物館の原田治郎氏を煩した

が,その校正その他にはPeter C･ Swann氏の熱心な援助をうけた0

本苔の刊行は,本所の出版費をもとゝし,その後,文部省首局および京都大学の配慮によ

って,すくなからぬ経費の追加をうけて達成されたものである｡

以上の諸氏ならびに諸機関に封し,心から感謝の静をさゝげろとともに,過去十数年間の

調査と研究に有形,無形,さまざまの援助をあた-られた数多くの人々に封し,さらに本巻の

編韓に戯身的努力をはらほれた蘭藤菊太郎,陳腐明の両氏その他に対し,深甚の謝意を表し

たい｡

1952年1月

著　　　　者
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序　　章

雲　岡　石　窟　序　説

1

商量の長城が中開の歴史にもつ意義は,はなはだ大きい｡菌里の長城のはしってゐる地帯が,

中国の地艶にもつ意義も,またはかりしれないものがある.秦の始皇帝が,北のかた旬奴をふせぐ
Lin-l`ao LlilO-lung

ため,はじめて苗畳の長城をつくったとき,西は臨桃におこり,東は遼東にいたったといはれてゐ
Sham-h且i-kuan

るoいまの長城は西,甘新のはて敦瞳におこり,東は山海関で海に達してゐるo(Fig.1)この長城走
Chi)･ytlコg･kuan

向の壁適にも歴史の復雄夜表情がよみとちれるo山海閲から長城にそってLn.すると,屑庸閑ちか

くで長城は内外の二つにわかれてゐるo -は猫1石口,張数日から陰山のう-を粥にはしり,-は小
Hezlg-Sllan Yen-meJ)-kuan

五基山にむかって南LFL,凍源から北獄恒山の南をとほり,雁門閲を-て偏闘,河曲にむかひ,つひ
Ordos

に合一してオ}L(ドスの南に入る｡
nasal(  lava

外長城のそとは1,500mに治する玄武岩溶岩の蒙古高原である｡外長城はその放逸をはLつ

てゐる｡内長城の南は河北平原であり,また山西の高地である｡外長城と内長城にはさまれた長
Sat-g-kan-ho

城地背は,ちゃうどその中周の墓地になる｡海抜約1,000m,桑乾河のながれる地溝帯である｡南
locss 1 lua1-hl HSiian-hu皿　　　　　　　　　　　　　　Ta-Lung

北に峨々たる山骨がならび,なかは安土の堆宙である｡東に懐束,宜化の盆地があり,西に大同
Suo-hsien

朔願の盆地がある｡桑乾河のながれはゆたかであるけれども,年雨量約400ミ1)以下で乾燥し,塞
John Lossulg Buck

組は夏平均23度,各平均-10度以下で,農作は真にかざられてゐる｡つまりロッシング･パック
Spri･.ど Wlleat Area　)I Winter Wheat Area

の春参地帯であるo(Fig･ 3)寒冷乾燥の内陣遊牧地背と,粗暖温澗な平原,冬容地帯との中間であ

る｡古水北方の遊牧民と南方の農耕民との雑居した土地であったこと紘,その新石希時代の造物
1I?

にも反映してゐる｡時代のくだった遼金時代にも,この地は,いはゆる燕望十六州とよばれ,北族

国家の手中にあった｡西紀前221年,秦の始皇帝が天下を一統し,前202年,決の高租が淡帝国を建
Pal･teng･Shan

設すると,長城地帯は,もとよりその郡嚇制のうちに包括せられた｡けれども,湊の高組は自登山
ヽl.トi

で逆包囲にあって苦杯をなめ,淡の武帝は馬邑(朔嚇)に旬奴をかびきよせて,旬奴討伐のきっかけ

をつくった｡それが,みなこの大同朔麻の土地である｡
Sui-yiian

淡代では懐来,皇化は上谷部であり,蔚髄は代郡であり,大川朔願は雁PL硝下であり,綴速盆地に

1 John Loss王ng Buck, Land UCl'Zt.B･aillon z'71 Ch'タZa, Shanghai 1937, p･ 3, 7, 8･

B ZI:上波夫,水野清一『内諾苗長城地帯』 (東方考古拳諜frl,乙種第1 1]uL)京都1935年,p･ 36-40･

T..IJ*バ_､1=■...i..-pL.,/　[.】.I..1,旨訂.jLih



栗岡石鑓第-洞-第円洞

第一闘(Fig.1)長　城　地　帯

雪中,定嚢,五原,朔方の蒲郡がおかれた｡しかし,いったん中原国家の勢力がおとろ-ると,雁門以
Sュra-mtlren

北の諸都はたちまち放棄され,北族の昧欄にゆだねられた｡そのころ,シラムレ./の上流から蒙古
Ihien-peL

高原にでた鮮卑族は,鞍遮盆地にでゝ西紀312年,代国をたて,長城地帯を制塵して398年大我の

国教をとな-たo　さうして,その国都を平城,いまの大rTllにさだめたのである0

2

大同の府城は大rrl']盆地のまんなかにある｡北京から鉄蹄383km,南口から居庸閲の谷をのぼ
Marmorva

りつめで陸水の盆地にでる｡さらに蒙古の高原にでるには張家日からマンノルヴァの坂をのぼら
Yang-ho

なければならか,0線岸糾j:張家rlから外長城を右にみつゝ,洋河をさかのぼり,天成,陽高を-て,
Yii-71()                                Fnng･shan

丘陵地帝をこえると玉河の太い.Jl盆地にでる.大IH-]から磯路は北折し,方山の溶岩露地にそうてす

ゝみ,長城線をのりこえて豊銭,平地泉にいたると,このあたりは,もはや蒙古的風貌を鼻してゐ
Ta･chLing-sllan

る｡しかし,さらに[)hL折して緩速盆地におりると,北に大青山すなはち陰山山脈が辿互して,蒙音

の高原はそのうらにかくされてしまふ｡つまり!,T:包線は蒙音高原の放逸にできた摺rHj山脈のうち

をはしってゐるわけで,これがまた,さきにいふ長城地帯にはかならない｡
Tertlary PalaeoZ0lC Era Mes',ZOIC Era

蒙古高原は節三紀に噴附した玄武岩溶岩の基地であるが,挽逆の山々は古村七,中生代にわ
11nleStOr[e  Sandstone

たる石衣岩と砂岩の果続である｡この300mをこえる砂岩,頁岩は,その累暦qjに大同の名産たる

才1-淡の暦をいくつもふくみ,また,その最上暦にわれわれのいふ矧岡の石体を彫りつけてゐるので

ある｡
Wu･cl10tl-5han

玉河の盆地は,いたってせまい｡東西20km,南北30km,西に武州Lhの連立があり,北に玄武岩

の方山があり,東北から東方にかけてはrl登山以下のJT･.陵が起伏してゐる0　滴だけはやゝひらけ

て桑乾河の朔,%慮願の盆地につらなってゐるo Lかし,これも雁PLj闘,陽方[Iにいたって内長城線

の山々にぶつかるのである｡



序章　雲岡石窟序改

札昇　　　　　　天.i'

PekJn8　　　lLl erl,-Chln

勉と逗堅塁惹｣嘘搾

貸　古　曲IvR　顎aDn
Mongohan Plateau

I::.=二軍ここ二二二二二二二三二二軍二二三二二キ∵T-･十-i

qL愉
ku llun

触

第二問(Fig･2)庫倫天津間断面図

北京からくると,玉河をわたりをはって大同輝につく.騨をでると南に大同の府城がみえる｡

まづ北開外の町なみをすぎると廃城のやうな北開にはいる｡兵営になってゐる北開の道をつきぬ
P`iz)g･cll`eng･hslen

けると北門になるo騨うらから,このあたりまでは漢の平城願であり,北貌の平城皇城であったら
Yu-ho

しく,瓦片の豊富な包含暦があり,大きな礎石列があるo東関外-でると玉河である.玉河の名は
YiI-ho

そのむかし北貌皇都の御河から梅じた名解かとおもはれるo　このやゝ北に河永を銀塵する繊牛の
ma･yen-SSEL S】1aZ)-htlA-55可

像がある｡いま城門には鐘楼があり,鼓捗があり,上下の撃戯寺があり,南寺とよぶ蓄化寺がある.

南関から南郊にでると一望の平原であるo　西関はあれはてゝなにもないo　たゞ目に入るものは,

こはれきった大楼門の夕日に映えるすがたぽかりである｡これをでると西山のしたまで黄色っぽい

原野である｡坦々たる大道が畑のなかをはしってゐる｡路傍に小きい磨噺がある｡谷の入口には
Hsiao-cllan

小姑の部落がある｡これから黄土のあひだを,武州川にそうてさかのぼるのであるが,水量はかな

りある｡両でもふるとたちまち濁流が岩に赦してすさまじいo　途中観音闇があり,大同の九龍塵

にならった五彩陶製の三龍塵がある｡すこしすゝむと右手に大きな供の一字を彫りつけた岩があ
Fo-tZ,bJwaZI Cll`izlg-(`払y80

るo　よって,このあたりを俳宇摩といふoそれから石衣をやく青磁客になるoそのうち道は河原を

にでゝ,はるかに古寺の黄線の蛍が級林のう-にかゞやくのをみる｡これが名におふ石俳古寺,こ
Yiin-ka喝･Ch血

の部落が要岡銭である｡(Fig･ 4)

雲岡銭の部落はいたって小さいo約百戸ぽかり｡のみならず,いたって貧弱であるo　土豪劣解

といふほどのものは一人も夜い｡みな,その日ぐらしの農民である.かれらの農場は永の手のわ

第三国(Fig.3)春葬地背悶

るい左右の丘のう-にあるo　まっ

たく日蝕の降雨にまつだけの原始

農業である｡東,秦,夜番の一毛

作,小変はつくらぬし,高梁すらつ
SllaZl･yaO

くれないo　わづかに馬鈴薯(山南)

が,なにかのま-作になってゐる

のと,けしの栽培が井戸のまはり

托すこしあるばかり｡河東の作と

は大ちがひだと土民はこぼしてゐ

る｡おなじ長城地帯でも,重河の

濯流する盆地とこの山間部とで



雲岡石窟第一一洞一第円洞

揺,また作がらのう-にかなりの相違があるのであらう｡これでは土地だけでも,ひろければまだ

しもだが,かならずしも,それも充分ではか､らしい｡それにいくぼくかの寺領すら,村民の土地

所有をせばめてゐる.それでも1937年以前は,大同にでる柄場として.e汀宿の二三もあり,局,醍'

牛車の錯綜するのがみられたが,近年はそれすらなくなって,いまではたゞ長途汽車(パス)のちょ

っとした休窓地たるばかりである｡

寺の方も,これに鷹じてさびれてゐる｡大同からの遊客もなく,近村からの参詣人もない｡攻

にまみれた併殿,調度もなにもなくなった客殿,わづかに厨ESLの一部が外束者の宿泊に供されるの

みであったo住職は一人,小僧が一人,毎日,茅用のなかの観雷さまに碓井し,大併殿に焼香,燃燈す

るだけのおっとめである｡

この黄土の蛮地を開析してながれる武州川の谷を,さかのぼってゆくと奥甘屯となり, ｢l廟と
TsDIYiin Yu-yii Shh-hu･KLou

なり,つひに左雲餅になる｡さらに分永嶺をこえると右玉解になり,北の殺虎口から長城をでると
Slleng-lo

綬速の盆地になる｡そこに和林願がありイモ闘時代の都たる感肇の造贋があるo　つまり和林願の
Ch托O-Chum-mu

土城子であるo　さらに,その北,緩速との中間に,いはゆる昭升慕,賓は北蝕の金陵があるo　太租以

下廠文帝まで代々の天子は,みな雲rflの金陵に葬ってゐる.常時の記鉄に雪中の金陵とも,先嚢の

金陵ともし､ほれてゐるのは,けだし,その地が雲FPと定嚢の交界にあったためであらうo

左要右玉の願は,もとより沈代の謝rElqである｡けれども,この杜淀はふろくから利用されたも
I.1aO          T`】en-tso-I i                                       Cll`Ltlg

のであらう｡遼の最後の天子,天純帝も大rT紬lら州こ遁走するのに,この道をとほって変り,浦朝の
K(ang-hsl-t 1　　　　　　　　　　　　　　　　01rat Galdan

康烈帝も,その三十五年(1696)エルサトのガルダン(厄魯特薦爾丹)親和の聯途,この道をとってゐ

る｡康駄僻は,このときお供寺に-犯し,非厳法仰の屈'細をたまはったが,その顔は,いまもなほ第

五洞ま-にのこってゐる｡

3

武州川の名は,おそらく武州塞からでたものであらう｡武周川ともかくが,これはiF.しくな
T`an Ya° Web-cl1`gJ=g-tL

い｡和平初年(460)抄門練兵暇が文成僻に請うて,五大方1'俳をおさめた五大石窟をつくらうとしたと

き,つまり雲岡石窟の創始にあたり,武州基の地といふことがみえてゐる｡武州基の名は『貌苫』

が初見でない.すでに『史記』旬奴僻に,馬巳をおかきうとして旬奴十常駐が武州基にはいったこ

とがみえてゐる｡けだし,淡代以氷,重要な遊基であったらう,北魂の皇帝は,しばしばこゝに両

ごひをしてゐる.あるひは造寺以前に,すでになんらかの整地とみなされてゐたのかも知れない｡

いま武州基の位置を,かりに望岡石窟のあたりにあてゝゐるが,はたしてそれほど限定された
LiTao-yuan 1 J ShuL･Chlng･Cllu

ものかどうかあきらかでない｡北魂の瀞道元(4691527)紘,その著『永終結』に桑乾河のことを

1森鹿三｢脚泣ノ亡｣ (脚平定研究,節6雀2舵)京都1941年干rJ,p･ 52
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序章　雲岡石窟序詮

霞　淵　墓　匡　Y　　(寸B!LtI)露見練



望岡石綿第一洞一箱四洞

LeトSll n 1 Yu-nH10　　　　　Ju-t､un-sll1- 1　　　　　　　　　　　Y ang-sllu I ( lhen-ho

潔水といひ,玉河,釈批河のことを如伴水といひ,それにはいる羊水(鍍河)の源を｢平城版｣の西兆
Wu-chou-clヽ`uこtり-Shll L

外,武州盤に出づといってゐるoまた今日の武州Jll,つまり武州川水は武州版の西剛-17に出で･

北流して解放城の1叫を-て刺ヒするとある.さうすると武州川の上流,いまの左Ji;あたりに決の

武州妹があり,羊水上流に武州塞があり,また望岡銭に武州塞があったといふことになるoつまり,

武州願,あるひは武州基とは,いまの左If=願あたりをひろくさしたものゝやうであるo『水挺注』浸
wu-cho一t-SaトShu1

水の保には,かま桑乾水にそゝぐ武州塞水といふものをあげてゐるo　これは左Ji言方田より束南流
Sltarl-yln

して山陰あたりで,桑乾河に合する水流とみられるo(Fig･ 5)
ll:uar･g-shllL

『水鰹注』によると武州川水は武州鯨の西南山下からでゝ束北流し,右に苅水をうけて東流し,
l ltlO-SllTm Il.sL_hsl-Sllu L l工u0-sham

また火山西汲水と合流する｡火山西洪水は源を火山に蓉するが,そこには火井,沿井,風穴がある
Ma-rh l-1 1ang                              1)

といふoこれはし､ま馬青果における水煮束の噴伽也をさすのであらう.武州川水はさらに束絹流

する｡さうして束略して整版の繭をとほるといふoさてこの塞厳とは雲間石窟のことであるが･

その叙述はつぎのどとくである｡
まことのすがナニまIL

ォ11を懲り,山をひらき,厳によりて結構する｡炭容は宜牡にして,世法に希なるところ｡山

党あり,水殿あり,鯉のうちに寺が胡のぞむo林は鈍のごとく,淵は鏡のどとく,目をみはるほ

どの新しい眺望である｡

とoすなはち石窟のそとに山堂水殿がたちならび,練林淵地の鮎綴したさまがうかゞはれるoの

みならず,これを澄する道鏡も,丘の上下に発見されてゐる.

武州川はさらに束而して山をでる. 『水経注』は,こゝで『魂土地記』をひいて･平城の西三十

輿,武州塞口だといってゐる｡塞口では,ながれをわかって疏水をつくり,これを束にみちびいて西

苑内の諸園地をめぐらすといふが,いまはたゞ先客たる粟,黍の畑である.北鈍のむかしをしのぶ
JIuo_stlan･SltuL

ベくもない｡武州川は枚をわかちながら本流は束南にながれ,こゝで火山水をうける｡火山水は
1 1110-Shall-tur)ど-hsL Stllh-1日10

さきの火山束渓にでゝ東北流し,山をでゝ武州川にそゝぐ｡いまの十里河である｡ 『水経注』は,こ

のところで山に石炭あり,火熟は椎友におなじといってゐる.つまり大同炭の記述である｡した
K'ou･c】1Luan-chen

がって,まさしくいま大同炭鉱のある口泉銭の谷あひこそ,この火山束襖にほかならない｡大同泉

の歴史も,またふるいといはなければならない.かくて武州川水は平城の南を火流して如揮水に
F.1n,CltLh

はいるo　如揮永は,さらに班氏鯨故城の東を-て束商流し,淡水像乾河)にはいるo
IJCL-lLoll-S】tan

淡水は果軌LLJにでるといふ｡内長城線の山である｡東北流して山をいで,陰館故城の西をと

ほる｡これはいま雁門閥戯武銭の北にある土城子である｡こゝを桜蚊の郷といふのは,もとこゝに

北妖の-分派たる桜煩の戒がゐたといふわけであらう.操水は東北流して左に桑乾水をうけるo

桑乾水は桑乾泉にでる.桑乾鬼は,いま紳頭銭の泉である.水は盟富で清例である｡ I-LH'-Lf扮陽廉

1 El比野丈夫｢州rl日日の火非をたづねて｣ (東方-BJ-報,京都H,rll ulrHJr1分);r;11都1940占師l･p･138･
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第三Lt凶(mg･6)北魂大同附近闘



雲岡石窟第-洞一第四洞

Mall-Ch(ilan･shul

燕京山の天地の永をうけるといふ｡凍永はさらに東南流して,右に馬邑川水をうけるo馬邑川水
Mod:hluan

は粘邑願の南を東流して桑乾水にはいるo拓也の故地はいま朔願西門外にあるo　梅邑川は磨川と

もいふが,胡語の音靴だと静道元はいってゐる.それほど,この他は北族の言語が影響力をもって

いたわけである｡

凍水はさらに東南流(東北流)して乱流し,池沼をつくるo　そこ-左から武州塞水をうけ,右か
I tsla-yu-51-an-shul 1 luatlg･ha-tut Pni･lang一一ul Huang-hⅥa-tut

ら夏絹山永をいれるo　その左に黄瓜堆,仁傾唯の砂丘が発達し,いまもなほ黄花唯の名でよばれ
K110_hsLen Kuo-ch`払n-saul liun-ho

てゐるo　さらに嘩願の南よりでゝくる峠川水,つまり今日の揮河に合する0　時川永は恒山の北に
FELn･Cbih                              Ylng･hslen

でゝ西流し,山口をでゝ北折し,繁時の東をすぎて凍火に入る,繁時政城は,いま鷹騎東方の東張寒

にある.

4

さらに『永経注』によって常時の国都平城のさまを,すこしうかゞはうo　平城はもとより,操
T`1en-hsl喝

の雁門郡のうちの-噺であるo　これが関都になったのは犬輿元年(398)親の建国による｡ときに鮮
T`o･pa Kuel   TaoIW1トt1

卑の托欧珪(太租迫武帝)は山西,河北を平定して天下一一統の志をたて,こゝに国都を平城にいとな
1)

んだのである.もともと遊牧出身のかれらが都城をもたうというのは,たい-んな奨化であるo

これから太和十八年(494)洛陽速都にいたるまで約百年間,その前半は主として各地の佳民をこゝ

にうつして大同,朔廉の盆地を充資した｡さうして後半にはやうやく建設もすゝみ,国都としてか

なりの充賓をみることになったo 『水鮭注』に記すところはその最盛時の状況である｡

現在の大同輝から北開にかけたあたりは平城の中心であった｡技の平城麻,北魂の盈城は,こ

のあたりにあったらしいo　瓦の包含厨も多いし,礎石列の登免もある｡この皇城には乾元,中IS^IyL,

端rlj,東西二按門,雲散紳虎,中華の諸門がひらかれ,哲魂にならった太櫨殿糾j心に,いくたの宮

殿がいとなまれた｡皇城は西都からはいった支流と東都からの本流とにかこ朗し,中央端llliのまへ
上Iunng-chlu-Ssヨ

の御蹄,つまり中央大街にはその左右にそうて水流があった｡御路の束に山桜(鼓桜)があり,皇男尊
Yung-nlng15Stl

の五級搾固,永寧寺の七級滑舶ミそびえてゐた｡東都からはいった本流はまっすぐ南下し,その東

に道教の大道壇廟があり,西に三好石浮層があり,東部外に紙垣合があった.南郊には明覚,籍田,

薬園があり,西邦には西苑があり,苑内には永をひいて洛陽宵以LFの縫物があったo　北邦には頗大

別ヒ苑があった｡苑内には池沼相ならぴ,如揮水の支流がこれをつらねてゐた｡こゝに虎をやしな
Nug-hslen-板ung

ふ虎図があり,戯文帝の引返した寧免官があった｡さらに北苑西山中には鹿野死体樹があったとい

ふ｡それは寧先宮の西十里(約6km)'にあり,巌房樺宝,そのなかに蹄倍がゐたといふ｡しかし,い
Al)

まそのあとは知りがたい｡

1 『親告』怨一〇五,天象志には天賜二年(405)都城を修終してはじめて邑店の制度ありといってゐる｡

2 『貌浮』堪六,期組紀に早輿四年(470)十二月甲辰,鹿野苑ポ解寺に車したといふのはこれであらうか0

8



序章　賀岡石窟序設

T(aL･Wu-tl

東郊は世親太武帝のときに大挙をつくったが,歴々とした講武の場所であり,田瓶の地であ

った｡やゝ北によった自登山には太租廟(自覚廟)があったo　さらに北にゆくと平城のま北にあたる

玄武岩基地,方山には孝文帝の租母,文明太后の山陵がいとなまれた｡いまも大同の町から北をの

ぞむと,その中頂の方山のいたゞきに土鰻頭のあることがみとめられる｡それは太后の山陵であ

るが,そのやゝ東北に小さい孝文帝の諒陵がつゝましくきづかれてゐるo　孝文僻は,のち洛陽遵都

のため,こゝに遺骸をおさめなかったが,太后の陵側につくった小さい轟陵に,その孝心のほどがう

かゞはれる｡二陵の南には文石でくんだ永固堂があり,正岡の四柱は洛rEBL八風谷の鬼石でつくった

といふ｡四方には二つの石鉄のう-にたつ青石の犀風をおき,忠孝貞順の盗像を彫ったといふが,
1)

そのさまは,いまったはる北魂の税別蓋像によってほゞ察することができよう｡廟前に碑あり,碑

散があったといふ｡いまも方山のう-には文石の散乱するものがあり,免鉄のよこたはるものが

ある.青石とは音衣色の砂岩であったとおもふo　いまは玄武岩の岩MLをあらはした墓地で,木一
T`1etI_T`an

本ないが,昔時は左右に柏をつられ丑もなほくらしとい-ば,北京天塩の列樹がおもひだされる｡

さらに南に思遺作国があり,新堂があり,南門に二石閥が封略してゐたといふ｡思遺作固,その他

は一段したの蛮地にある造蹟がそれらしい｡これにおりるためには,かたい玄武岩の接を切って
Liz]g-ch`iian-ktlng

大きな御路をヂグザグにつくってゐるo　こゝからした盗泉宮をのぞむと,吸着として鏡をみるが

どとしだといふo　その盗泉宮は如揮水の乱流によって,山下にできた永郷である｡ながれが縦横
Pai･y丘.ng･Ch`触n

にあり,これをひいて池があり,東西官歩(約150m),南北二百-15-(約300m),もと白楊泉といひ,自

楊樹が多かったといふが,いまもそのおもかげはのこってゐる｡ 『水匪注』には南は啓京(平城のこ
Fiulg-lug Fang-hu

と)に両し,北は方嶺を背にし,左右は山原なり,亭観は刺繍のどとく峠し,方湖に三山が倒映する

といってゐる｡

5

北魂が山西省の北部,大同の地に国都平城をいとなんだのは,もとより北方遊牧の出身であっ

たためである.大同の地は,なんといっても天下の中心とはい-ないo　それに作物もゆたかで夜
Y血

いoそれで,しばしば遷都の議がもちあがってゐるoさうして,その移略さきは,いつも河北の都で

あった｡孝文帝の洛陽遷都も,はじめから洛陽ときまってゐたわけではないo孝文帝は平城をで1,

最初に灘をおとづれてその鹿塊の規模を槻察してゐる｡それから洛陽にむかひ,洛陽の背馳を検

分して,つひにこゝを都としたのである｡とにかく,この強引な蓮都をするまで,かれらが大同に
T5bl Hao

とゞまってゐたわけは,主として軍閥的の見地からであった.司徒鑑浩の建議によれば, -は河北

にうつれば図人すくなく数州の地に満たず,かならず河北人の軽侮をかふであらうこと,二は図人

1奥村伊九良｢委細畠垂元氏墓誌の壷象｣(瓜茄,第1娩)京都1935屯　同｢戯金孝千体石棺の刻歪k:ついて｣(臥第5娩) 1939年

9



雲岡石窟等--洞一第円洞

Joan-juan

地をうつせば水土にならはず,疾疫死傷を生ずること,三はその虚に乗じ北方の覇々族が束競する
1】

かも知れないこと,さういふことであった｡それに大同の利鮎をかぞ-ると,山西,河北はその制

座下にあり,隣酉へのにらみもきく,そのう-黄河をさかのぼれば甘細との連絡もさして不便でな

いではないかといってゐる｡かういふわけで,ともかく約百年間は,天下を二分した北朝の国都と

して平城の都がつゞいたのである｡

ところがそれでも,いよいよ孝文帝の洛陽遜都がきまって,この他はまた長城にちかい追随の

地となってしまった｡障唐間には,たゞ恒安の蛮厳守として知られてゐた｡唐木五代になって,いく

らか北族が隆盛になり,遼金時代にはいると,また大同が西京とよばれることになって,この地方の

建設も晴渡になり,雲岡の復興もおこなほれたoけれども,それもながい歴史からみれば･ほんの一

時的で,明以後はまた過土の-併寺となりをはった｡したがって,この他の主たる土木事業も'併寺

の修終よりは,北秋防衛の長城修治にうつったことも,またやむをえぬといふべきであらう｡

1 『貌諜』懇三五,裾清伸o

10



雲　岡　石　窟

要閉鎖は大同の西三十盟(15km)にある｡いま山西省大関鯨に属してゐるが,民図二年(1913)

までは左雪駄に属してゐたo現在の石俳古寺は貧窮であるが,北魂の石窟は武州川に回した北の崖
り

にならぴ,大窟二十一,中窟二十,小窟俳亀,数を知らずといふありさまで,北魂の偉業をほこってゐ

る｡丘のたかさは約30mであるoこれに切りこんで絶壁をつくり,そこに洞窟をはりこんでゐる｡

全長をい-ば3kmにもおよんでゐるが,主要なものは約1kmのあひだにあっまってゐるo　その間

二つの小さい谷があって,東方,中央,酉方の三群にわかれてゐる｡石窟の番数は東方からつけてあ

って,節-洞から第2朝岡までが束方群,箪五洞から箪十三洞までが中央群,箪十四洞以下第四十二洞

までが西方'群であるo(Fig･ 6)

東方群のうち,第一洞と第二洞とはどちらも塔柱をもち,一隻窟であるo　第三洞と第剛同も塔

柱をもつが,形態のう-では,すこしも塔のかたちをしてゐないので,われわれはこれを方柱と

よぶ｡第三洞と箪四洞とは方柱をもった未完成の石窟である｡そのうち第三洞は重岡最大の規模

をもってゐる｡

中央群は現在石併古寺のあるところであるo Lたがって,東端三洞のま-には併関がたってゐ

る.東端の第五洞は坐併洞,第六洞は塔柱洞で-封をなし,第七洞と第八洞とは列愈ばかりの-封

洞であり,第九洞,第十洞もま-に列柱をならべた-封洞である｡これにつぐ第十一洞は方柱があ

り,第十二洞は第九,第十洞に似て列柱があり,範十三洞は大きな菩薩交脚像があるo　いま第九か
Wtl-hun-ulng

ら第十三洞にいたる五洞を村民は五畢洞の名でよんでゐる｡魔十一,窮十三洞外壁には小さい併

癌が多く,そこには叶隣なうつくしい併菩薩の像があるので有名である0　第五洞の風葬にも中小

緒がならんでゐるが破損がひどく,いふべきほどのものはない.また第五洞の上菅から東にかけ

ても中小雷がいくつかならんでゐるが,これも破損がはなはだしい｡

西方群は,こはれた第十四洞からはじまり,薗俳洞とよばれる第十五洞につゞき,さらに第十
T(an Ya°

六洞から第二十洞にいたる鼻曜の五窟になるo　この五大窟は抄門続,畳曜の奏請によってひらかれ

た最初の石窟であって,そもそも雲岡石窟の畿端をなすものである｡大窟がならんでゐるのみな

らず,どの作もみな雄洋をきはめてゐる｡そのうち箪十九洞は最大で,坐供の本尊をもつが,なは

洞外左右に大きな脇洞をもってゐるo　つまり三洞一組の構成である｡あるひとは,これに別々の

猫立した春歌をあた-てゐるが,われわれは一括して節十九洞とよぶ｡したがって露天の大燐は

1第一洞から第二十洞にいたる二十猪に,第三十九洞をくは-た二十一の洞満である｡

rfJ
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掌　岡　石　窟

第八固(Fig.8)東方石窟群横断面略闘

第二十洞である｡これは前壁崩壊のため盤傍の全容が洞外に露呈したまでゞ,もとは他の石窟と

おなじやうに洞内にあったのである｡こゝの大俳は岩mLが白く,とくにうつくしいので,土民から
Pai-fo･yeh

は自俳館の名でしたしまれてゐるo

西方群は第二十一洞以下は中小の石窟ばかり,ついに西端の第四十二洞にいたるo　そのうち

第三十九洞tj:,まんなかに木造塔をまねた塔柱があり,西方塔洞ともよばれてゐるo　一般に策二十

一洞以下の諸窟は,その作ゆきがきゃしゃで,雲岡後期,つまり4･90年以後,北貌滅亡にいたる造建

をものがたってゐる｡
h-pan-ya°

武州川をすこしさかのぼった南岸,魯概容とよばれる突角にはなは二つの石窟がある｡さら
Wu-ku8n.t,un

に典官屯までさかのぼると,その北岸の岩壁に小窟の群集をみるが,その破損ははなはだしく'い

ふに足りないoまた逆に第一洞から東の方に川をくだると,北岸の岩塵に四,五の石窟をみるが'こ

こにも,とくに記すべきほどのものはない｡

いま石窟のそとに木造の楼閣をもってゐるものは第五,第六,第七洞にかぎられるが,第八洞

には近年まであったし,その他にも,みな,もとはあったものらしい｡その葦接に,遼代の瓦樽はい

たるところに豊富であるのみならず,第二十洞ま-の蟹掘からいふと,屋瓦の埋捜するものがいた

って多く,北親のむかしにも,洞外の全面に建造物を想定しなければならない｡それに西部の董上も

発掘したし,第三洞のう-も費掘したが,やはりこゝにも寺院のあったことがあきらかになったD

さらに東方の丘,西薬とよばれるところにも,北魂の礎石とともに瓦片の散布するものがあったCだ

から石窟以外にも,『水産注』にいふどとく山堂水殿たちならぴ,かなりの範囲におよんでゐたこと

があきらかである.いま,さびれはてた雲岡銭の丘にたって往時をしのべば,まことに感慨のふか

いものがある｡

Ⅰ3
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第一洞一第糊洞

東　方　石　窟　群

衆方石窟辞とは第一洞から窮即伺までをさす｡(Pl. 1,Fig. 7,8)そのうち,第一洞と第二洞とは隣

接してゐるが(Pl.3),第三洞はとほくはなれてゐて,その藷の西端にあるo(Pl･68)第四洞は第三洞の

附属である｡第-潤,第二洞は塔柱を中心にした,中くらゐの塔廟窟である｡第三洞は未完成の大桐

で,主宝は中心の方柱もしあがらず,荒壁のまゝであるが,洞外左右の雨塔,中央の上宝は一腰完成

をみたものである｡現在は,未完成の方柱の一部に,のちの時代につくった大三尊像が泰然としてお

さまってゐるo箪四洞も未完成｡しかし,これもせんなかに方柱があり,方柱四両の食傷は,み別ヒ

魂の製作である｡なは第剛河西わきに三回三癌の小窟があるoこれをいま第四A洞とよぶo(Pl･102)

このほか第二洞と第三洞とのあひだに,碧霞洞と彫った未完成窟,第二B洞(PIv65A),その東に

これに似た,もうひとつの未完成窟,第二A洞(Pl.65B)とがある.それから,これを寛方群にふくめ

てよいかどうかわからぬが,節-洞の東,小さい谷をこえた河岸の崖にまた三,四小窟のむれがあ

ち.たゞし,なにもみるべきものはか､o(Pl.2A)

弟一章　　鱒　-　洞

〔外景〕第-洞は第二洞と隣接し,ともに塔柱をもった塔廟窟である｡大きさも似てをり,壁

両構成も一致するから-封窟であらうo　たゞ第七洞と第八洞,第九洞と第十洞にみるほど,その一

致,照鷹が厳格で患い｡ことに平面配置は,かなりいびつである｡(F三g.9)

第一,第二洞のまはりには若干の石窟,僻癌があったらしいが,それはPl.3Aにみるとはり水

餅なすがたであるo　たゞ,この東端に｢左雲交界｣の文字が彫ってあるのは注意するに足る.いま大

同糠に屈してゐるこの雲間銭も,民国三年(1914)までは左誓願に包括されてゐたのである｡(Pl.2B)

外壁は摩滅してゐるので,さっぱりわからない｡たゞ近代超人の題記が二三彫ってあるのをみ

ら.これは第二洞内部や,すぐその酉に活例な泉があったゝめであらうo　鉄門のう-には,わりに

小さい明窓がひらかれてゐる｡なかにはいると隔約18.50m,奥行約10.00mの石窟で,たゞまんな

王5



雲岡石窟第-洞一第四洞

かに方約4.80mの大きな基壇をもった塔柱がたってゐるo (Pl.4-8,Plan 7)

〔南壁〕南塵の幅約6.50m,高さ約5.40m,そのまんなかに鉄門がある0　枚門のわきが中層で

あるo　これが併寵をきざんだ主な壁面である｡そのしたに膜壁があり,う-に天井につゞく上層

があるo　上層のまんなかに,此故的小さい明窓があいてゐるが,橡かぎりもなし,東西側壁の浮彫

も孜いo　たゞのアァチになってゐたらしいo (Pl.9,10,Plan.1ⅠⅠ)

扶門は尖扶額,扶端に小さい虎形がある0　枚顔には坐僻を中心に,左右四人づゝ胡匪合掌の供

養者を彫る.鉄門は,その側壁から天井にかけて,交龍の意匠がある.それは第十二洞鉄門に似て

ゐる｡(Pl. ll, Plan. ⅠⅠ)

5　　　　　0　　　　　　5　　　　　10m

第九闘(Fig.9)罪-洞,雰二洞甲南略阿

vimahkiがi                 Mallju色ri

東癌は推摩■(Fig.10)を中心にし,それに文殊(Fig･11)を配した屋形轟,西轟は俳を中心にし,

バラモン(Fig.12)を配した屋形愈oいづれも説話的にやゝ自由なポゥズであらはされてゐるo　前

者は『練磨詰所説経』 (大正大森鮭,第十四金)の造形化であるが,第七洞南塵東西愈の形式と異り,

第六洞南塵のそれにちかいo　たゞ練磨と文殊とを-愈内にまとめ,練磨を主像としたのは異例で
畠引lPutra

あるo西方愈の主題は不明であるが, 『維摩詰所説経』併国品第-に程迦俳を中心にしてシ7 I)プ

トラ(舎利弗)と螺啓発王との問答が,この土の静不浄についてとりかはされてゐるから,たぶん,
白岩kyamtmi

その煉撃先王と輝迦牟尼俳であらうとおもはれるo (Pl. 14,15)

膜壁との境には,牛パルメット並列文があったことがわかるだけで,豚塵自身は摩滅してなに

もみえない｡

上層は,まづ蓮碑文背があるo第七,第八洞ほど雄大ではないが,とゝのってゐる｡このう-に

エ6
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C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第-章　第--潤

り

坐俳の列像があり,貿帳があり,天井に接して楽天の列轟があることは第六洞に一致するo坐俳は

みな合手,柿走のすがたである｡衣に二樺があり交互におく. -はシムメT･ 1)ックの姐肩,他は衣

端で右柄と右腕とをすっぽりつゝんだ形式である.後者は,その衣のはしを,もう一度手くびにま

き,あまった衣端をま-にたれてゐる｡また内衣が胸ま-からみえてゐる｡砕身光のあひだに蓮上
aupap言d.1kn

合掌の化生がつきでてゐる｡究帖はひだをとった,たれ井と三角垂飾よりなる｡三角垂姉のさきは
ゴ)

珠をつらねた紐にまるいものをぶらさげてゐるが,鈴でなく,ふさ(流蘇)であるらしいoつぎは柴

犬の愈列であるo　そのしたに幅約0.18mの無文の一帯があり,愈中の楽天の膝からしたをかくし

てゐる｡これはパルコニイの欄楯にあたるものである｡(Pl.12,13)事LJFt'-,第九第十洞の前菜では,

第十四国(Fig･14)第一洞地形断面略闘

これにあたるところに溺字くづしの欄相が,みごとにあらはされてゐる｡(本市,第六巷, Fig.13,

P】.8,9)

〔束塵〕東壁の桁約9.40m,市さ約5.60m,壁面の柑序は南壁とおなじである｡ ｢Fl骨には'Eq

個の仰寵があり,棚状鹿と尖挟愈とを交二ねこにおく｡すっかりいたんでゐるが,第一愈坐帆第二禽二

俳並坐,第三愈交脚蓄蔵,卿q愈坐俳といふことだけはわかる.翁のあひだに本逃塔にかたどった

暦塔が,わづかに尖城部をのこしてゐる｡その形制が約六洞周壁の塔に似てゐるのみならず,塔柱

の役割が,その露の構造からすっかり迎離してしまったところも一致する｡(Pl.16,17'Plan･ lV)

1_『法華柑』 (大il:_大か鮎泉至,畝九各) ｢信仰晶｣那q (p･ 16)に,ある長者の起居をのべて｢師子の休に距し賀JLもて足をうけ･もろ

もろの婆鮒一つ,剃利,Jt士みな恭敬し潤続せり｡戯珠理路の慣干満なるをもって,その身を荘践し,吏民憧伏=T=に白桃をとって左

か⊂侍JJlせり｡忠はふに鮒ほもってし,もろもろの-,'l-cI･席をたれ,香水を地にそゝぎ,衆の名1-Ill:-を散じ,安物を,雑列して州勺取興す

といふ｡

｢見･E塔品｣芽汁-(p.33)に東方の諸俳を赦し｢あまねく讃岐をはりて光飼う-k:か1れり｣,また俳が姿婆liE:PLの3日;巌をして

｢賓をもって交落せる晩その上をあほひ　｣とレ､ふ｡かういぶ兜帳,頚幌が,まさにこのやうなものかとおもふD　また『淡紫抑止

中には櫓蓋といふととばも,しばしばみえ,かういふものを推察させる｡

2 ｢郵･帽｣(離渓柵食掛ql.所収)に｢石虎の御休は,俳方三文あり,各月熱錦をほどこす,沈蘇の,11帳は四角に純金の馳頭を安じ･

五色の流蘇をふくましめる｣といふ｡
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雲間石窟第一洞一第四洞

上層はまったくひどい破損で,楽天の列癌は油滅してゐるoたゞ生傷列像のあひだの化生に,

二三理路を輪のやうにさげでゐるのがみられるo(P1.18)

腰魔は北端がもっともよくのこり,その中厨とのあひだを割する店草文辞も,そのしたの物語

の浮彫帝も,最下の在俗供養者列像もみとめられる｡この配置は,その形式とともに第六洞膜壁と
Sy≡m‡1

よく似てゐる｡搾彫の物語は第九洞前窒北壁(本書,第六巷, Fig.15,Pl.19-26)にもあるシャアマ

(映摩迦)本生である｡(Pl. 19, 20)

〔北壁〕北壁は幅約8.70m,高さ約5.70mで,南壁よりはるかにひくい｡壁面は一大楯扶愈

で占められ,それが三間にわかれてゐるo　左右の隅は暦柱,まんなかは柱なく,たゞあさく天人像

を正岡むきに彫ってゐるのみである.上野は左右壁から坐併列像その他が延長してきてゐるらし

いo　坐併列像は中央の楯状水平部にいたってをはるが,わりにひくい楯扶であるから,これよりう

-の楽天列癌は北壁いっぱいV=あったものかとおもはれる｡北壁大癌の基壇はうまってゐるが'こ

れは側壁の供養者列像背と一致し,またその列像をもってゐるとおもはれるo(Pl.21, Plan･ ⅤⅠ)

中央愈内は高さ約3.00mの交脚菩薩像で,うづくまった獅子を左右にひか-,第六洞方柱東南

に四敵するほど堂々としてゐる｡光背も第六洞に似て復姓である.左右蓮上に直立する脇侍菩薩
1)

はわりにあさく彫ってある｡左右の府内には竿珊思惟の太子像を彫る｡すっかり破損してゐるけ

れども,竹か膝でできたとおもはれるJLに坐し,牛パルメット線かぎりの貿珠形光背をおうてゐるo

左右にあさい脇侍立像を彫ることも本尊におなじである｡

楯扶鶴の梅内には,それぞれ嘩妙な飛天をかさめること例のどとくであるが,そのしたの張某

がみえないoちゃうど,張幕のひきしぼった弧状にかたどるごとく,轡曲した飛天が彫ってあるo第

六洞北壁大寵に似ながらも,その意匠は構造的意樹が稀薄になってゐるo(Pl122, 23)

〔西壁〕両壁の幅約9.30m,高さ約5.60m,その構成は東壁にまったくかなじである.たゞ腰

壁の摩滅はよりはなはだしく,上層の保有はやゝよろしいo　南から楯披露と突放寵を交互におき,

坐俳,坐倦,椅坐像,交脚像といふ順序になってゐたらしい.南端だけは楯披露の右騰がや､ひろ

く,こゝに水瓶を手にしすらりとたった脇侍嘗蘭が彫ってある.(Fig.13)命のあひだには五暦の暦
2J

柱がある｡東壁の木造塔の形式とはちがって,長方形の岸根をいたゞいた特殊な形式である｡石窟

内では往々柱の役わりを果してゐるので,われわれは暦柱とよぶが,塔廟の意味をもってゐること

はあきらかである｡第二洞西壁の静柱(Pl.52)には頂上に覆鉢形がある｡各層の塔身には一二鰹づ
弓けl*1j:

ゝの坐供をおさめ,局板には三角垂飾を彫ってゐるo l臥ヒの,化生をなかにした斬Eはやゝ萎縮し

てゐるC(Pl. 24-30, Plan. V)

′〕

jlt,

〔塔柱〕石窟の中央部にある塔橡は大きな基境をもってゐる.基境は方約4･80m,塔柱の高さ

1本襟,'lm六怒,p･ 22.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

2鵡例は第七洞鉄門,重宝東西壁(本軌第四怨),郷八洞主査東西壁(本乱第五軌Plan X) ,第九糾前皇北壁,四壁(本fTS,第六

稔,Plan IV, ⅤⅠⅠ)にある｡

18
事

か

#



第-章　第-洞

は約5.60mある｡塔はこ椿になってゐるが,下修は瓦葦屋根,上唇は天蓋やうである.天丑のう-

は,いちおうくびれるが,ラ-にゆくほど須甜山のいたゞきはしだいにひろがって,天井につゞく｡

塔柱は,ら-の二鮎で第六洞の塔柱に一致するが,相逸鮎は,ほそく,小ぢんまりしてゐることゝ,

天立のう-に龍の盤据した須紺山である｡

下層は四面とも尖挟盛の坐俳,かどかどが摩滅してゐるのでよくわからないが,いづれも一食

像であるらしい｡上槍は四面とも楯状癌,三間に接配してゐる.南面は三尊坐僻,東西両は三尊交

脚菩薩像であり,北面は破損して不明である｡こゝに,めづらしいのは下修好組である｡これもか

なり大破してゐるが,東西南の三両にのこるところを綜合すると,中央に献面をもった平三つ斗,

その左右V=多昏柵の坐像からなる束があるoたゞ隅の三つ斗が,どうなってゐたか不明である｡ベ
A畠oka

ルシアの獣形柱頚飾がィ./ドにはいり,アショカ(阿育)王柱となったのは有名であるが,その後カ
Kヱr)i       l-

7ル7)イ石窟などにも敬頭の柱頚飾はさかんであった｡さういふところから,梅々としで,この三

つ斗に樽用されたものとおもはれるo雲岡ではこゝと第十二洞とにのみ,かうした欺形三つ斗が

みとめられる.左右にでた決は側固形の獅子がある.まんなかには正固形の獅子頭がある｡.iた

末のかはりなした多腎柵は,第一千をま-托し,第二手で桁をさゝ-てゐるo　高馨をもち若々しい
転vara               Mahegvara

容貌をし,すっかり雲岡ふうになった紳像である｡やはりイシュヴァラ伯在天)とれマへシ-ヴァ
Vl曽叩

ラ(大自在天)とれヴィシュヌ(葦粗大)とかいった天神であらうo

上膚東西両の交脚の菩薩は,もとより緬勘菩薩であらうが,東国右廟の脇侍が錫杖をもった僧

形であるのはめづらしい｡塔の天蓋は,上段に蓮華と三つ葉四出文の枢親があり,それから三角垂

飾がさがり,そのしたにひだをとった相島がたれさがってゐる. 『法華経』にいふ相克といふやうな

ものとおもふ.天去内の天井には,とゝのった蓮錬かざりがある｡(Pl.31-37)

〔天井〕天井は東西の幅が約5.30m,奥ゆきが約7.20mある.中心の塔柱のう-は山岳形に

なってゐるo ｢たこ｣のあた濠のやうな山峯が重塵としてかさなってゐるのは,やはり須藤山をかた

どったのであらう.須藤山をまもる龍が剛朗,らおこり,八頭の龍が縦横にからんでゐるのは,壮

観である｡鱗がみえ,力づよくふんばった,みじかしゝ脚がみえる｡そしてからんだ龍は,けっきよく

正面に頚をだしてむきあってゐるo　束面,西岡,北面はこはれてゐて,よくわからない｡南面だけ

に,からうじて,これだけのことがみとめられるのである｡この龍の胴はながく,いちおうインド
uニg･l

の龍であるが,四足の鱗虚であるqj陶古来の侍統もつよくたもたれてゐるo(Plan VII)

頚甜山はわりに整然として,天井の中心をほゞ正方形に占属してゐるo　この方形をめぐって,

おなじ方向にとぶ飛天の一列があるo　西がははおくにむかひ,北がはは東にむかひ,東がはは門口

1本弧第六懸,Fig.8劉R｡もとよりインド,ガンダァラ地方には多いが,アフガニスタンの例はドククル･イ･)オシルヴァン

(Dokhtar-トN6shirw豆n)の石瑞壁丑にもあらはされてゐる｡ A. et Y. Godard ct GI Ilackin, Lea anliqu抽bのddhiques de Bamiya-n

(Memoircs de la I)616gation Arch60logique Flanぢaise, Tome ll),Paris et Bl･uXlles 1928, Fig1 27･村田治郎｢阿育王桂の校式

的考察｣(俳敦盛術,筋九瀞)大阪1950年刊, p. 46175.
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雲岡石窟第-洞一第四洞

Pradaks紬a

にむかひ,南がはは酉にむかってとんでゐる.ちゃうど右焼あ法にかなってゐる.これで東,酉,北

の天井はをはるが,南がはは,まだ飴白がある.そこで,こゝに三つの大蓮華を彫ってゐるo二重の

蓮蹄で,ごくあさく彫られてゐて,線刻にちかいo　まんなかの花托にある子房がいちじるしく目だ

ってゐる｡(PIs. 38, 39)

第二葦　　弟　二　洞

〔外景〕第二洞の外貴には,緊りのこした西のそでが突出してゐて,二三の併寵がみえるo外

壁は崩壊しで陸鰭たるありさまであるが,酉年V:は膜壁に逆袋形供養者をのこしてゐるo　蓮雑文

帝のう-には胡験の供養者像がみえるo

明窓,扶門は箪-洞とおなじ構造であったらしい.いまは外壁東牛がこほれて,明窓も扶門も

ひとつになり,大きな洞口をひらいてゐる｡たゞ扶門西う-のすみが,すこしのこってゐるので,こ

の扶門天井に交龍の浮彫があったことがわかる｡(Pl.40,41)

〔両壁〕石窟は幅約8.20m,奥ゆき約10.20mの長方形で,中央に, W･の方約2･80m,高さ約5･60m

の塔柱のあることも第一洞におなじである｡南壁扶門の挟顔の一部が,わづかにみとめられる0

枚額いっぱいに彫った,優雅な坐俳の一群であるo　第一洞とちがひ,過去僻の列盤をつくぢたらし

い｡そのう-の合掌胡舵も,わづかに一二健がのこってゐる｡(Plan x)

東牛は全部破損してゐるが,のこった両壁酉年は,中層,上層,腰壁にわかたれること第一洞に

おなじである0　線飾としで,う-を蓮耕静,したを牛パルメッ7.並列文帯でかぎってゐるo　上層に

は生体列像熱賛帳背,楽天列愈帝をかさねるo　これらはすべて第一洞におなじである.それに細

部も,ほとんど同巧であって,こゝに再説する必要が覆いほどであるo　たゞ塵両の荒れかたは,こ

の第二洞の方がはるかにひどしへo

中層も,第一洞とおなじ尾形寵であるo　岸根のう-には鴎尾と,三角飾と正面および側同形の

鳥とがある｡第-洞には鳥形はなかった.軒飢みのなし､こと,帳幕を弧形にLぼりあげたことは,

第一洞束寵に一致する｡左右のほそし,角柱も第一洞にはない｡愈内の中心は冠のある菩薩形であ

る.右手をあげ,身健をなゝめにむけ,藤JLに手鞠の姿勢ですはってゐるo　この右脇に,合掌して

たつ小形の比丘像がゐるo　額面はうしなほれてゐるが,つよくま-のめりの姿勢で,煎接中心像に

はたらきかけてゐるやうすであるo　いまこれに封する南壁の東癌をうしなって,確賛なことはい
Ma五juBri

-ないが,やはり維煙と文殊封間の-轟とおもはれる｡したがって本尊は,もちろん文殊像,比丘は
畠言Iiputra

その鮭中にしばしばあらはれるシア7)プトラ(舎利弗)でなからうか｡あるひはこの洞の東癌に照
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第二章　第二洞

鷹するのでなく,第-洞の発癌に慮ずるものかも知れないo(Pl.42)

〔東壁〕東壁の幅約10.20m,高さ約5.40m,層序のわけかたは南壁に潜なじである｡しかし,

中j乱下層の風化は,入口ちかくなるほどはなはだしいo　中骨は第一洞のと摺り東壁に四愈あり,

楯扶癌,尖扶癌が交互になってゐる｡各寵の本尊は風化と破壊のため,いたましい状態であるが,南

から,それぞれ坐併(Fig･ 18),碕盤併(Fig･17),交脚像,坐俳であることが,からうじてわかる｡媚挟

額の梶には軽快な飛天をいれ,しぼった張慕のかはりに三角垂解をつけてゐる｡左右麻には,それ

ぞれ天兼のもとに,ほっそりした菩薩立像をおさめてゐる｡それが本尊とともに,折目のただしい

衣裳をつけ,第五,第六洞の俳像に似てするどく繊細であるo　たゞ第-免だけは,その南がはに飴

白ができたのか,菩薩像のそとに,腰衣をつけ,左手をあげた逆襲形の像を彫りくは-てゐる｡も

とより,有力な神ではなからうが,大力があってものをさゝ-,併法倍に奉仕する神格の一種にちが
Atlzmtes

ひない｡造形的にい-ば重量のあるものをさゝ-るアトラ./テスの愛形とい-よう｡(Plan xI)

第二,第四の突放歯は愈傍に比丘の小像でもあったらしい｡扶額のうちは樺定の燐を中心に,

N 謀ﾊ2�
r一一.一一ヽ′一一｢r一一ノー一｢ ��r鉅耳����蒔B�闔ｨ耳���ﾇ闔ｨ���������鵤�･一一一′-｢′一心ヽ 

⊥×⊥ ��ｸ�ｸ�ｲ�⊥×⊥ 
/｢r-ノ~-｢ノー＼ 艇�ｸ���ﾂﾘ���′-＼′~一~一一､r~~ヘ｢ 
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I-J､~~～　　　　〔　　　　′一一人..■.~.､
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′-　｢　　′~-⊥､~､　′~~-＼

⊥　⊥　⊥
?　　　?　　　　?

⊥　⊥　⊥
第十五樹(Fig.15)第二洞塔柱魯像配置闘''

左右から天人たちがひざまづき,砥誤し,合掌し,恭敬してゐる｡化俳といふべきであらうか｡挟

端には龍をおき,上身を反稗して化僻の方にむけてゐる｡央扶露でも,楯扶寵でも,挟額のわきの

空自に撃のある天人,あるひは遊資の天人をおさめてゐる｡ (PL43-46)

癌のあひだには,第六洞とおなじ木造形の塔がある｡第六洞におけるどとく,愈の構造とはも

はや関係がなく,猫斑してゐるo　どれも下層がきえてゐるが,五暦塔であるらしいQ　屋内は某のし

たが並坐の二僻,あるひは侍盤の一件,交脚の-菩薩といふふうになってゐるが,なかには尖洪露,

楯扶癌のところもある｡頂上は五成の露絡,その剛閑にでる承花,まんなかにある覆鉢,そのう-

の剃柱には七つの相輪,頂上に貿珠といふことになって,寅珠のもとから幅が左右にひるが-って

ゐる｡その鮎,よく法隆寺の木造塔などに一致し,昔時大同あたりにあった木造塔を穿馨させるo

腰壁は北壁ちかくにのこってゐて,押彫併侍国のあったことをしめすo　太子競射の場団であ

1挿絢にもち払た略符観は⊥坐像,H倍像,×交脚像,十年執政, l立像をあらはす｡
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要綱石窟第-洞一第四洞

るo上線の帝は牛パルメット並列文である｡したの供養者列像は,どこにものこってゐないが,そ

の存在は箪一一洞から推定してあやまりないであらう｡(PIA8B)

上潜は坐併列露,察帳瓢楽天列密がかさなってゐるo坐俳は通局形式と右肩右腕を衣端でつ

っんだ形式との二つが交互にならべられてゐるo相接胸する背面に立脚伊巻身光を線刺してゐる｡

最上部の楽天列寵は尖披露の並列であるo　そのなかVl膝からう-をあらはした楽天が,いろいろ

の楽界を奏し,またかどってゐるoそれに彩色がうつくしく華やかである｡色彩は'もとより,嘗初

のま､ではなからうが,朱と緑と黄土からなる色調は,だいたい,もとのおもむき変った-たもの

であらうC(Pl.47,48A,巻紙圃版)

〔北壁〕北壁は幅約8.20m,高さ約5.20m,なは,すそがすこしうまってゐるt･現状は惨憾たる

状態で,楯状額か,尖扶額かすらわかちがたい｡たゞ三間になり,中央に坐俳をかさめ,左右に牛鍋

思惟像をおさめた三食形式であったことだけはわかる｡その鮎は第--洞の交脚菩薩を中心とし,辛

鍋菩薩を左右に配したのと,たがひに旅臆してゐるとみるべきであらう｡いはゞ'こ､が現在悌粋

迦の尤協であり,第一洞が未来併軒勘菩薩の石窟であるo (Plan XIII)

本尊の汲状にした頚麓がわづかにのこって変り,火焔と飛天性かざられた光背が神秘的で,普

びしい飴鶴をとゞめてゐる｡.脇侍の欠如ヒ背とともに,第五洞,第六洞とのいちじるしい類似が想

起されるo(Pl.49-51)

〔西塵〕酉塵の幅約10.00m,高さ約5.40mである.この塵の風化はどこよりもひどいq尖扶

露を第-とし,楯挟鹿を第二とし,順序が東壁と逆になってゐる｡第-洞では東西塵とも楯払尖淡

の順にしてゐるから,けっきよく,この西塵だけが四塵のうちの例外になるわけであるo　南から二

悌並坐(Fig･16),交脚菩薩,盤傍,交脚菩薩といふゝうになってゐるo楯扶寵の挟鶴内は飛天,尖扶

蕗は生体供養者群をいれてゐる.ふしぎに東壁におなじであるが,楯状愈のしたゞけは'三角垂飾

にならず,しぼった張碁に覆って,第一洞東壁に一致するo左右脇侍のう-は天蓋なく,それだけ脇

侍が大きくあらはされてゐる｡ (Pl.52,P一an xlI)

寵形のあひだの塔がまた異例であるo　つまり瓦茸の屋根がなく,第七,第八洞以来の圏柱塔が

変化Lたものとおもはれる｡平屋根の部分がひくゝ,塔身が大きい.そして塔身に俳癌をつくって

ゐるため,よほどかはってみえる.しかし,けっきよくは犀柱塔である.頂上まんなかに大きな伏
-イ[り

鉢がある｡左右に小さく返化した東花もついてゐるo伏鉢のう-には平瀬harmikaがあり,その
tee

う-に相輪,賀殊をもった剃柱があるo

〔塔柱〕塔柱は石窟のまん夜かにある.大きさは箪-洞の塔柱ほどであるが'基壇がどうな

ってゐたかわからない｡まだ,したの方が,かなりうもれてゐる忙ちがひないが,第一洞ほど大き夜
t=
ll

基壇はなかったらしいo塔の高さ約5.60m,軒のまはり方約2･80m｡こゝは瓦聾屋根の三好塔で,ラ

へに天蓋があるo屋根や軒組みはかなり息賓にうつされ,軒うらの棒がいはゆる扇だるきになって
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第三華　第三洞

ゐる｡軒組みは卒三つ斗と叉首束で,これをうけて四隅に大帝とりの柱がある｡柱は上ぼそりで,

大斗があり,すそにも礎板がある｡いま柱のうちがはに溝があるのは勾欄をつけた1めとおもふ｡

それは,おそらく木造であったかとおもはれるが,木造が骨初からの施設であるかどうかは,たし

かめるすべがないQ親物の内部天井に,荘塘装飾のあることは,節-洞方柱におなじであるo

塔身は各層とも三間にわけ,尖挑藷,楯扶癌を,たがひち丞ひに配置し,整然として落ちついて

ゐる｡専像各種の配置は第十五固のどとく饗化をきはめてゐるが,南面に勤し,北面はよく封威し

てゐるし,西南もまたこれに.R.賀廃してゐるoたゞ,東面はすっかり坐俳でうめてあって,まったく照

臆しないのはふしぎであるo　このうち北岡第一暦の中轟は.降魔の癌であるらしく,扶額のかはり
Kazlt如ka

に1魔衆が愈をとりまいてゐる｡西南第二暦左右愈は,ともに白馬カ./タカ(牲捗)とわかれる争鎌

の太子像である0第一骨だけは,三癌のう-吃,夜は一列小さい楽天の歯を配置してゐる.それは

小さいけれども,周壁上暦の楽天列愈と同株である｡

三骨の軒の出は,ほとんど同様で,傾斜はゆるやかである｡そのう-に出る天蓋の出もおなじ

で,よくそろって美しい.おそらく最初四角な方柱をのこし,漸攻それに加工していったものであ

らうo　軌天蓋の出は,つまり最初にのこされたブロックをしめすものであらうo　天蓋は第一洞上

野とおなじく蓮華文をならべた拒軌があり,それからさがる三角垂飾があり,またひだをとった潜

島がある.天竜のしたはふかく撃りこんであるが,荒けづりのせゝである｡

こゝの天篭のう-ち,いったんふかくくびれ,さらにひろがって,天井につゞいてゐる｡山岳の

状,龍の盤脂など第一洞におなじである｡ (Pl.53-62,Plan xⅣ, XV)

〔天井〕天井もまた約-洞とおなじであるo東西の隔約6.00m,奥ゆき約7･80mo中央の塔

柱から,のぴあがってきた須細山は,天井のまんなかを方形に直ぎり,そのまはりをめぐって一列の

飛天が彫られてゐる.そして,のこった前方部の空nに,三つの大蓮華を彫ってゐる｡大蓮華の彫

りがあさく線刻にちかいことも,第-洞と同株である｡旋同する飛天は,なかなか肉つきのゆたか

な,おっとりした作ゆきである｡ (Pl.63,64,Plan XVT)

第三葦　　箱三洞

〔外景〕第三洞は未完成渚である｡しかし,その規模の贋大なことは要岡石窟第-である｡

北魂の着工であることは,洞外に完成をみた左右双塔,および上宝によってうたがふことはできな

い｡山をふかく切りこんで,たかしゝ垂直の外壁をつくってゐる｡その隔はさうたうひろく,約50･00m

におよび,その左右に袖状の岩塊を竪りのこしてゐるo　この外壁の上方に,長方形の釆孔が一列に
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第十九固a(Fig･19a)第三洞外形平面略固

第十九闘b(Fig･19b)第三洞洞内平面略固



第三章　第三洞

十二ならんでゐるoその孔は,いったん永,lSにかくにはいり,さらにかざの手に折れて垂紅になり,

丘のう-につきぬけてゐる｡その鮎,約五洞,節六洞外Ljの-Li方形の孔とおなじである.しかし,

これが,どういふ機能をはたしてゐたかは推定にくるしむ｡もし,これが挽想どはり梁の孔だと

すると,楽をロサブでひきあげるためなど,作業上の便宜.のためかとおもはれるo　この楽の孔のす

ぐうへに,樺をおさめたとおもはれる,′トさし､まるい孔が水/i;･にならんでゐる｡さらにそのう-に

そうて,永L,Tt'･にながく壁がくぼんでゐるo　こゝには棟があったものとおもふ.この棟は光岡が十一

あり,そのしたrl･欠に上宝が繁られてゐるo　けれども,その様の束端は,婁りのこした禾1'壁の袖に

おはひかぶきってゐる｡西端は,これよりやゝさがって,また樺の孔の並列がみとめられるo(Pl･68,

Fig･19a)

この垂直の壁のしたは,ながいテラスになってゐるoそしてテラスのまんなかに撃りのこした

渋塊があって,これに上宝を篭りこんでゐる｡さうして,その束内シムメト1)ックに双塔がたってゐ

る｡双塔は,どちらも,まったく北魂の制｡岩を婁りのこしてつくったものであるo　木造塔を摸し

た三相塔である.瓦/if.梶,軒組みをまれ坊身は三轟,もしくは-愈であるが,みな三関にわかれて

ゐるo TL･1上はこはれて,いまはなく,基地もよくわからないo　あるひは止向だけにしか其嘘を生っ

てゐなかったのかとおもふo(Pl.69-71)

上宝の内部については,のちにとくが,この双塔のあひだにあった上宝の外形が,どんなふう

であったかといふことは,まったくわからない｡いま後世の石づみが,前尚をおはひ,ま-にこっの

/ト窓をつくり,左右の側1宙にアァチの入口をつくってゐるo

テラスのしたは前宅になってゐるo　これにはいる入口は東t)Ll一二つあったが,束のカは朋壊はな
ホウグチ

はだしく,i-11在利JIほれてゐない｡西の入Hはアプチになってゐるが,方;I-.はれ立し,天井がやゝ琴

曲してゐるのみで,その接欄盟いせかどになってゐるo　そして,なんの装飾もなし､o　たゞ,入口の左

右,つまりテラスのしたの外堀に,また一列の樺孔があるo　やはり,こゝにも,いつかさしかけの摺

根があったものであらう｡(Pl.72)

〔前室〕人口をはいると,そこは約10.00mに6.00mあまりの前菜だが,廊下が束IP舶こほそくの

びて,南端がかざのJ:-にかくまってゐる｡東内金止約50.00mo(Fig･19b)束の人口をはいったとこ

ろ柾も,I-宝あったわけだが,こはれてゐるとともに,もともと木''lE成であったらしい｡全塵風化は

なはだしく,東平はまったく脇壊してゐるoもともと,壁補には,なにも彫ってゐなかったらしいoた

ゞpLIJの人【】のつきあたりに,また主当主にはし,る入L)がある.この人L7にも,なんの装飾もない.この

人｡のう-には明窓がある｡これと封脇の位Jr.lf.!,束の方にも明窓がある｡この二つの明恵は,前宝と

紘,なんの交渉もなく,テラスのう-に口をひらき,主宝と外界とをLF_1:接に通じてゐる｡東.何の明窓

はイ1-窟全能に対し棚榊の位IFFlにあるQけれども,西の入r日で臆ずる火の入[Iは,うがたれてゐない｡

〔主菜_〕主宅内部は近こすろまで,村民かだれかのすまひになってゐたらしく,石づみ土ぬりの
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しきり塵がある｡たゞし,いまは,それらも大部分が崩壊して,内部は乱雄をきはめてゐるo主室も

束西にながく,ながさ約42.50m,それが両端で折れてかくにはいり,コの字形のブランであるo　さ

らに,その東房北端では,西にむかって削慧岩壁をきりひらかうとしたあとがある.だから,はじめ

に企固されたのは,方柱を中心にもつ塔廟窟であるo Lかも,その方柱のはゞが東西にひろく,約

28.00m,奥ゆきは完成してゐ覆いのでわからないが,せまく,せいぜい8.00m以下といふところで

ある｡第四洞に似た長方形の方柱鰐であったのである｡ (Fig･ lワb )塵両の完成はみてゐないけれど

ち,天井のたかさは約13.00mあって,ほど計割のたかさには達しでゐるのであらうo　いま天井,そ

の他にのこる巌々たる石きりのあとは,この石窟を,きりひらいていった行熊をつぶさにしめして

ゐるo(Pl.87-901

北親のとき蔚エして,こゝまで工事のすゝんだとき,それが突然に中止された｡どんな坪内か

わからない｡けれども,未完成のまゝすてられたのであるo　そののち,おそらく遼代と推定するの

であるが,そのときになって,この方柱両帝の所端に大俳密が彫られたのであるo高さ約10:00m,

隔約7.80m｡それは倍数俳を中心にして,左右に菩薩克像変はべらした三尊俳であるo　いづれも,

ゆたかな,まるまるとした肉つきで,しかも極度に官能的であるo　要岡の解像の諸形式を,たぶん

にもってゐるとはい-,一見後代のものたることをしめすに足る作品である｡風化は,さうたうに

あるが,鼠77･足はひじゃうによくのこってゐてうつくしレ､｡

本尊の併描像は高さ約9.00m,シムメト1)ックの通屑であるo　うすい衣が,はちきれるやうに

むっくりした全身をおほうでゐるo　ひだはあさく,腕のう-では階段状になり,膝のしたでは逆階

段状になり,胸のあたりでは逆階段状になりながらも,そのふちがむっくりとあがってゐる.かうい

ふひだも,まったく北貌俳とちがふところである.茄子はあげ,左手はiTI.膝におき掌をみせてゐる.

脚もとはとけてゐるせゐもあってか,預の方がやゝ大きすぎる感じである.餌は大きく,大きな
LJミT.11うIヽ

肉繋がのってゐるが,朝盤はあらはしてゐない.固貌は大きく,つよいが,口もとにはたぶんに表棺
brr.ll

がある. JElはながく,みごとな弧をゑがき,rHこ大きな孔がある. ｢億は大きく,あさい.この大

体をつ､む光背は大きく,愈V,つばいにひろがってゐる.国光も傘身光も,外線は火･kFL,内野は飛

天,つぎは化俳の順になってゐる｡欠格も北貌の方式をとらないし,内院に配された飛気化俳も北

魂のものとはちがってあさく,輪廓の肉が円然にひくゝなって背地性きえこみ,しかもその境目の

線がくっきりと像をきはだゝせてゐるo　かくて,この本尊蓉身光のすそに,脇侍の賓珠光が接して

ゐる｡ (Pl. 73-78)

脇侍の貿珠光は欠場のふち,化俳の内取それに蓮華の中心があるo　このしたに肉濃のまるま

るした脇侍菩薩がたってゐる.その高さ約6.00m.爾脇侍とも右手を胸にあてゝ,蓬の背のやうな

ものをもってゐるo IJ.ミ手はしたにさげでゐるo　衣裳はlr裳と右前からかゝる天衣とであるo LF裳

紘,さきにいふ逆階段状のひだ,胸の天衣は,すこしもりあがったひだである｡胸はまるく,腹もま
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るく,手の甲が資にまるまるとしでゐるo　顔は左右によってすこしちがふ.右脇侍の方がやさし

く,とゝのってをり,左脇侍はやゝきつく,[=1鼻E]が大きい.いづれも華美な繋冠をつけ,その｢ま

-だて｣に右脇侍は花枝をもった水瓶があり,左脇侍は獅子頭がある.頭髪はつよく放健であらは

され,たかい哲をもち,うしろからたれた蒙は,束になって雨眉にかゝってゐる｡もし永瓶のある菩

薩を『観無量毒腰蔓』 (大正大赦鮭,第十二私p.344)にいふどとく,九完鎧露机とすれば,その相手
Avaloklte畠vara          Am1ほbha Buddlla

は観音菩薩であり,本尊は阿甜陀僻といふことになるo　ところが,どうしたことか,この親書たる

べき左脇侍の貿冠に化僻がない｡この鮎は､阿藤陀三尊と解#･するのに,ひとつの姓鮎となる｡ま
Maitrey;一Bqddha

た精唐時代では,俺盤俳は,ほとんどきまって甜敬俳である｡この鮎も,阿脚l吃俳とするには困難が

ある｡けれども,この石俳が遼代にできたといふことなみとめれば,後者はあまり決定的な難鮎と

ならない｡意た前者は,もとより,さほど決定的な雅鮎でもないから,おそらく阿猶陀俳をあらは

したものとして,さしつか-ないであらうo(Pl.79-86)

〔上宝〕テラスのう-にある,いはゞ上宝は,およそ5.10mに3.00mの長方形であるo　交脚菩

薩を北遅本尊にして,ほゞ完了をみた小窟であるo(Fig119a)しかし,これが猫立したものでなく,

第三洞の附属であること椎,その帆謹からして明白である｡第七洞北壁のやうに,上下二静の併歯

をつくり,上翁に交脚菩薩を安右隻したのと,おなじ意味あひであらうかo　併癌は北壁いっぱいの裾

扶癌で三間にわかれ,左右に脇侍として菩薩立像を彫るo　中央のふかい癌に磐城をまうけ,交脚菩

薩をおさめてゐる0億高約3.00m.いま大破してゐるが,脚の左脇に獅子がうづくまってゐるo獅

子もひどく溶けてゐる｡右手をあげ,左手を膝のう-にふせてゐる｡化偽をつけた,たかい寅冠は

此故的よくのこり,北貌首初の気品がたもたれてゐる｡きゃしゃな能艦に,繊細なひだをもった下

裳をつけ,天衣をⅩ字形にまじ-たところに,環をうがってゐるo光背はよくのこり,第五,第六洞,

第十三洞に似るが,より舷紬である｡鹿のふちに小さい比丘の立像がある｡楯放免のしたには寡

をしぼって垂れてゐるo扶額中央の姫に,盤俳の三尊のあるのがめづらしい｡(Pl.95-99)

左右風前壁は,みな子俳の列愈である｡左右盛のまんなかに,やゝ大きな盆があるo　腰塵と

の境には蓮麟文辞があり,腰塵には逆嚢で裸形の天神たちが,両手で蓮錬文帝をさゝげてゐるo　周

壁の上端に,天井夜げしともみなされる一帯がある.あるひは第八洞のどとく,級別で梶が彫っ

てあるかも知れない｡そのう-は天井になる｡(Pl.91-94)

天井は束四一本,南北三本の発で八つの格闘にわかれてゐる｡絡間のなかは破壊がひどいが,

四角にふちとりがあって,そのなかに蓮華文があったとおもはれる｡また楽のした,および側面に

は,たてにならぶ現つなぎ唐草文帝がある｡(Pl. 100, 101)
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弟四章　　藤田洞

第剛同も未完成窟とい-るであらう｡アァチ形の入口はひとつだが,左右に明窓がある｡(Fig･

21)内部は,まだ入口だけのふかさにいたってゐない.床は入口の上ばとほゞ同商,明窓のすこしし

たのところでをはってゐるo宝内は東西約7.00m,南北約5.00m,そのまんなかに東西にながい方柱

があり,解三洞の小型モデルのやうである｡要するに,いまの床は,完成したものでない｡(Pl･102)

内部は,やはり住居になってゐたとみえ,樽や岩石をつんで壁をつくったり,燈をきったりしてあっ

たが,なによりひどいのは壁面をおはふ煤であるo南壁は迫刻の小露のみ雄然としでゐる｡その中

央部に,亡夫侍中云々の造像記が刺しであるo　北壁にはなにも撃ってないo　東西壁ではかくの-

癌が,最初の計丑のものかとおもはれるが,その他はやはり,迫刻の小食のみである｡(Pl. 103-107,

112B, Fig･ 20, Plan XVII)

室内のまんなかを占める方柱は,たゞの方柱で,なんら建築的な造柄はない｡しかし,その意

味は塔廟をあらはすもので,やはり塔廟窟の-椎である｡たゞ造形的に塔のかたちをしてゐない

ので,節-,第二洞の塔柱に封し,方柱といふほかない｡東西約3.00m,南北約2.00mであるoひろ

い南北両面にそれぞれ二組の三食併立像,せまい東西南面にそれぞれ-敵の三尊俳寸.像を彫って

ゐる｡併密をつくらず,ぢかに光背をつくり,三尊をならべてゐる.その鮎,やゝ第十一洞方柱の

上暦に似てゐる｡俳像は,いまみな首をうしなって,賓に惨惰たるありさまであるが,第五,箪六洞
ト

ふうの長身痩躯型で,衣裳も中国式であるo(Fig･22-27)きゃしゃな膿柊に特色があるとゝもに,す

るどい,そして,はりのあるひだの線にも特色がある｡ (Pl.108-110)
･チ

天井は格天井であり,蓮華をいれ,また飛天変配してゐるo (Pl.111,112A)

〔第四A洞〕これは第剛同にすぐ接した′卜鰐である.方約3.00mの方形｡三塵三愈の,もっと

第二十悶(Fig. 20)

第四洞,第四A洞平面略図

も単純なオ1-鰐とい-る.外壁は崩壊し,日然南壁はない｡

東壁は楯扶愈交脚菩薩像,北壁は愈形不明で俳の坐像,内

壁は尖扶愈併坐像である｡やはり第五洞,第六洞式の併像

で,楯状額に,をりたゝみふうの意匠があり,とくに第五洞

外壁A窮B霜によく似てゐるo　東壁交脚菩薩像は,第三洞

上宝交脚薄儀ともくらべることができるo豚壁,天井など

も即ヒはなはだしく,常初のすがたを再jLiすることはむつ

かLL､o (PL 113-115,Fig･20)

1長硫敏雄｢雲間石箱に於ける併像の服il.･11について｣(東方畢報,京都第十11-_B抑q分)末都1947年frJ,p. 435
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終　　　　章

東方石窟群の特徴

1

東方石窟群は第-洞と第二洞とが一群をなし,約三洞以下が別群をなすから,二つにわけて概

括することが便利である｡

第-洞と第二洞とは,しばしば指摘したやうに一隻茄である｡厳格にくらべると,その方位が

平行してゐない,第二洞内壁の歯形配置が他と照鷹しない,また第一洞東壁と第二洞西壁の塔形が

一致しない,さういふやうな不照鷹はある｡けれども,とにかく,規模においても,形式においても

よく一致し,よく照磨するから,一隻猫とみるほかは73:いo　さらにいふべくぼ,箪二洞は現在俳の

樺迦洞であり,第-洞は未来俳の噺勤洞であって,たがひにおぎなひあってもゐるのである｡その

鮎,第七, :Xl;八洞の一隻籍,約九,第十洞の一撃霜とも共通するところである｡

(1)ところが,この一隻猪は,どちらも塔柱をもってゐることにおいて特色があるo　塔柱,つ
stGpa

まり塔廟をまうけた石窟は,ィ./ド以来の定式であるが,中開では塔柱の塔廟らしいのは北貌時代

(386-534)のみである｡葬惰時代(550-618)では,たゞの方柱になってしまひ,塔廟の意義がうす

れ,唐代になると,その方柱すらなくなってしまふo北貌時代でい-ば敦塩,窪川願,義,%,撃願に塔
り

廟錨はあるが,みな塔の意味が稀薄で,一歩方柱にちかづいてゐる｡雲岡では,第六洞,第十一洞,節

三十九洞,なは禾',te成謁をいれると弟三洞,窮四洞等が塔廟霜である｡そのうちもっとも思案に木

造塔を摸したものは第三十九洞,もっとも木造塔をはなれたものは約十一洞である｡第-,第二,節

六洞は,ほゞその中間にあり,そのうち第二洞がより木造塔的である｡けれども雷同のばあひは,

どれをとっても堺廟であるといふ意識はかなり明['げあるo　第-,第二両洞の塔廟窟と他の塔廟窟

とのちがひは,こ｣の塔が石窟の面積に封しわりに小さいことである｡したがって,この鍔では,か
pradaksir'a

なり,ひろびろとした窟内で塔廟をみて,それをめぐることができる｡他の塔廟霜の方柱は,みな,

石窟内を大きく占屈し,四周にはそながいLiを形成する.そればかりでなく,他の諸洞は周壁たか

く上下二静よりなるが,この洞はひくゝ,一層の制である｡明窓,扶門の存在は一見二暦構成のや

うにみえるが,壁面をみると賓は一暦の構成である.たゞ塔上に須爾山をつくる鮎では第三十九

洞に一致してゐる｡

29



雲岡石窟第-洞一第四洞

回　規模のう-でいふと･夢一洞,第二洞は,二十一個の大洞中,第剛同,第十剛臥第十五洞より大

きいが,しかし,これらの小窟群のうちにあるo　明窓をもち,挟門をもつこと,側塵に大盛を並列

し,周壁上暦に楽天列虚等をめぐらし,膜壁に浮彫併侍,供養潜列像をうめること,これらは,みな

大霜の特色である｡小型の石窟では,ふつうそういふものをみない｡たゞ鉄門,明窓は,これより

やゝ小さい第三十五洞などにもある｡要するに,この二洞は比枚的小さいながらも,なは雲岡にお

ける大成の構造をもってゐるのである.

(3)ところが,その大窟のうちでは,第六洞のタイプにもっともちかい.構造上よりは(a)膜壁,

中層,上層といふ三段の構成,またその各層内部の構成要素,それらがよく一致してゐる｡(b)僻虚の

a)第八洞水盛第三厨　　　　　b)第七洞西壁第一厨　　　　　C)第十洞前垂東壁上層　　　d)第一洞西壁

第二十八闘(Fig･ 28)

配列とこれをわかつ塔形の存在o　また(C)中国式になった俳像の服制o　それにともなふ(d)併像樹医

の表現の産化,つまり肉鰹の充賓したうつくしさ略無関心になって,儀鮭的な服装の形式美を紋-

の基礎とかんが-てゐるo　この形式美はまるみのある彫刻よりも,税別的手法によってより適切に

あらはされる｡こゝに漢貌以来の美術の侍紋がつよくはたらきかけ,しばしば長身痩脂,平面的な

1故坦第69軌第103洞,第110軌第111A洞,第121洞,約37A湘(P. Pelliot, ToZlC7Z-/LOZLa72g, Tome II-V, Paris 1920-1921,

Pl. CXIV, CLXXXVI, CXC, CXCl, CXCII, CCLXXI, CCXCIV)

渡川腺下王母廟嗣(H.Jayne , T/w Bzddh'st Caves of i/ze Ch'Tlg Ho Valley. Eastern Art, Vol･ Ⅰ, Philadelphia

1928)

義牒鰐併堂第一洞(陸尉野点｢満州弧陳詫俳洞｣国華,第510弧東京1933年刊) (浅田耕作｢澄田轟牌の石濁寺｣蟹蚤,第八臥

京都1933年刊)

驚腺第二,第三,第五洞(開野点,常盤大定『支部俳教史銃J)許解第二怨,東京1926年刊,p･ 116, 117)
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終章　東方石窺群の特徴

彫像となるo　この鮎第五洞,第六洞にちかいのであるが,さらに一歩すゝめて此戟すると,箪一

潤,第二洞ではなは西方式の服制を固執するとゝもに,肉塊の竜るみもなは重視されたも?があ

ら.たと-ぼ上層の坐併列像がそれであり,また中層でも扶額の飛天など,まだ約五洞,第六洞式

にはなpOwてゐないのであるo　約五洞,第六洞ふうになってゐるの

紘,まづ中暦諸蕗の本尊であるが,それよりも,その脇侍たち,天人

たちが,はなはだしい.だから第-洞,箪二洞には箪五洞,第六洞

ふうなものと,解九洞,第十洞ふうなものとが混在してゐるといは

e)第二洞所壁　f)第二洞東壁　g)罪-m･71束塵　h)第一洞東壁i)第六洞周壁

浮彫塔形各種

なければならぬ｡

(4)建築意匠のう-からいっても,このことはあてはまる｡つ

要り,木造建築ふうの塔をもってゐるといふ鮎では第六洞に似,暦柱形式の塔をもってゐるといふ

鮎では第九洞,解十洞に似て,ちゃうどその中間になるo第九洞,第十洞は尾形愈その他には木造建

築の形式を稀々採用したが,塔形はやはり第七洞,第八洞以来の暦柱形式を襲用したo第五洞,節

六洞になると,もっぱら木造建築ふうの塔形がもちひられた｡第-洞と第二洞はこの二つの形式を

併用してゐるのである｡第一洞,第二洞の西塵は前者であり,東壁は後者である｡だから,この関係

変数街してみると,第九第十洞は第七,第八洞と第-,第二洞との中間にあり,節-,第二洞は第九,

箪十洞と約五,窮大網との中間にあるといはなければならぬ｡(Figl28)
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栗岡石窟第-潤-第四洞

(5)天井にも特色がある.塔の頚野山が大きく天井の中心をしめてゐる｡頚部山が塔から天

井にのびあがってゐる鮎では,第三十九洞におなじであるが,第三十九洞は第六洞同校に格天井で

あるo　第-潤,第二洞では,なんら建築的意匠なく,須噺山のまはりに飛天変めぐらし,前方の飴白

に大蓮華をならべてゐる｡第七洞以下第十洞では,かなり構造的,立鰹的であった天井が,こゝでは

まったく非構造的;平岡的になりきってゐる｡

う-に第九,第十洞,乃至第五,第六洞との比較をしばしばのべたが,しかし,そのどれともち

がって,あの華美な唐草文背は,節-,第二洞には,すこしもない.このことは充分に注意されてよ

い｡また,こゝにはベルシァ･インド的な獣形技のあることをのべたが,それは部分的な意匠の問

題である.ぜんたいの様式のう-に,西方様式がつよいといふことはなし､o　たと-ば,軒ぐみにあ

る多皆神像をみても,けっして第七,第八洞よりも西方的であるとはい-ないのである｡また箪九,

第十洞と比較してみても,いかにこゝの像が囲熟した望岡中期の様式になりきってゐるかといふこ

とがわかるo要するに,以上の結果を綜合すると第五,箪六洞にもっともちかいが,一両またそれと

ちがって第九第十洞にちかい鮎もあるoそれで,もしその造建次第をかんが-るならば第九,第十

洞と第五,第六洞との中間にかかるべきであらうo　第五,第六洞が,のちにのべるやうに高組孝文

帝の太和十年後(A.D. cir.487),第九,第十洞が太和初年(A.D. 477)の造営とすれば,この洞は太和

はじめの数年間(A.D.cir.480)にできたものと推論Lなければならないであらう0

2

第三洞と窮四洞とは,ともに未完成窟であるo　ところが現状をもってするも,完成したばあひ

を想像するも,要岡における異常な石窟であるoユニイクな構造をもった石窟である.第三洞は慧

岡節-といふほど大きく,第剛同は要岡二十一大洞中最小のひとつであるo　けれども,東西になが

い方柱をのこすことにおいて,南方に明窓をひらくことにおいて,まったく相似である0　-万を原

型,一方を模型といってもよいやうな関係であるo　その完成された第三洞上宝,双塔などの併像株

式を,また第四洞のそれに比較すると,これもたがひに相似てゐるから,時期もはゞ平行してつく

られたものとおもふ.

たゞ第三洞と第剛同とを此故して,是非一言しなければならないのは,石窟開峯の過擬にちが

ひのあることである｡それは第三洞をみると,全盛両が荒けづりであるが,いちおう仕あがってゐ

るo　そしてそののちに俳愈,併像等がつくられる順序であったらしい｡ところが,毅郎同では,これ

に反し上層だけ繁り,すぐ上層方柱の齢像,それから天井をしあげ,上暦周壁の愈にとりかゝって

ゐる｡この石窟に最初計宝されてゐたらしい下層は,その鉄門のふかいつくりから,うたが-ない

のであるが,これよりのちにつくられるべき順序にあったと推測される｡第十三B洞の未完成方柱
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終章　東方石窟群の特徴

洞は,やはり第三洞とおなじ工程がみとめられるし,第十三洞外の俳癌でも小さくはあるが,まづ

全構造を荒けづりでつくり,それから部分的にしあげていってゐるo　だから,箪三洞の工程がふつ

うで,箪糾問の工程がむしろ異例だといふことになるo　さうすると,あの17.00-18･00mにかよぶ

雲岡における大桐の上層部しあげは,みなさうたうな足場をくまなければならなかったであらうo

第四洞の異例は,普初一博の計宝であったのが,のち二暦に壁更されたためともおも-るが,それで

は入口と明窓の配置が不都合である｡

a)下さ-l'亘厳守脇侍(遼) b)一四職寺本玲(遼) C)第三弼右脇侍d)第三粥本命　e)礎堂山北網(北弼) f)轡堂山中洞(北弼)

.　　　第二十九固(Fig129)　光　背　各　種

第三洞は,いづれにしてもユニイクな存在であるo　それは,まづ第-に(a)その大きさにある

那,つぎは(b)その長方形の大方柱にあるoそれから(C)二つの明恵,二つの挟門,そのひとつは開生

されないまゝにをはったのである. (d)コの字形の前宝である｡ (e)前室のう-がテラスであり, (i)
】)

そこに上宝があり, (冒)双塔がそびえてゐる｡かういふ諸鮎において,雲岡中まったくその額例を

みないのであるが,いま雲岡以外についてかんが-ても,また似たものがなし,o

上宝や双塔の俳像,俳癌の形式からすると,前述のどとく雲岡大洞中最末期のものである｡そ

れに,これだけの大造営は,どうしても帝宝のカが必要である｡さうすると,この石窟を未完成に

をはらせた遊命は,なによりも孝文帝の唐突な洛陽遷都(A.D.4･94･)に蹄せざるをえないoつまり平

城が,はなやかな首都であった太和の末年に着工され,洛陽遷都とともに放棄されたと解すべきで

あらう｡いひかへると太和十七,八年(A.D.493,494)の造営である｡

1わがくにでは飛鳥自他時代の寺院が-塔制であり,奈良時代になり双塔制があら放れるので,一般に双塔制はあたらしいか

のやうにかんがへられてゐるD相田治郎博士は,その『支部の俳塔J] (東都1940年刊) p･ 52 k:おいて『歴代名E･記J)怨瓦の

武昌昌韓寺の東西二坊を引用して,北朝すでに双塔制のあることを指摘されたが,これもその北塊のlfqui=するととができよ

う｡
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こゝで,もうひとつの問題は石窟外壁の発の孔と,たるきの孔である｡かくのどとき木造恕横

をしめす造作が,はたして北魂の常時におこなほれたものかどうか,といふことである｡この種のL

字形になった大孔は,第五洞,第六洞の外壁上部にもある.けれども,それは現在の木造恕横にすこ

しも関係してゐない.したがって古いものであると推定されるo　丘のう-までつきぬけてゐない

楽の孔は第九第十洞ま-にもあり,鼻曜五窟にもあるo　ことに後者には小さいたるき孔まで整飴

とならんでをり,棟木のとほつたやうな水平のあともあり,第三洞外壁とまったくかなじであるo

これらを綜合してかんが-ると,この工事がほどこされたのは,骨飽きうたうに造営のさかんなと

きであるとしなければならない｡それに,あの丘のう-まで貿通した大工事は,石工のさかんな

ときで覆いとふさはしくないo　この洞は未完成にをはってゐる.この工事は北親の嘗初れあるひ

は三尊大体をつくったときか,どちらかであるが,さうすると局部的な三尊歯を撃ったときより,

全面に工事をおこなった,北貌時代の作とする方がより自然であらうo Lたがって,場所において,

また時期において,もっとも接近してゐる第五,第六洞が,これとおなじL字形の発孔をもってゐる

ことも,また,ふさはしいことであらうo
7J

つぎは内部の三尊大体の製作年代である.これについては,すでに関野貞静士の詮があるo

それによると,よろづに,はでどのみの階の暢帝が北方開発のためと,父文帝の冥稲のためとにつ

くったといふのであるo　この説は,なんら稔秘的な澄接がないo　博士の一時的な想像かとおもは

れるo　いま博士の詮を想起しっゝ直接作品の検討にはいりたいとおもふが,それにはまづ注意し

ておかなければならないことがある｡それは,この三尊俳が,北鉄石偽の淵叢である雲岡において

つくられてゐるため,擬古的要素が多分にふくまれでゐるといふ鮎であるoたと-ば光背の形式,

併頭,通屑の衣などはそれである｡もし,この擬古的な要薫が誤解されると,製作年代もはるか古

くみられるやうなおそれがある｡まづ,この北淡様式に封する擬古的な要素をぬきにして考察をす

ゝめなければならない｡

僻や書簡の顧客,秦態が,かたいブロック的である鮎が暗式と共通することは,だれしも,いち

おう日をつけるところであらうo Lかし,眉目の微妙な表情,鼻や口もとの甘美さ,耳のかはった彫

りこみ,裳ぎはの官能的な欄兜などは,暗俳にみられないものであるoその鮎は,かりに山東の耽山
I:j                        ｢■

や雲門LUの晴の大俳,天龍山の階の右隣にくらペてみれば,あきらかである｡肩や胸,脇腹にきは

めてうすい衣文をつくり,やはらかな肌ぎはりさ-感じられることも,北賓や階俳にないことであ

る｡いはゞブロック的な鰹格と,髄組を感じさせるやうな官能的な表情との混在は,どうみでも盛唐

1関野貞｢芸岡石瑞の年代と共様式の起源に就いて｣(東郷の建築と惑術) p. 484, 485.この講演は笠岡石箱U)概歩むといたも

のとして,すぐれた内容をもってゐるo隅の陽相貌は,その後常握緑i･との共著『支那俳教史疏』押解邪二冊戊京1926年frJ,

p.37,38にはとかれてゐないoたど特価といふのみである｡

2開野点,常盤大定r支那悌欲兜暁』第四冊,東京1925年刊, PL91-101,75-83･

3同番,第三臥火京1927年刊, Pl･41, 42.天龍山,節八倍俸施
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終章　東方石錯節の特徴

以後の所産である｡たと-揺,いま脇侍菩薩のtlもと(Pl. 83, 84)と,大rrnJ華戯薄荷伽致癌の左端菩
ド

薩像のLlもととを比較すれば,そのいちじるしい類ははか托し､がたい｡

つぎに脇侍菩薩の貿誠装飾をみると,事態はさらに明瞭になる｡べつにのべたどとく,貿冠装

飾のうちに北葬式をおもはせる大薬膳草があざ｡しかし,その実の反樽のぐあひは,すっかりちがっ

てゐる｡約---,かういぶ暇な貿冠は,北葬にも惰式にもか､｡また,その冠帝にしぼられた軸盤の

こまかい衷1･liも,まったくみか､ものであるoこれに,いちばんちかし,ものは,やはり達の菩薩像で
2)

あるoおなじ下草腰-:.F1-1･の酋健也像をみればわかる｡ IF華厳寺の菩薩鄭豆と,弟三洞の菩薩貿冠との

あひだには,装飾のモティフはちがふけれども,輝美な道具だてにおいて共通するものがあるし,そ

の冠帝につけた長方形の金具かざりも,たがひに似てゐる｡この額似は重要であるとおもふ｡下

華厳寺菩薩像の,近帯rFにもりあがった裳容,繭眉にたれた生々しい親愛の披うちは,望岡橡と共通

である｡そして要岡像の冠上にたかく吃,iT.する繋留は,けっして唐代以前にはあらはれないもの

である｡とともに,このやうな埋埠のかぎりをもたぬ菩薩像は,北努,階像には稀有であるC

最後に光背であるo　火焔がおほまかで,幅のひろい鮎は,いちおう北葬式との類似がないLrlは

ないo　けれども,それは表面的な翫似であるC　北魂の樽続をもった北帝式の火焔は,つねに波状に

うどくことを原伽としてゐる｡火櫓の両も紫鮎があって,けっして/i;舶ではない｡かういふ鮎もあ

はせかんが-,おはまかで,幅ひろい鮎をみると,むしろ下華厳寺薄伽教戒の光背がよりよく似て

ゐるとおもふ｡(Fig･29)光背にある化燐と飛天の浮妙も,ふつう'&桐にみるものとはちがってゐるo

北魂のものでないことはもとよりであるが,その彫り方のあさく,しかも像のはしにゆくほどF'1蝕

にひくゝなって,背面に接璃するところの輸廓が,ほそく線的に印象づけられるのは,一種猫特のお

もむきがある｡そして,それはH.;十一洞方柱南面の,遼代と推定される浮彫像と一致するo

なにしろ,まだ遮代の併像様式が碇-_;]こしてゐないので,以上のやうな比較だけでは,なは不安

を感ぜられるかも知れないが,こゝに雲岡造骨の一般状況を参服すると,もういちだん,遮代迩像

説が有力になるとおもふo Jji:岡の造営は北蝕の全盛欄をすぎると,それ以後はいっかうふるはず,
SIr且_lnuren

遼代にいたって,はじめて清綾な復興欄にはいるのであるo遼(契丹)はシラムレ./の流域にかこった

遊牧民族の王朝(916-1125)であるが,たくみに地下の浪人をIiF;･川し,契乃人との二重鰹制をうちた

て,また後晋(937-946)の石敬胎をたすけては,燕甘卜六州(北京から長城地帯)をJiにいれ,軍事的

に末を制塵するとゝもに,文化的には米の文物をさかんに吸収した｡その六代翌宗(983-1030),七

代興宗, (1031-1054),八代追宗(1055-1100)の時代はもっとも文化すゝみ,俳数もとくにさかんな
R〉

時代であった｡ことに大同(雲州)紘,興宗の重殿十三年(1044)に五京の-たる酉京になって,ふたゝ

1捗hj野点,竹Elと卓- 『遊金時代の趨勢と共俳偵』瀕京1934年刊,_t象Pl･ 54･

ヨ同rlI, Pl153.

3 Fl遼史』奄一九,興宗紀｡
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栗岡石窟第-洞一第四洞

び北貌国都時代につぐ盛況をみることになったとおもはれる.大同下草厳守蒋伽教戒には,これに
り

さきだつ六年,重既七年(1038)創建の検札がある｡したがって,すでに西京になる以前から,北族所

燭のこの時糊には,長城地帯の要衝として,腰賑になりつゝあった大同のすがたが,しのばれるで

あらう｡西京になったのちには,雲岡は北貌時代にやゝ似た環境にめぐまれたo窮一には(a)大同に

都があったこと,第二には(b)王朝が北族出身者であったこと,第三には(C)係数が,またさかんであ

ったことo　かくて大同の城内に華厳寺,善化寺等の建立されるに平行して,雲岡にも大規模の復興

工事がおこなはれ,各石窟のま-には一棟に併殿建築がつくられたやうであるo　このことは,各洞

普-その他の費掘においで,いたるところに達の瓦樽が兄いだされることによってあきらかであ

るo　このときの造築は,ほとんど雲岡の金田にわたったやうである.第十三洞内の刻字には,多数
)

の茄像が修治されたとのべられてゐる｡したがって,第三洞や第十一洞内の石像が,つくりだされ

る環境は充分に成熟してゐたのである｡いま,第三洞の三食が,重慌七年(1038)創建の下華厳等諸

寄によく似てゐるといふことであれば,この第三洞三尊の製作年代も,填たそれにをはめてちかゝ

ったと推定してよからうとおもふo　とにかく,階唐時代を反映するなにものもない雲岡に,これだ

け遼代造横のゆたかなのをみると,この石像の遼代造建設はもっとも無視のない結論だとおもふ｡

1竹EE.Ti卓- 『遊金時代の建築と共俳倹J]東京1944年刊, p･ 76, 77,

2　この修像記は第十三洞の第十巻で費衣する懲定である｡
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固　　版　　解　　説

書　岡　石　窟

Pl. 1豊岡石窟盆景

武州川南岸の丘のう-からみた石窟の金魚であるoむか

って左方が金曜五滴をふくむ西方辞である｡超物のあるあ

たりが中央群であり,右方のしげみのH.右が東方群であるo

と甲潟展では,いちおう西方石舘群のまへが脆場になって

ゐる｡そのまへにならんでゐる,払くい建物は客yaoとよ

ばれてゐる民居である｡そのまへが柳の並木になb,川に

なる｡左方にみえるのは塊である｡これをさかのぼると南

側から突出した封岸の突角,魯班客といふところにこっの

石潜がある｡これは番地をつけてゐない｡さらに1kmば

かりさかのぼると,つぎの部落,興宮屯の南に若干の俳寵が

あるo　けれども,いふべきほどのものはない｡とれを,な牧

第

Pl. 2A　東端渚洞

B　左誓願交界

A.これらの石箱は第-洞から4-600mはなれた東方

にある｡河中からのぞんだ籍展である｡石塔のま-紅懲道

がとはり,ラ-紅新道がはしってゐる｡石満は四つみえる

が,入口は土でふさがれてゐる｡大きさは第四A洞くらゐ

であるが,なかにはみるべきものがないQ外壁もひどく風

ノ化し,たゞ網側の力士像が,かすかにうかゞはれるのみで

ある｡これにもっともj逢いものは,第五洞の外壁A満,西方

の第三十五洞あたりで,それは同時にそのつくられた時代

を暗示してゐる｡

B.節-洞のそと,東がはに若干の俳宛がある｡二俳並

坐の小満,また屋形寵の形速がみとめられる｡さらにその

東に｢左蛋交界｣の文字がふかぶかとはってある｡さうす

ると,石塔群の東端まで左笠原がのぴてゐたわけである｡

いま大同将に屈してゐる星間鋼が,もとは走塁麻に威して

ゐたのである｡

Pl. 3A,B　第一洞,第二洞外観

さかのぼって西方にゆくと左雲になり,右玉となり,殺虎口

をこえて緩速盆地にでる｡

それとは反射に,図版の右方へ川にそうてくだると,ち

ゃうどこの潟慣のはづれあたりに,若干の石清が川にのぞ

んだ畠にいとなまれてゐる｡しかし,と｣にも,とくに藷展

にするほどのものはない｡たど,これをくだってゆくと育

接客を-,小姑を-て大同に達するのであるo

丘のうへたでると-望荒涼たる苗庶である勺　ひくい骨ば

ったLuが大同の方面にみえるo　高原のうへは畑はなってゐ

るが,楊柳のある相は:,みな水にちかい谷間k払そんでゐ

るo　これに反し,蜂盗はたかいととろをぬって西へ,北へ,

ある弘は東-と,駄々としてつらh:つてゐる｡

-　　洞

A.むかって右の,明恵のみえるのが第一洞,左の大き

く口を払らいて駒壇ルてゐるのが第二洞である｡さら把東

方虹も鯛壊した小塙があわ,西方妃も小さい併寵のあとが

ある｡けれども今Elでは:,べつk:見るべきものはなにもな

いo　走塁交界の文字のあるのki,むかって右轍,くろくみ

える小海のすこし東方である｡

B.どちらqCも内部の塔がみえるC　外壁の桂子はどうな

ってゐたか,わからないけれども,第二洞の西側把は,風此

しながらも等身大の人物列健がある｡せまい蓮郷の帯状文

枝のしたに,頭髪を:さかだてた天人がゐる｡供挙する天人

列像である｡前量といふほどのものは,なかったであらう

が,岩山を駆りひらいたために,ま-わき虹袖のやうな岩塊

がつきでlゐる｡第一洞上部にみえる方形の慣謝,それに

は後世遊人の屈託が彫ってある｡第二洞上部の長方形の直

樹も,やはりおなじ目的からつくられたものである｡

pl. 4　第-洞外壁

外壁は風他はなはだしく,なにものものとってゐない｡

門口の基部は,な枚いくらか土中にうまってゐる｡むかっ
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雲岡石窟第-狗

て右上の方形には監察郷党JR聖像の｢遊芸岡石俳寺怒把｣

があるD

Pl. 5　第-洞扶門

秩門のあきには武迭旨の門柵でもあったらうが,風化して

ゐて,いまはなにものこってゐない｡鉄門天井k:は交鶴の

浮彫があって,第十二粥の鉄門とおなじであるo (扶門現在

高2.雪om)

pl. 6,7　第-洞西壁,東壁

中央に塔があり,西壁の田鶴がみえ,東壁のあくの三寵

がみえるo　これが洞内の金貌であるoいま衆と紙背の補彩

が金壁をお肢うてゐるD風牝と勉裂のひどい石潜である｡

界捻,まだ上中にうまってゐる｡ (側壁規金満約5･25m)

Pl. 8,9,10　第一洞両壁

風他は下層膜壁のほか,あまり払どくないが,免裂はか-

つて綾なはだしい｡界はまだ,すこしうまってゐるD入口

鉄門のうへに央秩額があり,鉄門左右の中層には屋形の鶴

がある｡明窓の左右にあたる上暦には,生体の列俊があわ,

そのうへには三角垂飾があわ,さらに発き天の列守拓がある｡

願塵以下は,故にがあったか,まったく不明である｡しかし,

充壁北隅の放題からすれば,最下には浮彫列像のあったこ

とは,ほゞ確兜であらう｡ (現在高5.00m,暇6.60m)

Pl. llA　第一洞南壁扶門扶額

B　第-洞挟円天井交龍

A.上部は放択してゐるが,耕戯中央に俳の坐像があるo

かざ少のない方座にすわり,膝のした,足のう-から衣端

をたれさげてゐる｡いはゆる糸価座である｡左右からそれ

ぞれ四慣づ｣の天人が,ひざまづいて食草してゐる｡うし

ろへ大きくはねかへIDた天衣捻,型紙をおしあてたやうに

形式化してゐるD　鉄塊比顔形になってゐて,前脚をふんば

少,既をうしろにふりむけてゐる｡どちらも虎頭である｡

誹額のうへ,左右のあきまに,7年身をよこたへた二唱の飛

天をあらはしてゐたが,いまは無稽にも大破してゐる｡大

正初確の投形にかかる岩EEi秀則氏の箱iEELには,なほとの飛

天がみとめられる｡ (鉄門臓2.20m)

B.髄の意匠は,洪代,いな･先秦以舜中国人のこのむとこ

ろである｡ことでもみごとな浮彫に彫りあげてゐるo　たど

惜しむらくは,外壁風化のため南がはが破弧しさってゐる

ことであるb　左右シムメト1)ックに馳訳を柵封せしめ,班

qlで離身を交叉せしめる｡雷巨身ははげしく哲曲し,尾部は

下方にある｡(Pl.5)するどいJRのある四足は,つよくはね

か-ってゐる｡親身の節ほ紙刻であらはし,育巨頭には奇妙

な恵がい角と,恵がい耳とがつtJlてゐる｡冠的な迫力がみ

なぎり,13:につよい｡漠代以殊の体枕が,いま7L･'によく生き

てゐるB (鉄門側壁幅0･80m)

pl. 12,13　第-洞商壁上静

せまい廼那確があり,そのうへに坐俳をならべてゐるo

坐俳のあひだには,運上の化fI=. aupap孟dakaが食草して上

身をのりだしてゐるB　その新,第八粥上暦とまったくおな

じである｡第八粥ではそのう-L7:三角形の鋸歯文狩があっ

たが(第五番,Pl.85),こlでは三角形の垂鉾と,弘だをとっ

た幕であるo(Rub･ⅠIJ)ちゃうど天王や,究幌にかたどっ

てゐる｡第八洞の鋸歯文苛は,そ()徹底した略式である｡

しかし,こ｣のも,第六洞天井ぎ姓のやうにガァランドが

なく,幕のすそが節六粥方杜のやうに詔脚内なひだでない

のは,ある程度略式たるをまぬがれない｡俳捻ほとんど頭

部をうしなってゐる｡緯捌秩坐,定印の俳といふべきであ

るが,衣はこ櫨になってゐる｡ -はまったく左右シムメト

1)カルな退席,他は偶租右肩のはすであるが,右肩はふかぶ

かと衣磯でつしみ,腕まですっぽりとくるんでゐるo前者

は胸をつよくはり,わき腹がほそくくびれ,後者は胸もと

がすこしあらはれるれ　右の脇したはすっかりかくれ,衣

脇だけを迅肩の俳とおなじやうに彫りとんでゐる｡かうし

た二種の俳を交互k:おくこと絞,芸岡において,もっともふ

つうのやりかたである0第八獅天井ぎ姓の坐俳列像もさう

であったが(節五亀Pl.85),ガンダァラあたりにも,かうい

ふもの＼萌芽はすでにみとめられる.り

衣文はかんたんな刻組である｡小形の俳像ながら堂々と

してあり,この石窟愈内の帯食が,大部分破祝してゐる硯

春としては費兎な彫刻である｡

天整枝の法師のう-は0･18mばかりの無文帝があり'

そのうへは焚天の列範になる｡鶴はお捻むね崩壊してゐる

那,焚天はいくらかのとり,膝のあたりまでの立ちすがた

がみとめられるD　したがって,このしたの無文背は第jL洞

(第六食,Pl. 9,18,14)などでみる,滞字くづしの稲梓にあ

たるわけである｡ (蝕俳高0.55m)

I AI FoltChcr , L〉EF71/ grkoJoJLdd/"JZle all Gn71d/2万,aI Tome II Pa.is

1905, F唱. 1鮎.

pl. 14　第-洞甫壁東成
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上部遵雑文帝と腹壁の牛,1′レメット並列文帝とにはさま

れた主宰部であるo東西ともに厨珍免　この東成は:,なl

めむきの参勢で林産に波をおろした維牌俊Ⅴ王malal叫王を

中心とする｡いま頭部をうしなってゐるが,倉田秀則氏の

潟腰(1･1g.10)では,まだよくのとってゐるo　かなりふかい

丸彫で三角帽をつけ,容然とかま-てゐる｡林産の犀陣の

ぐあひ,あつい丸味のゆたかなからだに,うすい衣をまとっ

たさまは, W,r大桐両生の維座像に似てゐるo右手を林につ

普,左手をあげてゐる｡この経歴像に射して,その左あきに

文殊菩薩Ma坤昌n-の/ト像があるoやはり祐子に腰をかけ

てゐるが,椅子も杭むきにあらはされてゐるb衣はやし形

式他しておもく,弘だは刻娘であらはされてゐる｡右手を

あげ,経歴によぴかけてゐる形だが,疏練をしめす首をうし

なって,たゞ阿光がむなしくのとるのみである｡岩田氏の

幻,混(Fig.ll)でも,すでに顔面がいたんでゐる｡文殊のう

へに二人,鮮鍵の背後に三人,合蓉した供聾者がゐる｡これ

は批閲の大衆であらう｡このやうに経歴と文殊を一位にあ

さめたのは典例である.しかも壮健像を文殊俊に比して,か

うまで大きくしたのもめづらしいQ　あらはすところ払　も

ちろん『経歴話胸襟JJ (大正大蔵経,第十四馨)にとくと

ころの文殊間疾の一件である｡もとより練磨が中心で,文

殊は脇役であるから,維麿が大きくあらはされるのは常然

であらう｡維摩枚居士であるから,蒐潤な,常時の貿坂の服

装をしてゐる｡二また病窺であるから,林産のうへにすわっ

てゐるのであらう｡第六洞の例とおなじく,預には三角

頭巾をかぶり, A-.事には戚尾をもってゐるらしいo (愈高

1.80m)

Pl.15　第-洞両壁国威

屋形のなかに,二髄の彫像が相射してゐる｡中央像の頚

部と両手とは甘く破現したらしく,補修の孔がのこってゐ

るoかざわのない方塵に左足をたれ,右足を盛上によこた

へてゐる｡この坐漁は俳の母像にふさはしくない｡うつく

しく波うった表文が,両肩から胸,腹にながれるのも,俳像

のふつうの衣文とちがってゐるQなしめたむいて腰をかけ,

バラモン仙窟に話かけてゐるQ ,ヾラキンは,これに期し,牛

胤臥惟像とおなじやうk:藤椅子(塞蹄)l'に,な1めに腰を

かけ,左脚を右腿のう-にあげてゐる｡左手はあげ,右手は

左足のうへにのせてゐる｡頭部をうしなってゐるのは惜し

いが,悠然たるかま-である｡岩田氏の籍展(Fig･ 12)には

高幣をいたゞき,域紫をたくは-,第九洞のバラモンとおな

じく2㌧　やせて骨ばった塾に腰衣と眉布とをつけてゐる｡

図版解詠5-17

老人らしく,ひたひた刻練のいちじるしい舷をつくってゐ

る｡この野間像のむかって右には,小形の比丘立像七僚投を,

自由にかさねてゐるが, Vlづれも顕部をうしなってゐるo

との屋形髄の彫像は,粂幹設として物話語ふうな自由な構成で

ある｡末寵との照願からかんがへて,この場面を『緋鯉詰

所給鑑』 (大TE大赦挺,第十四懇)の一節と推mlIする｡岡津

｢俳図品｣第- (p. 538)には,輝迦俳を中心としてシア1)プ

トラg豆rlputra (舎利弥)と螺磐の焚王Brahm豆i=のみじか

い問答がある｡シア1)ブトラのいはく｢われとの土をみる

把丘陵,坑晩荊坤,砂磯,土石,拷山,積寒充満す｣と｡バラ

モンのいはく｢なんじ,心に高下あわ,俳悪によらざるがゆ

ゑに,この土をみて不浄となすのみ,シア11プトラよ,菩薩

は一切衆において,ととどとくみな平等にして搾心清浄な

り,僻の知告によれば,すなはち,よくこの件土の椅浮な

るをみん｣と｡こ1妃おいて俳は足指をもって地を投じた

まふ紅,郎時にして三千大千世界は若干百千の珍蟹をもっ

て抜飾するとと,たと-ば焚荘扱俳の蝕監功徳麿荘厳土の

ごとくになった｡つまわ,この痩身の蟹留をむすんだバラ

モン形は蛾留焚玉,中央政は足指もて鞄を按する俳であら

う｡

螺恒の兜王は,この命にあっまった多数の焚天王Bl･al1m豆

の一人であらう.唐の玄英の新鮮『静撫垢耶腔』 (大正大政

経,節十四懇p. 558)では｢寓の想あわ,緒留兜王が上官

となる｣と,はっきり持留焚王,つまり螺暫焚王の主幹陸

をみとめてゐるQ　しかし,呉の支酷の異静『経歴詩挺iJ](同

塔, p.519)では｢柘の婆凝門あり,みな舶襲のど2=し｣と

い払,焚ヲミBrahm豆でなく,バラモンBr弘m叩aたちであ

る｡ ･3,ア1)プトラとの問答に際しても,はっきりWnJ襲想志

Brahmac邑rin　といってゐるD　いまサンスク1)ット本はった

はってゐないのでわからないが,俳を潜し,悌静を放浪する

のはバラモンよりも,焚天の方が,よりふさはしいとおも

ふ｡とはかく-詮にはバラモンとの停魚もあったわけであ

る｡だから悦像の作者は焚天Bl･ahm豆を意闘したかもしれ

泊が,ともかく,こ｣ではバラモン形でこれをあらはした

のである｡羅什の『維煙詰所紛産』では,あきらかた焚天

Brahm昆であるが,それにしても焚天とバラモンとの親近

性から,かういふすがたであらはされることもまた'Fil,'然で

あらう. (寵耗1.75m)

1本替,節五懸, p.84.

2本執節大観Pl･46･

pL 16,17　第一洞東壁
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雲岡石窟第-潤

上鳳　中層,下層の三段にわかれ,みな南壁の三段に柵

腰するD　しかし上層三角垂飾以上はほとんど劉落してわか

らず,たゞ-F暦のあくが,や1よく保有されてゐて,南壁

で全然わからなかった膜壁のやうすを,低ゞ推察せしめる

のはさいは弘であるD　すなはち,そこには本生の浮彫背と,

供覇者の列像とがあるのである｡そのうち供番者の暦はか

なり土FFlにうまってゐる｡中層とのあ弘だには甫壁と同校

年パルメットの並列文確がある｡中層は四つの俳範よりな

るが,袋状範と楯跳範とを交互に配してゐる｡南から第-

範は坐俳,第二鶴は二俳並坐,第三鶴は交抑菩薩,第四部は

坐俳である｡みな近世の泥俳か,骨ばかりの石俳である｡

節-,第二偏のしたには迫刻の小俳稀が,かすかにそのか

たちをと1-めてゐる. (現在高5.25m,幅9.45m)

pl. 18　第-洞東壁第一歳上部

第-寵上部の楯幼顔がみえる｡七つの破却に一姫づ｣の

飛天があり,そのしたに帳井が恥状にさがってゐる｡左右

上隅には合掌の供苓者がのぞき,第二鶴とのあ弘だには浮

彫塔形がある｡ひどくこほれてゐるが,三本の剃杜と竿頭

harmikaともいふべき基解と最上暦の傘像がみえる｡中央

が僑坐像であるらしいのはめづらしい｡伏鉢の布衣が明瞭

でない｡

上層産卵文背(RubJIA)の上の坐俳列像は保存があるく

併頭は無硬にも,うちか1れてゐるb (坐俳高0･55m)

p1. 19　第-洞東壁第四愈

ほとんどとけてしまった坐俳鶴である｡失沸鶴であるこ

とが,おぼろげながらわかる｡洪磯倣形のしたに,これをう

ける天の立像があったらしいb　挟額のなかは紺先供九乃至

十一†昭であるoかたはらの多層塔もほとんどきえてゐるが,

五暦塔であり,第一暦が二俳並坐の鶴であることが,ほゞ

推定できる｡したの膜壁とをわかつ年パ/レメット並列の唐

草文帝(RubJIB)がよくのこってゐる｡ (偶高1195m)

pl. 20　第一洞束壁下静揮彫本生

こ＼第四寵のしただけ,からうじて浮彫轡がのとってゐ

ち.膜壁の基部は過牛うづもれてゐるが,供薄着の行列で

あること姓あきらかである｡その供聾者は天人でも,僧侶

でもなく,また胡人でも,女人でもないことがあきちかであ

る｡わづかにのこってゐる冠と,その.姿勢よりすれば,衣冠

の北魂人に腔かならぬことがわかる｡ちゃうど第十九洞西

脇洞の遠慮にみる供薄着とおなじであるDみな排門の方に

むかってならんでゐるらしい｡

この最下層と年パルメット並列文背にはさまれて木魚

J融akaの浮彫帝がある｡いま二つの場面だけがのこつてゐ

るが,樹版左から第-の場面軌　騎馬の人物が営門をあと

にして山中にすしんでゆくところである｡うしろから徒者

が鳶をさしかけてゐる｡しかも,どちらも国光をおうてゐ

るD人物にくらべて雷門ははるかに小さレ､B　これだけでは,

この国保の意味はわから虎いが,つぎの狩狐の光景と述絡

すると,その恋剛はあきらかになるD第二の場面は,左下か

ら右上へと射角義郎l･)に山の起伏をもt)あげた楯岡であるo

右牛のLLl中に,にげてゆく鹿がみえる｡左牛には馬上で弓を

ひいた貴人が兜頭になり,騎馬の従者が二人ついてゐるDう

しろからの侍者は鳩上でまをさしげもつ｡なは山中には鹿

らしい顔形がみえるoそのかたはらに一人の人佃が払ざま

づいてゐるD　これにも国光がある｡食入の弓はおのづとそ

の願と人物をねらってゐるやうである｡したがって,自然と

おもひうかぶのはシャアマ本生Sy瓦maJ弛k乱である｡それ

は孝子シャアマが腐皮をきて水油に水をくまうとするのを,

をわから狩猟にでたカアシ　K如i (迦戸)国王ブラ-ダック

Brahadatta (焚礫連)にみあやまられ,弓で射られるといふ

はなしである｡ひざまづいた人物の右肩にみえる境線は,

つきたった矢であらう｡シャアマ水生の浮彫は第九洞にも

あるが,それとくらべると,その風俗はまったくちがふo(節

六容,Pl.19-26A,p.61,62)と1では,したの供第着列と

おなじやうに,また故性第136洞前歴々重江の木生田と患なじ
り

やうk:,漠化した服装になってゐる｡また彫り方をみても第

九第十洞のは輪廓をふかく直角に彫りとんで,ガンダァラ

の浮彫にちかいが,こ1のは第六洞の芸琵像に似てあさく,し

かもいく暦もの面にh:つてゐる｡あくの場面も弓央こそみ

え泊が,や捻り国王杜l概の静段であらうo(浮彫背高0.Tom)

1 P. Pdliot, 2'oILC7l-JeOZu111g, Par15 19礼Tomc V, Pl. CCLXXX.

Pl. 21第-洞北壁盆景

北壁はさうたう風化がはなはだしt/t｡他の拷壁とちがっ

て,中厨下層とほしで,大きな相鉄鶴をたど払とっつくって

ゐる白上層はほとんど風化してゐるが坐僻の列像が串った

らしい｡たど中央部の凋鉄の,たかくなったあたbは坐俳

をかくが,そのう-の発天の列範は,はしからはしまでとほ

ってゐる｡

裾秩鶴は通例のごとく,したが三関にわかれてゐる｡中

央性交脚菩薩像,左右はともに年肋等薩像である｡進境は

うもれてゐるが,左右壁の供芥者列像が,こ｣にもつゞいて
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いるらしい｡ (現在1f]rJ480m,帖8,70m)

Pl. 22　第-洞北壁=i三尊交卿寄添像

胸に棚手をあげた像で,衣J朗は風化してゐるが,仝鴨o)形

はほゞわかるo足もとU)狗-(.も粥郷がかけてゐるが,その

力づよい前脚のやうすは充分にみとめられるD　うすくはわ

だした脇侍が/L:.右にたち,そのう-にプ1篭天があったらしい｡

光背の1_1年がよくV)こってゐる｡それは第六･洞などとおな

じ火姑光背で, jriの三角掛こも火焔がある｡楯横筋のした

紘,左右から相むかふ飛天が弧状に彫られてゐるo　それは

gi,一八洞北壁.i･_髄(第九鎗, P1. 39)のやうに, r弧状にしぼっ

た掠o)あひだに彫られてゐるのでは丘いらしい｡ (像満

3.10m)

Pl. 23A　第-洞北壁右胸菩藤光背

B　第-洞北壁右胸右脇供養者像

C　第-一洞北壁右肺左脇供養者像

A.左胸平助像の光背は夙化して,まったくみえVlが,右

臓∠ド励Jl像の光背はわりによくo)とってゐる｡たゞ偏内が完

好な牛ドゥム状をなさぬ0)で,光背o)さきが急にをれてゐ

る｡光背の外越は,あらい坤パルメット並列文をあらはし,

内笹は選挙であるQ　いづれも彫りはあさいo(Rub.IG)冠

のむすぴめが,大きくまろくあらはされ,三角形のきれが耳

のうしろにさがケ⊂ゐるほか,ながい桶3'片が-刷曝しなが

ら,左右に大きくひるが-ってゐる｡これはそ()大きな冠

とともに,ガンダァラ,Lj'-/ガニスタンその他のイラン系人

物像によくみるやり方である｡ (光背幅1.Ism)

B. /ド助思惟像のイIJ脇にたった合掌V)天人像である｡彫

りはあさいが,すらりとたって脇侍のごとくであるo　天衣

はかるくまひあがってゐるo WA5脚はつよくJl:JJLにひらいて

ゐる｡この像のあくに,なほ払ざまづいた大人像が,よりあ

さい彫りであらはされてゐる白兵軟な身他とあふられた天

衣よ那,うつくしい潜調をしめしてゐる.(的坐倣高0,90m)

C.おなじくZL:.わきの供沓潜たちである｡立像の方帆

ほとんど風化してゐるD　ひざまID'いた方は右手をさしガし

て,なにかをさしげてゐるさまである｡天衣のあぶられて

立ちあがってゐることは,右わきの天人におなじである｡

(胎生倣IB) 1.00m)

Pl, 24,25　第一洞四壁

南壁,東壁のどとく,四一壁もまた三段掛け,中層は東壁

とおなじ( Vq俳癌をならべてゐる｡楯秩髄,央供偶を交互

闘版解説L8-27

におき,繭より第-価,耶二柘は坐俳(Pl.24),第三髄は熔

坐像,),XIFq寵は交脚像(L'1.25)であるらしい｡ーF暦は,ま

ったく埴滅して,なにものもみえない｡第三聴本埠は鶴の

中央になく,すこし左にかたよってゐる｡それはたてにと

はる,大きな池裂をさけたからとおもはれる｡したがって,

この組裂は法倍倍iJ)からC)ものだといふことが知られる白

(現在rBJ 5.Son,幅9.諸om)

pl. 26　第一洞甜壁第一愈

第-痛は楯状額である｡秋額のしたに弧状にしぼった娘

等があり,これをうけた二本の八角杜があって,三間にわか

れてゐる｡ EL.央の坐像は頭部をうしなふが,上身は,この石

鶴としてわりによくJ)こってゐる.その次文は,だいたい,

第五mrl],第六il11]ふうでFfi･紙をかさねたやうである日右船に

は天人か菩薩かわからないが,中央にむかってあゆみよる

やうな脇侍があり,そのノLミ手には大きな水瓶をさけてゐ

る.おしいことには,いま頭部をうしなっT'ゐるが,岩ell

氏の潟尿(Flhn1. 13)にCも　まだよくのとってゐて,摘幣をい

たゞいた細おもての部がみられる｡なでJJTできゃしゃな身

鰯つきをし,衣文も繊細であケこ,まことにWLl･港であるD

管泉に大きなあさい蝉身光が繰刻されてゐるo Z':臓は格を

彫ったのでせまくなったためか脇侍がなく,ひざまづいた

小さい天人を,しかも塔o)方にむけて彫ってゐる. (癖鵡

1.85m)

pJ. 27　第-洞仰壁第二歳

第二髄は尖状寵である0　本埠Qj:妨一一縄と同根の坐俳であ

る｡妹額には,小さい坐俳をrll心に,ひざまづいた伏頚天人

がノ1-'.11Ilからむきあってゐる｡排端には倣形があるo既は脚

をはねあげて,つっぼり,頭をうしろにふりむけてゐるo不

安定である7-)へは,これをうける扶杜もたい｡たゞ脇侍を

かねた小立像が,こ｣にた＼すんでゐる｡寵の左右には,

つぎの髄とのあひだに塔がある｡した一層は風化してみえ

ないが,もとはii暦の塔であったらしい｡堵身には-俳乃

室二俳を大きく彫り,各層の屈娘は天蓋のごとくたゞの長

方形で,それに三角の垂飾を彫る()みである｡頂には四兼
り//ペナ

の/l'･パルメットからなる承花があり,まんなかは化生をの

ぞかせてゐる｡こ0)厨柱は節七,第八湘(節五懸,Pl.68, 69)

にあり,第九,肝卜Im"](那六想, Pl.8, 18)にもさかんk:つか

はれた｡この桝では,北壁大俄の2rl三右にもつかはれてゐる

那,こ＼では-股に萎縦ルてゐる｡この楳静枝の最後の段

階をしめすものであらう｡それにしても,庚壁の木地梯梨
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式五暦塔(Pl. 16,17)に射し,四壁にこの盈暦塔柱をわざと

つかってゐることは注意されるQ (覇師F31.90m)

pl. 28　第-洞西壁第三愈上部

第三俄の楯執絹には耶一癖相鉄額とおなじく-慣一昭づ

つの飛天をおさめてゐるo飛天は辿髪形の天と高額の天と

を交互においてゐるが,どちらも丸々とふとった身骨8.で,辛

足を大きくふりあげてゐる｡こ｣には上層の産卵文帝と坐

僻列と三角垂飾の幕の部分がよくみえる｡(坐俳端0･56m)

pl. 29　第一洞両壁第四菰上部

第四倍の袋状額は,節二寵のそれと同校に,坐俳を中央

においたもので, 71だ右から胡抱の供等天人がむか払あって

ゐるQ　むかってJF.瑞の既形は,かなりよくのこってゐて,そ

の憤悼な相貌がうかど-るQ上層の薬餌帝と坐俳列像とが

よくのこってゐる｡ (坐俳鵡0.58m)

Pl. BOA,B　第-洞四壁上静

男湘帝のう-の坐排列像,そのう-の矧頻飾,そのう-

の焚天列寵｡そのう-は天井になるQ柴天列偶はほとんど

破折し,第三範の小鼓をもった焚天がやっとみとめられる

程度である｡わりによくのこってゐたとおもはれる南端の

生体(A)は,無稽にも頭部をかきとられ,か-って北牛の坐

俳(B)に,いくらかむかしをしのばすものがあるC (上原

金高1.901m)

pl. 31第-洞塔柱南面

洞内中央にある塔柱は二暦である.ラ-に大きな?,Ti桐山

Sumeruをいたでき,したには大きな…枯野をまうけてゐる.

基質はほとんど風化しきってゐるが,その方形の輸廓だけ

は,からうじて,みとめることができる｡二犀のうち,した

は瓦茸を模した屋根,ラ-は三角頚飾の天蕊である｡上層

は楯状寵(Rub. mD)で三間にわかれ本命は坐俳,下層は

共排熱で,おなじく本尊は盤俳であるDめづらしいのは失

排額のなかが二段の傑列になってゐることであるQ　上段は

供茸者ばかり,下段は坐俳ぽかり,つまり過去の七俳であ

る｡上下のまるい穴,四角の穴は修繕のためのものであるo

(現在高5.60m)

pl. 32　第-洞塔柱東面および北面

塔柱底面も上層楯秩価,下層尖秩俄である｡上暦三間の

相鉄価は交脚菩薩の三律である｡下層央税額は南面同様に

銀俳の列と供薄着の列と二段になってゐる｡そして下層の

軒に多幣沖の束と瓢形の三つ斗がみえる｡(現在高5.60m)

Pl. 33　第-洞塔柱北面および南面

北面はかくのごとく的壊してゐる｡西南上層は東面と同

様の交脚菩薩像,下層の軒に軌形三つ斗がひとつのとって

ゐる｡上層天翌のいちばんよくのこってゐるのも,この両

である｡ (現在高5.60m)

pL 34　等-洞塔柱東面上層

天意の部分はすっかり破現してゐるb　塔身の北端もすご

しおちてゐるo Lかし上層相鉄範から下層の軒まではのこ

ってゐる｡相鉄寵は,だいたい西田におなじであるが,三間

の中央は交脚菩鏡像とその脇侍である｡脇侍のう-には合

掌胡随の天人があさくきざまれてゐる｡本尊は右手をあ帆

i.-1手を膝においた形式だが,大きな光背をお払,足下には足

をさしけた人物が上半身をあらはしてゐる｡右麻には錫杖

をもった比丘像があり,プ己麻には香位をさしげた天人がゐ

る｡相鉄頼(Rub.ⅠⅠIFJ)には各区に麹華をあさく彫り,幌幕

をたれ,額上の基白には坐俳を二mP.づ＼彫ってゐるo( f･.肝

塔身蒔0 85m)

pl. 35　第-洞塔柱四面上層･

まったく東面(Pl.34)におfJ:じであるが,こ｣の交脚像に

は足をうける人物晩がゐない｡首はおしくも,うちか｣れ

てゐる｡楯秩額の梅内には霧非文のほかに,三つ柴･を四方

に射目したものがみられる｡(Rub. Iltc)この両で注意さ

れるのは天宜であるQ塔身に比してかなり衆目1してゐる｡

上年部はなげしのやうになってゐて,こまかく方形にしき

ら,各国は遅滞文と三つ軒の四川文でうめてあるo下牛部は

三角形の乗師である｡それに弘だをとった垂幕がさがって

ゐる｡ちゃうと,わが洪隆寺のいはゆる柿夫人の厨子にみ

られる形である｡さらにこq)天讃うらの天井には大きな選

雑文を彫って,それがこのfEr.1mでは,箱のこほれたところから,

ほんのすこしばかり潮をだしてゐるo (Rub. ⅠIF)しかし,

より充分にはPl. 37Aにみられるo(天蓋耗0.60m)

pl. 36　第-洞樽柿東面下層軒

これには卯一層の本瓦茸屋根,それからふとい方形のた

る膏がみられるo　それよりも多野柵をかたどった戒と欺形

の三つ斗と壱:注.li夏されたいD　四鰭の紳像である｡下身がこ

ほれてゐるが,場所からいって坐像であったらう｡小さい光
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管があわ,天衣を大きくひるがへしてゐる｡右第一手はな

たか皆のやうなものをもち,左第一手は膝におき,左右の第

二手をもって僻桁をさ｣へてゐるD　さういふ鮎で,まった

く束の用をはたしてゐるわけである｡たかい幣をつけ,な

しめま-をみる湖つきが,払きしまってゐる｡三つ斗は左

右の蚊が,それぞれ11訳の側耐抄k:なってゐる｡前脚をのば

した上中身である｡毛なみは線彫りで,胸毛のまいた袈:覗

漁はおもしろい｡ちゃうど,ベルシア式の社主窮をみる感が

ある｡まんなかのノは方形であり,そのしたに獅子頭があ

る｡了に両形は大きく口を払らき,大きな歯なみがそろっ

てゐる｡下顎は,はじめから,あらはされなかったのであら

う｡ ･眉間の太張形の宅なみbj:芸岡の獅子の特色である｡

(Rub. ⅠIl)なほ,この胤牧には東面下暦鶴の上部基白にあ

る逆袋形の天人がうかゞはれる1) ｡ (三つ斗高0.47m)

1水野清一｢逆襲形について-喫L何問像轟;｣(俳教鑑術,節12批)大

阪1951, p･78-81.

pl. 37A　第一洞塔柱両面上層天蓋基面

B　笛一洞塔祉四面下盾三つ斗

A.天蓋うらにある遊離き確である｡やしあさい彫である

が,やはりのびのびと彫ってあるo(Rub. ⅠIF)ひだのある

張等の下面がみえてゐるが,そのをりかさなった布のぐあ

ひを繰彫でしめしてゐる｡この鮎,筋六洞の塔柱天藍と同

校であるo (超蛸帝幅0.S空m)

B.これは内面の三つ斗であるD　まんなかの獅子は:上顎

の歯b:みからしたをうしなふが,左右の既形は,東面より

もよく保有されてゐる｡(Rub･Ⅰ111)むかって右方に多悼

耐俊Q)痕逆がみえる｡ (三っ斗高0.47m)

Pl. 38　第-洞堵祉故上部

さきにのべた天空からう-は,いっtz:んほそくなって,さ

弟

P1. 40　第二洞外兼

前虫はないけれども,岩壁をそろ-るためた山をきbこ

んでゐるから,西端に袖ができる｡そこに東面の俳寵,南面

の俳偶をほってゐること組のごとくである｡東面の痕は坐

俳,南面の癌は二俳並坐である｡第二洞の外壁になると,そ

の来年は崩壊してゐるし,酉年は刺落したうへに後世の遊

記題刻があるQ　わづかに留初のおもかげのうかゞへるのは

陶版解説28-40

らに天井につゞくところが払ろがってゐる｡さうして,そ

のあたり一面はみえるのは,大きな胃巨のわだかまりである｡

こ｣からはむかって右方に後脚をふんばったのがみえ,右qr'B

把からんだ随身がみえる｡そのしたBこは龍にとりまかれた

好i銅山Sulneluの,｢たこ｣の頭のやうな裳がのぞいてゐる｡

紳曳h:塔と榊蛋友好i弓蔚I山との結合偲,おそらく中国人の考

案であらう｡鶴が盤据して堵上周遊の天井をうめ,そのた

め天井枚せまくなってゐるが,のとった壁ぎ枚は姓, -列に

ならぷ大きな飛天がある｡いまは,お腹かた削落してしま

ってゐるが,こ＼はは上申身ののとった一骨控と, 1丁年身のの

とった-11te2とがみえる｡まるい脚光をつU,線彫であらは

した大きな天衣を払るがへしてゐる｡ (天盤高0.60m)

Pl. 39A　第一洞塔柱南面最上部

B　第一洞天井南部

A.これは塔柱南耐の畑山の部分だけをあらはしたの

である｡大きく髄がからみあってわだかまり, 7,ri揃山の金

田を海腔ふてゐる｡左右の隅からまんなかにのぴでたとこ

ろに,音脚がみとめられる｡たがい角,ながい耳が噸著であ

るo　まんなかのしたが胃BE己であるo　そのう-の法るくもり

あがった輪は'-賀来のやうなものらしtJO｡そのふちたそうて

小さい隆起がつらなってゐるo　それから,そのう-に一列,

たこの預がならんでゐるのは2,11排山の山略であらう｡

B.幻弼Iuの南がは札　束西側とおなじやうに飛天の一

列があるoそしてその南には三つの大迎輩文を彫ってゐる｡

花雛は二光にかさね,まんなかには八つ,九つの子房を彫っ

てゐるo飛天よりもはるかにあさい彫りである｡つまり?,Ti

湖山をめぐって大きな飛天を一列にめぐらし,そのあまった

南方の除l二】に,蓮輩文をならべたものとみえる.(中央襲撃

椎1.40m)

洞

西中の~下部だけである.超郷文帝のしたに逝袋形の天榊の

供姿者が彫ってある｡ならんでゐるので,たんに供替者と

制Wrしたが,そのからだをくねらせて,力んだ参勢は同時

に恕門の術士Dvarap弘でもあったらうo　力をいれてはゐ

るが,班は悠然たるかま-である｡なは起糾文裾のうへに

は,胡舵の供聾者が患らんでゐたものとおもはれる｡これは

外壁描出のわかる,腔i=んど唯一の例であって貴藍である
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Pl.41第二洞内部

洞内中央に塔柱をもった石布で,節-洞とよく似てゐる｡

西北隅に泉があって水がたまってゐる｡そのためもあって

北壁,四壁はひどくいたんでゐるQ　入口はすっかり朋壊し

てゐるが,鉄門の左租がわづかにのとってゐるo　それはや

はり交閏の浮彫であったとおもふが,節-洞鉄門のそれと

は預の位斑が反判になってゐたらしい｡明窓の部分はすっ

かり崩壊してわからない｡

Pl. 42　帯二洞両壁西牢

壁両の水平分別は^#-洞にまったくおなじであるb　下層

の腰壁にはなにものこってゐない.中層は俳窮があり,局

形宛であるo上層は薙卿女帝(Rtlb. lIc)のう-に坐俳の列

倭,天空やうの三角頚飾,そしてそのう-には焚天の列鶴が

ある｡第-洞の坐俳とくらペると,この方がや1胴がなが

くつくられてゐるo屋形寵は苔薩やうの像が中心にあり,

なしめよこをむいてゐる｡右手をあげたやうすをみると牛

蜘像であったかとおもへる｡それにしても,なに像か不明

であるo偲底には令･翠の像がいっぱい彫られてゐたQ　東が

は傍樵のそとにも一昭の供苓天人がたってゐるo　軒端には

帳幕を弧状にく｣り,屋上には鴫尾と三角餅のほかに応が

彫ってある0第-粥の屋形鶴には鳥がゐない0

人口供額のむかって右端がわづかにのこってゐる｡排額

のなかに坐俳をならべ,そのう-には令弟供奪密を彫った

らしい｡節-桝にくらペると,すべての像がきゃしゃにみ

える｡ (現在高5.70m)

P】. 4=3-45　第二洞東壁

上下の暦序は南壁に息なじである｡申好には四俳鶴があ

り,楯秩寵と尖状寵とを交互におく｡そのあひだをわかつ

ものはTL犀の塔形である｡北壁,西壁にくらべると,いくら

か陳有はj:いが,下層はほとんど打王城し,おくのはしにわ

づかに浮彫宝芸像帝の一部がのとってゐるのみである｡とし

では放下の供聾者列像はまったくみとめられないo

節-瀧は俳坐俊,耶二燕は俳熔坐像(Pl. 44),節三寵は

交脚像?,第四範は伸坐像であるo(Pl, 45)みな卯六洞式

の折り目のたった服l'T,1Jで,節-範のみがやしよくのこって

ゐる｡貞盛屑の弘だが帝政にさがり,胸に弘ものむすぴめが

みえる｡なで肩につくられたこの像は,節-洞よりはきゃ

しゃである｡この範のわきには脇侍として天窓のしたに供

賛天人がたってゐる｡ほっそりした,きゃしゃな天人であるD

本件とこの脇侍の頭部は,新田氏の賀:5眉(lllg, 18)にみとめ

■1

られるb燕の右わきは耳i肝塔になるが, 7L=_わきには塔がh:

いo　そのかはりか,こ1にはたちあがった天人像がある｡

腰布だけの裸形で,片足をあげ,片手をたかくさしあげてゐ

る｡やはりものをさしげろ傑稲像Atlantesからでたので

あらう｡

第四寵の尖秩額(Pl. 45)紘,第二飛同様に坐俳を中心と

し,脆坐供革新を左右に配してゐる｡このあたりも払どく

いた/I/でゐるが,下暦の浮彫がわづかにのこってゐる｡む

かって左端の合草の立像,なしめk:みえる食草の路盤像は,

みな北壁左肺のうちの供賛瀞たちであるo (現在高5.30m,

幅9.80m)

pl. 46　第二洞東壁第二愈

本館は迅屑であるD　折り目だった衣が稲田をあほ払,衣

のはしが恒のある布片となってU字形k:胸からH.府にかし

ってゐる｡節五･ul･1, g,r六IHFiJに=)jG.過する特色である｡放けた

頭部はFig1 17をみよ｡堂々として端i17.な面相をしてゐた

ことがわかる｡俺坐像で,右手はう-にあげ,井手は膝にお

いてゐる.寵傍には脇侍ふうの比丘の小像があったらしい｡

秩額は伽存よく,脚定の俳を中心に,iJ1才;に払ざまづいた合

質,讃嘆,恭敬する供発瀞をおく｡拭端iの鶴は頭をふりか

へり,脚を_卜下にふんばってゐるQ　跳箱のうへの蛋白に

は靖柴をたてた天柵の列像がある｡やはり天の小榊であら

う｡こ＼の作ゆきはすこしぎこちないQ

粥わきU)塔は,こlでは比陳的よくQ)こってゐる｡ L丘暦

の火並瓦茸の塔形である｡塔身には帳茶がしぼってある｡

たLoかわきの堺のfj;三厭は闘挑俄になってゐる｡いづれも

三潜までは俳の並坐像, IjT四厨は三吟形式の俳怖坐像,節五

Jgは三玲形式Q)菩薩交脚像である｡それから王こ成の基堺が

あり,承花があり,伏鉢があり,相輪の別棟がある｡しかも,

めづらしいのは,この利枝には二流の陣があって,へんぽん

と,払るがへってゐることである｡ Fl放都摩』(大jF.大成腔,

第九怨, p, 9)怨-,序晶には｢一々の塔牌に各千の解fFP蔚あ

り,珠をもって交露せる幌あって,賀鈴和鳴せり｣といひ,

懇四,見焚塔晶(p.32)には｢悌のみま-に七賓の塔あり,

_TL千の欄楯あって宛'R千甫なり,舛教の幌幡もて願餅

となし,賓の嘩格をたれ,賓鈴帝位そのう-虹かかれり｣

といふ｡つまり番数の怖幡のかぎりがあることをいふが,

笠岡の堺は,いつも長幡二流であるD漁際寺の漁命につか

ふ五琵塔の長蹄とそのねもむきは-である｡ (寵商2･05m)

P1. 47　第二洞東壁上静中部
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こ｣は比校的によくのとってゐる方である｡しかしそれ

でもたて把大きな払裂があり,また袈両に剥落がある｡そ

のう-生休列陵の頚部は,無套費にもみなうちか1れてゐる.

むかって右端の像のわづかにのとった口もとをみよo　その

ありし日の毅然たる風貌がうかゞはれる｡穿き天成は南端よ

りいふと(1)′ト鼓,(2)墜笛, (3)緋踊, (4)拭笛, (5)腰鼓, (6)

鋼鋸? , (7)琵琶,(8)鋼餅? , (9)竪笛,(10)排管(漆),(ll)令

草といふふうにつゞき,こ1妃は(5)腫致以下(ll)合掌まで

がみえてゐる｡(塔頭掛版) (上層全馬1.90m,坐俳高0.65m)

pl. 48A　第二洞東壁｣滑南部

B　第二洞東壁腰壁浮腰批侍

A,前岡版(P1 47)につゞく南部である｡楽天癌の(1)′ト

戟, (2)魔笛,(3)舞踊, (4)椛笛等がみえるo前壁の崩壊した

部分も往昔されたい｡ (上層重商1.90m)

臥　年パルメット並列唐草文背のしたにみる浮彫の俳件

である｡太鼓のやうな的が三つならぴ,三人の射手が矢を

つがへでゐるo lr-.足をあげた姿勢である｡かうした放射の

光景は,いふまでもなく俳侭の一節である.シッダァルクSid-

dh瓦ltha太子の謂こ密約こすぐれてゐることをしめす一段であ

るo呉の受託措『太子瑞謄本起擢JJ (大正大獄癖,第三馨,

p. 474)敬.[･_には,ヂヴァダックDevadatta (調達),ナンダ

Nallda (赦陀)と餓鼓を射ることをきそひ,つねに二人をし

のぐさまをのぶ｡酉背の竺改定毎謬『普曜経Jl (大正大瓶躍,

第三怨, p. 501)洗車晶第十では,やはり三人の鋭射にh:

ってゐるが,かなり誇大されてゐる｡劉宋求那助陀邦吉町過

虫現在因果経』 (大正大概綻,第三饗, p. 618)では師のま-

で,たゞ弘とtIためされるので,との周とはあはない｡ (像

高約0.65m)

Pl. 49A,B　第二洞北壁

ひどく磨滅してゐるので,どういふ俳寵があったかわか

りにくい｡ (B)でわづかにうかゞ-る飛天からすると,蹄鉄

鶴で三間になってゐたことが察せられるo　中央は第一洞の

交脚菩薩像に劃し,すはった俳(A)である0 5.右の麻は節-

洞同様に年伽の思惟菩薩であったとおもはれる｡それはい

まわづかにのこってゐる石の磨滅のぐあひ(B)から察せら

れるだけである｡この二つの洞の関係はやはt)節七洞,節

八洞とおなじく俳と菩薩とを交互にその本命としてゐるの

である｡ (本尊頭頂商3.30m)

P1. 50A　第二洞北壁生母俳上身

銅版解詮41-53

B　第二洞北壁左瀬供養者像

A.成因はひどくいたんでゐる｡けれども,粒状にと｣

のへた頭柴がみえる｡あさい線刻である｡耳の彫りもあさ

いC光背も節六洞の光背によく似てゐる｡あさい彫りで,

頭のまはわに惑輩文があり,つぎは火鮪である｡それから

静身光のふちも火蛤である｡さうして,そのうちに飛天の

一帯があり,眉の三角にのとる部分には,また火格をいれて

ゐる｡ (Rub.I D)(俳頭濁1･20m)

B.北壁の左胸左わきである｡寵壁がまはって西画して

ゐるあたりに,この像があるo(Pl. 45, 61B参照)合掌し

て,すこし上身を内がはにまはし,天衣をたかくはねて,

弧状をゑがいてゐる｡との像のすぐ右わきに合掌胡随の天

人がゐる｡たか小官をたて,すんなりした参僧をしめして

ゐる｡ (挽坐倣高0175m)

pl. 51A　第二洞北壁左頗著蘭光背

B　第二洞北壁中央俳愈供養老優

A.北壁左胸である｡光背の一部がよくのとってゐる｡

それをみるi=那一洞爾痛とまったくおなじである｡笹身光

は外縁が火突乱　そのうちがはと頭光のふちは申パルメット

並列唐草文である｡蜜冠のひもが一同伸して大きくひるが

へり,左右に磨滅した飛天がみられる. (Rub･I E) (離幅

1.65m)

B.これは中央の痴れ右がは,光背のそとにならぷ供尊

者たちである｡数段にわかれてゐるが,こ｣には三人の一

段がみえる｡天人たちは合掌し,ある弘は片手をあ机ひざ

まづいてゐるC　懲はたてに三つの山形になってゐる｡ (像

鵡約0.35m)

pl. 52A,B　第二洞四壁

西壁も払どく風化してゐる｡東壁に照廠して四痕にわか

れ,先供部と楯排癌とを交互は配す.南の第-舵は二郎並坐

(Fig. 16),第二鶴披交脚菩薩,第三寵は生俳,第四位は交脚

菩薩像である｡そしてこれをむかつの把,やはり塔形をあい

てゐる｡塔形は,もちろん多層塔と潜もふが,瓦茸屋根では

ない｡いまわづかに汲上層のみがのこってゐるが,それをみ

ると承花,伏鉢,剃桂があり,屋根も軒もなく,そのしたぢか

に塔身がある｡この種の塔は,単層のものを第十四洞西壁妃

みるが,多層のものは例がない｡(現在高6.60m,幅10.Ion)

Pl. 53　第二洞塔柱南面

南面のほか,すとし西面がみえてゐる｡第-洞とちがひ
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雪岡石窟第二洞

三暦塔である｡基増はみえないが,小さくとも,A:にかあっ

たことであらう｡第-獅とおなじやうに天蓋があり,その

ラ-には盟龍と山がある日　屋根と軒は永逝をま&,三っ斗
サスソカ

と文事束があらはされてゐる0第二夙第三暦はとくに軒が

で｣ ,四隅には大面とわの方棟がたってゐる｡その方杜の下

部に,もとは木地の欄杵でもはめてあったやうであるD　ま

た斗妹部の下面は,あさい超新字帝を彫ってゐる｡節一層は

愈上に沖天の列偽があって,うへの二層とはちがってゐ

る｡岡而第-厨の範は二俳並盤であるb　ある弘は多賀塔と

いふべきであらうかD　南面第二犀は,まんなかが坐俳の

央鉄瓶, ZrJ右は倍坐俳の楯鉄瓶　姉三暦払　まんなかが交

脚背蔭の相鉄寵, Zr-.右は亜俳の央秩範である｡ (現在尚

5.40m)

別. 54　第二洞塔柱床面および北面

むかって右がはに,北面もすこしみえてゐる｡東面,第-

暦は寵形不明,三寵にそれぞれ盤俳が彫ってある｡第二暦

はまんなかが盤俳の免状鶴,左右が坐俳の楯秩寵,第三暦は

まんなかが坐俳の相挑範, k-.右が坐俳の央挟甑である｡ (東

商現在讃; 5.80m)

P1. 55,56　第二洞塔柱北南および西南

北間(Pl.55)は天蓋がまったくかけ潜ちてゐる｡第-暦

は三陶になって,まんなかは坐俳の央秩範らしいが,左右性

たゞ天蓋をいたゞいてゐる俳の立像である｡第二暦はまっ

たく風化してゐるが,中央は俺盤俳であったらしくみえる｡

第三暦は中央が焚脚菩薩の楯鉄瓶,左右が盤俳の央耕寵で

ある｡

Pl. 56のむかって右がはには塔柱四両がみえるo　西南の

罪-暦はまんなかど坐俳,衣.右が丘像,鶴形はまったくわ

からない｡こlでは第二暦,第三暦の西北隅が,顔だるきに

なってゐることがよくわかる｡ (北面現在高5･10m)

pl. 57　第二洞塔柱水甫隅

東南隅をみあげたところo　軒うらの顔だるき把なってゐ

るのがよくみえる｡斗秩部下面の建桝帝をみよo(Rub. IIE)

天蓋は梶ぐみのなかに方形の産華がならぴ,それに三角の

頚飾と,ひだをとっな縛鏑がたれてゐるo (Rub･ⅠI K) (第三

暦塔身前0.60m)

P1. 58　第二洞塔柱東面第三静

本瓦聾の屈枚は,丸瓦と平鹿のはしを息_irL'にうつしてゐ

る｡第三暦軸部は三間にわかれ,楯状寵と央秩範を息さめ

てゐるが,みな偏裡*1一府の坐俳であるb FP問の桂は食草の

比丘傾,それから合笹の天人像を彫ってゐる｡その/ト像は

第六榊の諸像をおもはすが,俳像は第六桝のやうにqrり目

だったひだでなく,わきしたもふかくはいLDでゐて,からだ

のまるみをよくあらはしてゐる｡その新が周壁辞令とのち

が弘であるD軒がで1,隅にたつ大同とわの方柾は,したに

なる授どふとい｡う-に壮J瓜板があり,斗があり,桁をう

けてゐる｡杜の下部内側には欄肝をさしこんだらしく,兆

部に方形の穴があるD (堵身商0･60m)

pl. 59　第二洞堵杜北面第三暦

#･.右の坐俳,まんなかの交脚菩薩像,みな釦がとけてゐ

る｡交脚啓薩は/.ミ右に獅子をしたが-,柏手はJl向k:あげて

ゐる｡まるい頭犯　その左右に天衣が大きくひるがへり,

願にかしってひるが-ってゐる｡そのさまが風化しながら

ち,llYによくと1のってゐる｡それに身付B.つきもどっしりし

てゐる｡左右あきの令箪俳像も,小さい放がらにまるまる

とした身miである｡鶴のあ弘だの杜には,合箪天人のあさ

レ､浮彫像がある｡錦像配腿は南面第三暦におなじである｡

(塔身商0.66m )

pl. 60　第二洞塔柱画面第二胤第三盾

東面第三層に潜なじである｡みな坐俳で,中央が三呼の

蹄鉄免　FT一右が一命の尖挑範であるo　こ＼には四両第二暦

もみえてゐるo(Rub. ⅠIG)東面祁二肘とはちが払,まんなか

ゞ交柳平藤の三食鶴であるoそれにtl三も右も牛肋の思惟像

らしい｡それに左わきでは,馬が払ざまづき太子の足をなめ

てゐることがわかるD　右わきも息なじやうな馬があったら

しく,四本の脚がみとめられる｡しかし,この馬はどうもひ

ざまづいてはゐないらしい｡とにかく,これはシツダァルタ

Siddhartha太子が白馬カンタカK叩!hakaとわかれるとこ

ろをあらわしたものである｡虫無瀬の『俳Wr行.qBJ] Buddha-

cam'ta (大rtE大赦経,那四61, p. 12)怨二には,白馬は｢太子の

展蟹の官をきいて,膝を周し足を耽め,長息して挟流迎し

た｣といってゐる｡ (第三暦堵身高0.Tom)

pl. 61A　第二洞塔柱西南隅第三盾

B　第二洞塔柱画面第二静

A.西南隅をやしみあげたところ｡隅の大南とわの方柾

と大斗が隅の三つ斗むうけてゐる｡そのう-に軒うらがみ

えてゐるが,顔たるきであるo第二暦の隅も顔たる音であ
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る｡軒ぐみの下田に選鵬かきりがみえてゐる｡天歪の下面

は糟貝の弘だがみえてゐるのみで,あとはたどあらい石の

両がみとめられる｡ (第三暦塔身高0.70m)

臥　西面節二膚は交脚菩薩像を中心にし,左右は年月凱思

惟の太子像であるが,どちらも足もi:に馬を彫って,まった

くシムメト1)イであるoこれはひじゃうにめづらしいことで

ある｡交脚菩薩に年蜘太子像を配するととは,しばしばあ

り,ちかいところでは,節-洞北壁もそれであるが(Pl.21),

1∃馬との別離をあらはすことは,第六洞のほかに例がない｡

この間版のむかってZ.=はしには,北壁左廟のZi'脇侍がよく

みえてゐる｡ (第二潜塔身祐0.76m)

P1. 62A　第二洞堵柁東面第三静左庇

B　第二洞塔柱西南第二膚左愈

A.偏祖右肩の坐俳である｡右手は:胸に,左手は膝にお

いて衣端をもってゐるo　頭部はこほれてゐるが,そのとほ

った曲.ひきしまった口は,まだみとめられる｡左右に小さ

い脇侍がある｡う-の失政額には五億の生体があり,その

上隅には二雌の供巻者がゐる｡さらにうへをみれば,のき

うらの蓮郷群がみえ,したをみるとあらい彫りの床がみえ

る｡つまり,したからみると,こしはみえないので,あら彫

りのましのとしたのであらうo (鋸南0.40m)

B.四[-iT節二rwのir･銘である｡右寵同様に楯状寵で帳幕

をかしげてゐる｡年蜘思惟像はからうじてみとめられる｡

右わきに払ざまづいて首をのばしてゐる馬がゐる｡これは

いふまでもなく太子が山中にいたり,いよいよ白馬カンタ

カK叩thaka(粗野)とわかれるところである｡カンタカは

わかれなおしみ,太子の足をなめたといはれてゐる｡足を

折りさ菰をのばしてゐるo　右隅にみえるのは従者チヤングカ

Chandaka (牢固)であり, JL三手にみえるのは単なる令･箪供聾

者であらう｡さきの右和太子像(Pl,60)の馬は払ざまづい

てはゐないやうである｡ (叡誠0.44m)

Pl. 63　第二洞天井南部

とれは天井の南部であるが,こ｣には堺-洞とおなじや

うに大きな蓮華が三つならんでゐる｡あさい彫りである｡

避蛸は二正になってゐて,大きな子房があり,蓮資の故も多

い｡ (Rub.7ⅠIA,B)いま剥落はなはだしく,白くみえると

ころは絃育,黒くみえるところは発がぬってある｡むかって

左上にみえる天人札　第-洞同様に糊山をとりまく飛天

図版解詮54-67

の一列である｡ (申釆遵華裡1･60m)

Pl. 64　第二洞天井東南部

骨幹固版(Pl.68)のむかって左上にみえた飛天である｡剥

落はなはだしく,彫りはあさい｡相手をのぼし,雨足をはね

て,カづよくとんでゐる｡胸はつよくふくれてゐる｡天衣

はこれにか1わ,また手のまは()にも,払るがへってゐる｡

下速にみえるのは東壁の奨天列痕である｡南から小鼓,竪

節,寵琶,銅舷?,竪笛と独走されるo (飛天像高0･80m)

pl. 65A　欝二B洞(藩霞洞)外景

B　第二A洞外景

A.第二洞と第三朋との申開k碧霞il･.I Pi-hsiかtung i=よ

ぶ石矧がある｡われわれはこれを第二朗司と名づけた｡山

の斜両をきりこんで,垂笹の壁面をつくり,としに明窓と

秩門とが上下にロをひらいてゐる｡また左.右にそれぞれ上

下二つづ｣の窓をひらいてゐる｡いま入口のう-に｢碧霞

洞｣の文字が彫ってある.その左右に′トさい孔があるの

は,なにかの迫樺のあとである｡ (外壁幅7･30m)

B.第二洞と堺三洞とのあひだにある未完成の無名洞で

これを第二A軒.]と名づけた｡諾吉尾には明恵の一部がみえて

ゐるが,さきの碧霞洞とよく似てゐるから,やは州ヒ塊の

時代に着工したものとおもはれる｡ (外壁幅6･90m)

pl. 66A,B　第二B洞内部

払ろさ7.70mぽかり,奥ゆき3.30mあまりの矩形の石

塀である｡床はすこしうまってゐるのであらう｡壁面は究

けづわのましだから,未完成瑞のやうにおもふが,前壁,級

壁にのこる同前の方形の火をみると,こ｣にねだをわたし,

階上と階下とをわかったやうである｡さうすれば一種の住

眉であるD　しかし,それも,むしろ後仰の利月紬ゝも知れな

い｡蘭壁がほとんど垂敵てたって,後壁がつよくまへにの

めってゐる封など,北醜窺らしい特徴であるし,壁面にのこ

るあらあらLtJ,堤癌にも,北銀のいぶきが感じられる｡

pl. 67A,B　第二B洞天井

払らたい天井で,これを格子状K:しきり,格天井にしてゐ

る｡ほとんど風化してゐるわけだが,そのなかに蓮華,飛天

などのあったことが,かすかにわかり,その様式によって,早

はり北魂満だと推定するのである｡
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質問石窟第三洞

購

Pl. 68　第三洞,第四洞外景

むかって左手が東方群と中央群とをわかつ′トさい谷であ

る｡やしまんなかに口を払らいてゐるのが,第三朋の門口

であるB　しかし,光をレ､ふと,これは西の湘口であり,前遠

への榊口である｡レ､まはすっかり破損してゐるけれども,

これに臆沖る東の洞口もあったらしい｡これらの洞口をは

いると,主塵k:はいる入口があり,そのうへに明窓がひらか

れてゐる｡主盤-の入日牡,西のひとつしかできてゐない

が,明窓は一･兜ある｡明窓の左右,テラスのう-に三原塔を

きt)だし,その中聞にのこした岩塊に,′トさい石筋を望bぬ

いてゐる｡いま,そのま-に,石づみがあわ,南がはにこっ

のアアチ窓と,西がはに一つの鉄門がみえてゐるo　これは,

もとより近時の追加である｡明窓より一段たかいところの

岩壁に,長方形の梁穴がh:らんでゐる｡親政十二あるDこれ

は第五網,第六洞の外壁にもあるもので,こlに大建策をつ

くったと尊の薬穴とおも-るB　この穴はなかで折れて垂直

になり,丘のうへまでつきぬけてゐる凸　との衆穴のうへに,

一列の小さい穴が女らんでゐる｡ (Fig･19a,b)

むかって左端の岩塊は第四胴である｡ほとんどうまって

しまったやうな入口がそれであり,その左右に明窓がある｡

東の明窓はつみ石でうめられてゐるo　これについで大きく

口を払らいてゐるのが,第四A洞とよんでゐる小箱である｡

第三洞から第四洞のま-,一面にある石づみの壁は,近世佐

屋につかったなごりである｡山下の岱迫は,そのま-をと

ほって東西に放しってゐるQ(外壁商約24.00m)

Pl. 69A　第三洞外壁西部

B　第三洞外壁東部

A.前塵にはいる西の門口である｡この西にまた明窓が

あったらしいD　この前金のう-は,岩が段になってゐて,そ

のうへに一基の暦塔を捻りだしてゐる｡う-の方に大きな

梁の穴が三つみえるD小さい穴はうへに一列みえるが,節

盤の外壁にも払くいところに一列ある｡国版左端前方妃の

こる岩塊には,第四洞がはりこまれてゐるのである｡(鉄門

偏約2.70m)

B.さきの図版k:封廠する東部である｡前垂の門口蛙の

こってゐるが,前堂の天井が崩功したため,みるかけもな

いすがたである｡前垂のう-の暦塔がみえ,方形の穴とま

洞

るい′トさい穴の列とがみえてゐるo

Pl. 70　第三洞外壁西堵

西塔を東北隅よりのぞんだところである｡ 1ご部はうもれ

てゐるけれども,木地榊築をまねた三暦塔であるD　屋根
TJスp)め

はこほれてゐるが,三っJlと叉首束の軒ぐみはよくわかる｡

第三伊は各面を三間にわけ,それぞれ俳舵をおさめたらし

く,東面中央には交脚菩薩の楯挑範,左右K:は坐俳の央放熱

がある｡東面第二厨はまんなかに,二俳並坐の央班燕をお

いたL.げで,左右は鶴なく浮彫像であったらしレ､o那-Trfは

うもれてゐてわからない.彫像のやうすは第一洞,第二でtr･]の

塔柱に似てゐるといってよからう｡露煤や剃杜絞わからな

いが,石でなかったこともかんが-られる｡ (方約3･00m)

P1.71第三洞外壁東塔

西南隅よりみた東塔であるo　これも酉塔と缶なじく大迫

構築をまねた三原塔であるo飾範のやうすも西塔に艦する

やうである｡しかし,この方が風化がひどレ､｡露盤からう

へはわからないが,わわにづんぐわとした塔であったo　基

奄!のぐあひも,よくわからぬが,あまりたかくはなかったら

しい｡

圃版のむかって左上の隅に,染穴のとはれたものがみえ

るD　そのなかのくろくみえるところが,うへにむかつてあ

いた垂直の穴であるb (方約3.20m)

Pl. 72　第三洞門口

正確にいふと西の門口であるo Lかし,いまはこLfc'け
7■7Lザ･

しか村人できない｡ゆるい鉄門になってゐるが彫刻などの

あったやうすはな)､B　これをはいると,よこたがい前宝に

なってゐる｡うへにみえるのは西の明窓,その光のしたに,

第三洞主宝の本館たる,うつくしい三や俳が配'Rされてゐ

る｡こL k:も薬の穴,極の穴が水平にならんでみえるが,そ

のうへが水平に,すこしくぼんでゐるやうである｡こもに俳

殿の横がとはってゐたわけであらうか｡-(鉄門幅約2.70m)

Pl. 73　第≡洞皇室盆景(東方より)

むかって左の明窓に射して主垂三尊の大俳寵がある｡ほ

かには全然彫刻がないD　いたるととろに未完成で,凹凸の
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ある不規則な塵が,風蝕に抗しながらたってゐる｡洞外の左

右塔を脳裡におけば,その外党のながさに臆iじた長大な部

屋であるとよがわかる｡しかし,その中心は方柱が,きりの

こされてゐるため,鐘内は,こlにみるごとく廊｢このやうh:

せまい昼間になるのである｡三雄鶴のあるのは未完成方柱

南面の西端にあたるDだからこのせまい部屋は,こ｣から

直角に北になれ　また東端からも北に部屋がのぴてゐるC

つまり,としにはコの字形の部屋ができるわけである｡事

まへのくろい土壁は近1iT:のW,没である｡(金満約18･00m)

p1. 74　第三洞主室盆景(西方より)

これには方柱南面の全部がうつってゐる｡その凹凸があ

り,あれた壁面を注恋されたい｡はるかむかふの明りは東

の窓からである｡そのしたに卿Llはない｡方柱南面の米綿

から,また部屋が北にのぴて,こ｣に,いはば鋸屑をつくる｡

三埠範のまはりには,なんの姓餅もないD三埠の足もと捻,

すとしうまってゐる｡ (本尊冶】約9･00m)

pl. 75　第三洞主室三尊大鹿

あさく馨りとんだ侃形に, -光三実車の大三唾俳を彫って

ゐるQ　すこしとがったアァチ形のなか軌大きな容光身が

いっぱいになってゐる｡その両わきに賛鎌形の光背を背潜

った,たけのびくい苫薩の立像がたってゐる｡本埠の倍坐俳

はゆたかな,はちきれさうな肉肋をしてゐる｡ Ezl'lのわりに,

すこし胴以下の方が小さいやうである｡

pl. 76,77　第三洞主室本尊と左右脇侍

この二枚a)図版をあわせると,三埠像の全貌がえられる0

本尊の胸,足もとが,かなり風化してゐる｡小さいまるレ､穴

紘,修理にあたって捗代をさしたあとである.たくましい開

肩,そこから細腕が左右にさがる｡右手をあげ,左手を膝に

おいて拳をみせてゐる｡左手のかたちはめづらしい典例で

あるo右脇侍は鮒.a:のう-比焚瓶をいたゞき,左W'侍は獅

子をのせてゐるo　これもめづらしいo　もしZl三協侍が此俳を

いたゞいてゐるとすれば,観譜背薩Avalokite畠varaになり,

斑瓶の右脇侍が大勢至菩薩Mah瓦sth民mapr豆ptaといふこと

になり, 『観無丑詩経』 (大了に大戚艇,第十二堰, p･344)

にいふごとく,本埠はまさしく阿銅1ig俳Am払bhaBuddha

のはずであるQ　さうすれば*49:の手も,右は地銀袋の印

abhaya mudr瓦であり,左は輿願の印vala mudraの鎗修

であるとおもはれるDけれども,たゞZL-:脇侍の賛冠に型の

ごとく他俳をのせないことが,この推定をちゆうちょさせ

図版解放68-78

る0

本呼の衣は迅府で,きはめてうすい｡堂々たる宜脳をお

扱うて,胸に,膝にゆるやかな弧状のひだをゑがく｡その

ひだのやり方は,笠岡のどのひだともちがふ｡その次のぬ

れたやうな桑かさが,滋快な=釧掛こやさしい盛儀をおとさ

せてゐる｡右手の袖口の庭理にみられるやうに,一腰招15:A

肌ではあるが,作者は形式的なものに,はしらうとしてゐ

る｡ =Tiもひじゃうに特色があるDみじかい五指はづんぐり

とまるく,大きな輩娃肉があつい｡とくに右手と手首との

造形上の陸田係は粗朴である｡笠岡一般の俳手の擬糞さとく

らぶぺくもない｡

光背はかたちの大きなわりk:,ふちの光焔帝がせまい｡

また火燐もまるい轡曲で緊張比とぼしく,またその繭が払

ろいので,もえあがる力はよわい｡頭のまはわの燭光も,ふ

ちk:光熔文背がある｡光姑のつぎには,どちらも飛天の一

帯がある｡これもわわk:せまく,飛天も′トさいoそのつぎ

の内借は生休o)列である｡これよりうちについてはよくわ

からないが,肩にそうて火鰭があわ,頭にそうてごくはそい

蓮華文がありたらしい｡(右脇侍光背商約2･60m)

pl. 78　第三洞主室本尊上身

胸はかなり風化してゐるが,劫はひじゃうによくのとっ

てゐるb　しかし,よくみると衣所が碗化してゐるだけで,〟

皮したは,すぐ粗類になってゐるらしい｡胸にも顔にも木

釘をうった生々しい修理のあとがみえる｡ことに顔面の

釘は,うすい布片または紙をおさ-たらしく,水の上は凱

釘をうって,それをよこになりまげてゐる｡

頭の肉留や溺紫の部分には,毛髪をあらはL～てゐなレ､｡

そのどっしりした形には:,北班やうが形轡してゐるC　部面

は腰がたれてまるく,かなり払らたいq嶺もあさく,現はふ

とくみじかい｡細部のしあげは,まるまるとしてゐる｡袈

際もまるく,_I?_もまるい｡笠岡の北銑諸像とのちが仏は,曲

梁,曲鴫のまるさ,やはらかさはいちじるしい｡盈した,ラ

比倫の地形は:,特殊な切れ目がめだつ｡暁のわも大きくま

るく,癖の自確Iurpaのあとが大きいD　旧も目も大きくゆ

たかな弧をゑがき,それに割線をく姓へて,くっきりとあら

はしてゐる｡眼のJll心には大きい孔がはりこまれてゐる｡

これは誤脱をいれたわけであるが,服のふちをとぼってま

で大きく孔をつくってゐる｡絞めとんだのは黒柚の陶器だ

が,はたして,それはいつのころの細工であらうか｡(頭高

約2.70m)
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栗岡石窟第三洞

Pl. 79　第三洞主重右脇侍

肉つきのゆたかな菩薩立像である｡足もとのとけてゐる

こともあって,すこししたすぼみの感がある｡蓮座でもあ

ったのかと卦もふが,いまはない｡身好投にくらべて頭部が

大きく,隅にくらぺて両腕が大きい｡瀕はまるく,脚も腹

もまるく,そこに折があらわされてゐる｡かういふことは

笠岡北殊の石俳k:かってないことである.下裳はきはめて

ひく1,あさい弘だをつくってゐる｡上身の天衣もおなじ

くあさいUJe'である｡理路のたぐ弘は-切ない｡右手には

なにか乗数の産華でももってゐるらしい｡まるまるとふと

つた事であるが,その指の彫飴は素朴であるo　左の事さき

はをれてゐる｡

光背は蟹珠形で,火焔のふち,化俳の帝,さうして中心に

襲撃がある｡(Rllb.IA)その火焔のよわい曲線,此俳の散捜

なすがた,垂華のほそい卿,いづれも芸岡の北委馴苑とはちが

ってゐる｡むしろ,この大まかな,ゆるやかな火燭は北甲堂

山中洞の火焔飾1㌧くだっては大同撃板寺の大仰光背21に似

てゐるB (像高約6.00m)

1水軌長沢『堺盆山石窟』某都19Ii7年刊, Pl･L,LI･

2　闘野点,竹島息- 『庶金時代の建築と其の珊倹』上懸,茶t二京1934

年刊, Pl･ 50-52

Pl, 80　第三洞_*.室右脇侍上身

厨ははってゐるが,ごくうすい炎文を彫って,肉付程のやは

らかさをしめしてゐる｡これは左脇侍にもみとめられる｡

衣の弘だは,これ以上あさくできないほどにあさく,ふちだ

けが,UJe'を税調するやうに,やもふくらんでゐる｡しかも

蛋岡のふつうの北魂併とちがふところは, UJe'のかさなり

かたである｡つまり一･枚には,ラ-のひだがしたをあほふ

てゐるが,こ｣ではしたの弘だが,ラ-のひだにかさなって

ゐる｡現はふとく,頚の輪はつよく,しまってゐる｡額の柴

やこめかみの襲,また耳の彫り方にも特色がある｡眉,日な

どは本奇に舟なじである｡くろい限は,故にか献入したも

のらしく,いま大きなうつろになってゐる｡曲のかたち,厨

の幣曲も本命に似てゐるが,人中はとくにとがってくひこ

んでゐる｡しかし,或薬な賓冠と入念な満額とにふさはし

い威脇のある頗貌である｡耳たぶには耳現があり,府k:紘

頭柴の一部が扱うってゐるD (頭商約1･80m)

Pl. 81第三洞主重右脇侍帝都(iE面)

変容は克明にきざまれてゐる｡ほそい平行の刻線を彫

り,それがあっまって,いくつかのふっくりしたたばになっ

てゐる｡かうしてよくと｣のった常襲のう-に焚冠があ

るb焚冠は方形の金具を中心に,渦怨価をそのま捻りにお

普,そしてそのう-に花瓶をのせ,瓶k:は繁華を挿してゐ

る｡さらに冠側は方形の金具やうのものがあり,側面の花

枝につながってゐる｡兜に束準な焚短で,笠岡では,腔かに

みられないものである｡もちろん,一々の細部,とくに唐草

の曲線は,みな霊岡の北貌僻とちがふ｡また,その急性まか

なところは北帝のものに似てゐるともいへるが,はるかに

緊張がたりない｡水瓶をいたどいたのは大勢重苦蔭かとお

もふが,さきにのべたやうに,これに照廠すべき観世菅菩薩

がはっきりしないo (頭高約1.50m)

pl. 82　第三洞主室左脇侍

これもやiづんぐわしれ　ふとった菩薩像であるo　風化

紘,この方がひどい｡右の手首がのこってゐるのみである｡

光背ものとってゐない｡たLv菩薩の頭部が,荒贋のまんな

かに,不慮様なほどみごとにのこってゐるQ

としでは本尊の左手がちかくにみえ,ひざにかじったう

すいU.だが,逆k:かさなってゐるのがよくわかるo(俄雨約

6.OO汎)

p1. 83,84　第三洞_='F.窒左脇侍上身,頭部(rE面)

かなりあれてゐるが,手のふくらみ,やはらかみはよくわ

かる｡頚の細部は右脇侍によく似てゐるけれども,右顎か

ら頚がすこし破折してゐる｡こ｣のまるい眼に捻,-%徹の陶

界がはめてあった｡それはごく近粒のものとおもはれた

が,はたしていつからくろい陶界を献入するやうになった

のかは不明である｡右の耳はうしなはれてゐるが,左の耳

はよくのこってゐる｡耳たぶに耳現があり,その府に預髪

がたれかlってゐることも,右脇侍におなじである｡

戟冠のま正IGは獅子頭であるo　これにつレ､で長方形の金

具やうのものがあり,側耐の花飾と連結してゐる｡光背は

破折してゐるが,これも右隣侍と同校,火怯化俳私　産薬

の蟹珠光であったらしい｡ (両前1･50m)

pl. 85A　第三洞尭室右脇侍頭部(側面)

B　第三洞_=F.室左脇侍頭部(側面)

側面をみると北錬僻とのちが弘が,またはっきりするo

ゴ現のまるさがいちじるしい｡眼のしたから頭にかけての桑

かさ絞,血のかよった皮倍の感じである｡柴の毛の,形式的

ながらも,みづみづしさは人目を払く｡賛冠はどこ-まは

っても束準である白　焚冠の充右側面はh:ん段にもかさねた
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安雄文である｡ -榔北奔鵜飾をおもはせるが,平板的であ

め,面の紫蝦がたわない｡牡丹唐草ともいへるが,形がくづ

れて,やl明噺を放くo(田端各約1.50m)

PL 86A　第三洞主室右脇侍蟹冠

B　第三洞主室左脇侍貿冠

A. it;面方形の金具価のしたに渦文があり,左右紅は三

段の渦文がある｡(Rub.IB)いづれも中心が爽ElIしてゐて,

索郁恵,しまりのなレ哨像をあた-る｡そのうへにたつ水

瓶はしたに超越があり, a:かに-輪の花がさしてある｡め

づらしい花瓶である｡なんの花ともい-ない八輪花で,萱

の左右に唐草の燕が払ろがってゐる｡水瓶は軸のほそレl,

高滋のある壷であるo蓮座は二重に五郷がさがわ,その左

右k:まきこんだ拓がある日その唐草のおもむきは,いくら

か北艶階ふうな大丈であり,また大まかである｡けれど

ち.彫漁の鮎では,北殊　隅の特色はすこしもあらはれて

ゐない｡要するに,擬古的な作品の徹底しh:レ､一面があら

はれてゐるとみとめられる｡ (焚冠商約0.76m)

B･これは獅子靖といへよう.(Rub.Ic)まるいr眼,みじ

かい赴,大きく払らいた口には四枚の門歯がなちび,牙が

ある｡下顎はふさふさとした毛なみにかくれてみえh:い｡

毛はその場をまきh:がら,文様的にならべられ,うつくしく

とlのへられてゐる｡矧滋なのは二股になった大きな角で

あり,その中間に弦月とまるい太陽とがあるo獅子軒とい

ふものは,わ少に時代の特徴のはっきりせぬものであるが,

そのこまかレ､細部の捕ま3GB:,どうしても唐以後のものとレ､

へよう. (資タL6g摘0.58m)

Pl. 87　第三洞三i三室蘭壁(JIq'方より)

317,三桝ryf虫よりふみこんyLilところである｡むかって右た

みえるのが蹄当寺からの入日であり,そのう-が明怒,その光

のした,むかって左方が三玲大俳のあるととろ｡としに方

柱の南朝がなもめにみえてゐる｡はるかに,むかぶはみえ

る明りが東の明窓である｡いまこ1からは束壁の一部がみ

え,そしてまた水平の天井がみえてゐるo手まへの西の明

恵の東,天井にちかいととろに,もう弘とつ小さい明恵が

ある｡ (塵[73J一約13.00m)

Pl. 88A,B,89A,1;第三洞主室南壁

これらの渇展四枚は,主蛮南壁をしめすためにあげたD

Pl.8SAはその東端であり, Pl.89Bはその西端である｡

Pl.88】;と　Pl.89Aとはともに南壁の中央部であって,それ

国版解放79-91

を東からみたもの(Pl. 88B)と,西からみたもの(Pl.89A)

とである｡ Pl.88Bには方柱南面が右方にうつってをわ,

Pl.89Aには西眉の東壁一部が,むかって左手にうつってゐ

る｡のこされた中央ブロックからいへば西南の壁である｡

Pl.88A kは,むかってイ]l手に方椛東面がうつってゐる｡

一般の風化はまぬがれないが,平行線の墜あとが歴然との

とってゐ多｡もちろん,長年の風化は,その凹凸をいくら

かなめらかにしてゐるであらうD P1.89Bのむかって左方

は,北にのぴた西b嘉の東壁であるB (壁高約13･00m)

pl. 90A　第三洞主室西部(南方より)

B　第三洞∃三宝東部(南方より)

A.これは西B享の金魚である｡おくに北壁がみえ,むか

って右に東壁,い弘か-ると,のこされた方柱の西田がみえ

る｡北壁に若干の方形の彫りこみがみえるが,もとより,そ

の窓国はわからない｡床は石づみのみえるの帆　近世にお

ける洞内居住のなごりである. (西虜I北壁幅約5･50m)

B.東B;Lもおなじであるoあくにみえてゐるのは北壁で

あり,むかって右は東壁である｡左にみえるブロックは中

央に選りのこされた方桂の-J#oとの瀕b-,Lでは,このぬくが

すこし西にむかって堤りとまれてゐる｡このことから中央

に大きなjJ'杜のブロックをのこし,周軸をくわぬく意国で

あったことがよみとられるbそれにしても,こ｣の洞猫は

東西の幅が払ろいから,節五胡月のやうな方柱でなく,第四洞

のやうな妓形の柱をのこすつもりであったとおもはれるD

(東B;i米酉帖約5.50m )

Pl, 91A　第三洞上室蘭壁

B　第三洞上室束壁

上虫の側壁は東西とも北から南にかけ大曲梨がある｡繭

壁ともにかなりいたんでゐるが,千体庶己でうまってゐたこ

とだけはあきらかである｡九愉九暦で八十一範であるが,

中央に大鶴があって二十成分の地をしめ,左右の僚自妃

瓦,六寵彫わくは-られてゐるから, 31f･児は-塵七十四,五

鶴といふところである｡千俳中央にある大鹿は三尊盤俳の

央瑛髄である｡秩矧軸こは過去の七俳を彫り,扶額外には

合掌供聾者を彫る｡みな,腔っそりした投身,なで肩で,ヰT

国ふうの衣をつけてゐる｡

ひくい膜壁は東壁によってからうじてわかるが,遊髭裸

形の天紳たちで,みな手をあげて益をさ1げてゐるらしい｡

つまり保儀であり,アトランチスAtlantesであり,また天

紬でもあるらしい｡ (西塵幅約2.70m,東壁幅約2.60m)
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Pl. 92　第三洞上蓋甫壁上部と天井

千俳の甫壁と格闘の天井との関係がよくわかる｡これを

わかつ天井なげしの部分には,なK:も装飾はないが,わり

に亜然たる樺治である｡岡版上端にほんのすこしみえてゐ

るのは,北壁俳寵の幌幕である｡

pl. 93A,B,94A,召　第三洞上宝両壁細部

虫がせまくて甫壁の金貌を一時にみることはできないQ

しかし,よくみると,やはり九段で,一段おのおの十八範

ある｡けれども門口があるため,その金教はなく,いま百

三十四範といふところ,それに左右僚白に教寵がある｡ほ

そい,きゃしゃな俳俊である｡ irJ_右相柄の池原と,木原右

隣を大きく衣端でくるんだものとの二筋新を交互において

ゐる｡

膜壁は東がはがや｣保存よく(PL94B),迎柴裸形の天

神たちと,そのうへによこたはる廼雑文帯がみとめられる｡

門口は方形であるoいつか南扇の扉をほどこしたものとみ

え,梶の孔その他がみとめられる｡

p】. 95,96A,B　第三洞上宝北壁交卿菩薩

北壁いっぱいに相撲鶴があるB　そのなかの間をふかくつ

くり,衣脚菩薩を彫ってゐる｡みにくl夙化してゐるが,醍

身の菩薩で,寵内の串間がひろぴろとしてゐるo　ながい燕

いっぱいの究塵があり,そのま-に本命のほそい脚と足く

びがすらりとのぴ,左右にかたばかりの獅子像がある｡蟹

座のまへ, #_右の寵盤に協侍の瀞漢を小さく彫ってゐるが,

縄漢は獅子の背後からでた廼華のう-にたってゐるo

菩薩は右手をあげ左手を隙においてゐるo爾膝からfz:れ

た衣文はするどく平行線の弘だをつくってゐるo　いま,臥

どくいたんでゐるけれども,もとは笠岡末期ふうの,すらり

とした優雅な彫刻であったらうo　耳が長大で,三両冠がよ

くのこってゐるo　三両とも畢榊の顛雅をかぎってゐる｡堺

路も, 1)ボンも中間の唐草も退化してゐる｡たどfE両の化

俳はある｡飛散菩薩をあらはしたものであることはうたが

へないo

pl. 97A　第三洞上室北壁菩薩光背

B　第三洞上室北壁愈内東側

A.菩薩光背は繊細であるo餅身光外縁と頭光外線に,

いきほ弘のよい火燭をいれてゐる｡その焔の一俵づ｣をみ

ると根もとから尭端まで,特殊の曲線でつくられてゐるQ

岡花の内野は化俳,砕身光の内野は飛天,国光の中心は超

葦,傘身光の中心捻年パルメット並列女帝と火焔とであ

るC　その作,第六洞,第十三洞よりも繊細で,五聾洞外壁の

俳鶴や,膏Em甘言陽洞内の俳鶴のものk:いくらかちかい.lJ

B.光背のそとに供薄着がゐる｡まづ脇侍羅英俊とのあ

弘だ(Pl.96A, 98A)に,ごくあさく彫った天人立像がある｡

その内がはに,もう一人ぐらゐ合掌の供翠者がたってゐた

らしい｡これらのう-に胡臨合等の二天がをり,さらにそ

のうへの三角形になった祭日に,手をのぼした飛天がゐるo

この飛天はみじかい特色のある上衣をき,つよく族をひね

って,第六洞や五割司外別､宛のものとよ'(似てゐる｡

1水軌長厨『髄円石窟の折究j)東京1941, Pl･ ⅩXIl･

pl. 98A　第三洞上宝北壁愈内西側

B　第三洞上宝北壁東部I

A.前者(Pl.97B)に封する西がはである｡脇侍として

廉洪ふうの立像がみえ,そのうちにまた天人ふうの立像が

あったらしい｡ともにあさい彫りである｡前者はながい袖

で,正回にむき合等してゐる｡これに潮する末がはのもの

も罪深像であるらしい｡

Z).左右廟は本命鶴との喝に方形の杜をもつ｡う-に相

鉄の巽部があわ,そのしたに幕がある｡腐内にはすらりと

した脇侍鞍離立像がある｡左脇侍がいくらかよくのこって

ゐるが,たかい究冠,而ながの瀕,ま-でまじはるⅩ字形の

天衣などが注意される｡

pl. 99A-C　第三洞上宝北壁相挟

すぐ天井に接して楯排がある｡芽註帳は八つの弧にしぼっ

てゐるが,その弧はゆるく,く　しった紳･の垂下もみじかVpl.

ひだのとりかたも形式的である｡楯排の水平部は三1亮にわ

かれ,中火はめづらしく三玲俳,その中心坐俳は迅府合字

の耐牲俳である｡あるひは焚脚本令の化俳を意味するもの

かもしれない｡左右の脇侍は菩酷といふより,天人といふ

べきかも知れぬo食草してやしま-に身縄をかたむけてゐ

る｡ #.右の二笹の飛天kLT･.衣と袋のはしとに特色がある｡

節六g'l]にはじまり芸岡末期に流行した形式である1㌔襲形

部も,巽部も,また同郡の飛天である｡その形式も五輩洞

外壁の′ト寵に似てゐる｡

1長流『飛天の茶術J)大隈1949, p･ 79-88･

P1. 100,10lA,B　常三洞上宝天井

天井は八つの格問にわかれてゐる｡みるとほわのあれ方

で,格問のうちには,なにものもとゞめてゐないo角材の
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■■　ー　r-rF,.JpI　　.
梁は壮年パルメットの汲状等を二本あはせ,たてに央卵形

をh:らべた文様をつくる｡また梁の交鼎紅組刻の蓮華文を

おくQ　あさい畢登時の花である｡染の側面にも年パルメット

の波状迎紀文(Pl.101Ⅰ主)のあったことがわかるo　格間のな

第

pl. 102　第四洞,第四A洞外柔

第三洞右巽K:怒りのこされた岩塊である｡その南面にこ

っの方孔がシムメト1)カ/レにあいてゐる｡これが第四洞左

右の明窓である｡入口は,との中間,やしさがったところに

あいてゐる.わづかに上線がカアヴしてゐるが,たぷん鉄門

であったらう｡ Fig･ 21をみると,この入口のやうすがあき

らかである｡しかし,こ｣をはいると床は一段とたかい｡

つぎの国儀でわかるやうに,明窓の下端から約0.50-0.60m

した,鉄門の上端から約0.20-0.30mしたに床がある｡

Pl. 103A,7i　第四洞南壁

二つの明窓はシムメト1)ックの配i荘であるが,入日から

判断すれば,未完成緒といふほかない｡最初の計藍Eが故郷

されたのち,この南壁の小成が漸次つくられたものであら

う｡ 7iのむかって左にみえる方柱の実9:像は,鉄門のたかさ

からすると,最上層の彫刻としてつくられたものとおもへ

る｡さうすると,天井と方柱の上部の徐像だけが完成され

て,その他は未完成のま｣をはったのである｡この洞は,

石親閲藍の過程をしめす一例として興味がふかい｡

南壁諸敵中,もっとも大きいのは西窓と#･門とのあ弘だ

にある三寵のうち,した二部である｡これは二俳並盤の寵

と,交脚鞍薩の範とを上下にかさねたもので(A),第七洞北

壁の上下俄,節十七榊の太和十三年寵と,まったくおなじ方

式である｡たゞし,この方が条弱であり,中国式の服制であ

り,時期がおくれてゐることはあきらかであるo　したはふ

つうの央挟寵であるが,ラ-の免はせりもちの殊をなさ

チ,たゞ楯と#とからなってゐるQ　さらに,注意されるの

按,交脚菩薩の左右,伸助思惟像のう-に一封の借坐俳を

おさめてゐることである｡したが?て,この上下爾寵は･

まったく第七洞北壁の上下鶴とせ像配鐙が一致するo (本番

第四堰,Pl. 28)

とのうへにや1せまくなって,三尊盤偽の央秩寵があ

ち.二俳並坐寵の西,西窓のしたには三尊交脚菩薩p楯鉄

鶴(B)があるoさらに鉄門のうへにも三寵がかさなり(A),

陶版解騎92-105

かは,さらに方形に緑どられ,まんなかに,やlむっくり

した蓮華文でもあったらしいc Pl.101B,甫列東より第三

の格闘を,とくに参照されたい｡

拘　　洞

それに東接する平らな壁面には文字を刻してゐる｡解aEfL

がたいが,亡夫侍申云云の北観の文字である｡その充たも

多数の癌がある｡あかには未完成で,央換価の線刻だけが

のとるものもある｡たレ､てい等症を脇侍とした三食俳で,

力士などを脇侍たしたものはない｡俳像はすべて,中国式

服制で,なで肩,面ながであわ,笠岡末期の作である｡な

ほ鋸の配紀をみると,明窓あるひは鉄門が,放してあとか

ら殴られたものでないととがあきらかである｡(南壁幅約

7.00m)

Pl, 104A　第四洞両壁交脚菩薩愈

B　第四洞甫壁創文

A.南壁西窓したの′ト寵である.(Pl. 108B)楯妹癌の左右

崩に年軌思惟像があわ,中央にこの交脚菩薩像がある｡そ

の栖戒は第十七洞明窓の太和十三年髄と同株であるが,身

他はきゃしゃで,衣文はすっかり簡素になり,蛋岡後期の彫

像になりきってゐる｡

B.との刻文は鉄門のう-にある｡(Pl.103A)しかし,

灸雌に封する記銘ではないらしい｡いづれこのあたbの′ト

寵に附臆したものと潜もふが,字が小さくてよくよ払ない.

判済するとし允のどとくである｡
†      P   Y †     7

□□ロロ窺□非□魂以碑共源在寮□塩ロロ悲

･ ･ □□鵠亡夫侍中平□大口

† † ? 7

･ . □iR･□□□亡息蹄首相城□

7 '? ? †

･ ･亡者pl慣□亡者託生浄土癖

†

･ ･ □之玄汝紳口□明於

I

･ ･畠酢永隆志滞英数
†

･ ･ □駈相放磁ロロ

･ -匿い　月廿三日･

Pl. 105A,B　第四洞東壁

問版A,Bのあくに東壁がみえてゐる｡東壁はこのやう
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票岡石窟第四洞

K:,まったく荒げづりのま1である｡しかし,北部(A)吃

はやl大きな宛もあって,最初の計鼓の一部かとおもはれ

るが,完成をみたのは林埠だ'げであらうか｡それにあとか

らその膝もかきとられてゐるD(Pl.112B)中部と南部とに

みえる/ト腐乱　かなり風化したあとで泥作の修部をうけた

らしく,枠代の孔をとゞめてゐる｡ (B)のむかつてH.にみ

えるのは方位の南面である｡ (東壁幅約5.00m)

Pl. 106A,B　第四洞両壁

甫牛(A)は南壁同様に迫刻らしい′ト寵がたくさんある｡

北牛(B)はおくにみえるが,すっかり風′化してゐる｡よくみ

ると鬼壁の北偶に癒ずる雷初の大部があったらしい｡これ

は一腰,本尊以外の脇侍なども完成をみたらしく,いまその

右廟の立所(A)がのこってゐる｡ (B)のh-_手に仕方熊の北

面が,東北角とともにみえてゐるo (西壁幅約6･00m)

pl. 107　第四洞四壁南部

問版のまんなかに三¢俳の尖沸鶴がみえてゐる｡本命坐

俳は裳をま-たたれ,つよくひろげた形式である｡左右脇

侍は頭上に天蓋飾があり,そのうへには合等比丘像をなら

べてゐるD基底の中央に紀文をしるす方形をのこし,左右

にあさい俗形供奉者をならべてゐるB西方措洞や龍門北殊

霜に似る法政形式である｡これに撰して,すぐその北がは

に千俳の一画があるQまんなかk:交脚菩薩像を彫るのは,

過去の千偽に射し,兼殊の爾敬菩薩の意であらうか｡その

他捻とくにいふべきものはないが,南端中位にある菩薩立

像の小額はめづらしいD笠岡の石帝には菩薩像立像をFFl心

とした鶴はないD促とんど,これが唯一の例である｡曹匪

立像は,おそらく常時の闘像拳からすると貌音響蕗と解揮

して,まちがひないとおもふb

Pl. 108A　第四洞方柱東面

B　第四洞方柱南面

A.方柱の東面は三尊俳の立像である｡西融にくらぺて

やも粗朴に感じられるが,さいは弘脚のあたbまで,ほゞの

とってゐる｡岩EEl氏の籍展(Fig･ 22,23)をみると,まだ頭部

がよくのとってゐる｡長手の温和な,したしみのある部で

ある｡脇侍の元云が,ま-と左右は三角形の板,そのあ弘だに

蓮華の常らしいものをたて｣ゐる｡これは第四洞あたわの

菩薩一般にみる特色である.これにも大きな,なんのかざ

りもない光背があって,本尊をひきた1せてゐる｡方柱か

ら天井にうつる壁のカアヴが,こlにみとめられる｡(東面

幅約1.50m)

B.西南も束耐におなじ三尊沸立晩であるB癌をはらす

に平らな壁面に彫りつけてゐる｡おしいことに所部をみな

うしなってゐるが,その繊細にして優雅な葬鰯は注意を払

く｡胸にあげた手のつよさ,脚をひろげてすっくりとたっ

た葬は,鵡tEであり威解がある｡中開式服備tlで,厚紙をか

さねたやうな衣文が,儀把的なまじめさをしめてゐるQ　そ

してその高身の資にふさはしく,たけだかい歩身光を天井

までのばしてゐる.左右の脇侍は賓珠光をおひ,まへにX

字形に交叉した衣文には,まるい現がはめてある｡そのう

へには僧形,天人の供聾者が食質して,上身をあらはしてゐ

るB (西面帽約1･70m)

pl. 109A,B　第四洞方柱南面

方柱の南面と北面はひろいので,おなじ形式の三時俳立

像を二組ならべてゐるQ　みh:首をうしなってゐるのは追使

であるが,その繊細な衣文にあほほれた端厳な参は注意す

るに足る｡(FIoq124-26)ほそい厨からさがる衣の併行線,

そとに反ったながい袖,胸ま-にさがったながい紐など,み

なこの後の正面性をつよめてゐる｡この辞像はもとより西

端誇洞の像に鵜するが,とくに痩身長猫にその特色がある｡

西がはの傍は,内水の紐をネクタイのやうにさげただけで

あるが,束がはの俳は輪をつくってむすび,その鈴をたれ

てゐるo (南面幅約8.00m)

pl. 110A　第四洞方杜北面東牢

B　第四洞方柱北面商卒

と｣にも三珠俳立像が二細める｡同校に痩身長月匡である

が,膝からしたの壁が投じてゐる｡西がはの俳は手くびか

らさがる衣のふちが,妙に波だった弘だをつくってゐる｡

東がは三埠の左隣侍は,たれた左手になにか華か鬼兜のや

うh:ものをもってゐる.(Fig,27)ラ-の方はいたんで光背

がすっかりきえてゐるo (北面幅約8･00m)

Pl. lllA　第四洞天井南部

B　第四洞天井南西部

A.天井は格天井ふうである｡ところが,まんなかに方

柱があるから,四房にわかれて各段に一列の格闘しかない｡

南方中央画に二兎の選挙文がある｡そとが複卿で,なかが

畢郷である.花托が小さく矧tル,第七粥や那八粥天井に

みるやうなおもかげはh:い｡左右の格闘は飛天を彫り,方

形のなかに身を眉UrL,天衣をひるが-してゐるD　これも
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筋六洞ふうで,特殊な裳のはしをしめしてゐる｡各格闘の

任那鞄には襲撃の密のやうh:突起をつくってゐる｡

B.閲版の左手が天井の南がはである｡南がは中央から

三つ目の飛天,つぎの遊撃文がみえてゐる｡ところが,こ｣

は西南隅はなるので,染が隅がけにで1ゐて四迫形だが,～

過だけがなlめになってゐる｡西がはにまはって,すこし

ひろくなった四迩形に,飛天二他が左右から相むかって,浬

華かなにかをさしげてゐる｡や1無理のある身催つきであ

る｡つきが西がは中央の遅発の格闇で,これより以北(Pl･

IO尽A)は,まったく崩壊してゐるc

pl. 112A　第四洞天井東部

B　第四洞東壁未完成愈

A.こlk:は東房の天井がしめされてゐる｡中心が二重

の蓮華,左右が飛天である｡しかし未完成のためか彫りが

あさくて,彫槍のやうである｡

B.これは東壁の北年でPl.105Aを妃籍したのである.

坐悌範のわきに,長方形のくVS･1みと央執成がみとめられる｡

pl. 113　第四A洞外景

すぐ第四洞に隣接し, -廠完成をみた石渚である｡すっ

かり前壁がこはれて内部がみえてゐる｡外部の装飾はわか

らない｡門口は前壁の三分の一ぐらゐの幅であったらし

いo

pl. 114　第四A洞東壁

との小さな石親は三壁三瓶制である｡東壁は交脚等蔭の

楯状髄である.あとからうがった眼の孔が異様に目だって

ゐる｡すこし農事の頚で,親がほそいo蟹冠にはなにも彫

図版解改106-115

ってないo　天衣がひろく屑をお腔ひ,そのはしが,払れのや

うに払るがへわ,まへにたれたところはⅩ字形にまじはっ

て,そこたまるい大きな現がある｡下袋は平行したひだが

さがわ,左右k:払らいた膝からは,やはり平行した銀が弧

放たたれ　そのはしがまた払れのやうにはねか-ってゐ

る｡第三洞上宝の交脚像に似てゐるが,な腔との方が完成

した様式をしめしてゐるC爾手はいづれもうつくしい｡右

手は胸にあげるが,左手は膝にあかず,まへにfe-した幕をた

れてゐる｡獅子も脚下にある｡愈内は,まったくなにも彫

らず,光背すらないので,落ちついた背景の三枚泉がある｡左

右の崩には立った菩薩像があわ,望珠形の所光をおふ｡楯

扶額は梶に分別しないで,なにか折りたlみ式のものを海

もはす意匠で,そのま-たでた表面に,坐俳をあさく彫って

ゐる｡楯状のしたに脚光をあうた比丘形をならべ,それが

確路のはしばしをもってゐる｡いはゆる経紅いふ寅雄網と

いふやうなものである1㌧　さらに楯妹のう-は供等天人,

供琴比丘の上単身がみえる｡とにかく,これらの楯鉄の意

匠は,第五洞外壁′ト堵中にみるものに共通する｡膜壁以下

はまったく崩壌してゐるo (東壁幅約3.00m)

1あるひVj: 『法華経』 (大正大恥,解九啓p･3)啓一に｢球をも

って交館せる陵あって茸云｣一といふやうなものかとSeもふ｡また北掠

闇の『不退硲法聴潅』 (大正大澱趣,節九懸, p･ 228)に｢雑坪の籾控

をもってそのう-を36はふ云云｣ともいふ｡

pl. 115A　第四A洞西壁

B　第四A洞北壁

西壁も北壁も,天井とともに風化はなはだしく,なにも

のもみえない｡たゞ三埠坐俳の突沸寵だ2=いふことが,か

らうじてわかるのみである｡ (各壁幅約3.OO汎)
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